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ああ、なんという辱めでしょう




　ここは、どこでもありどこにもない真っ白な空間。白い床で正座をし、涙目になるわたしの前には、大画面があり、そこには暗黒の波動を撒き散らしながら吠える、金の巻き毛に赤い瞳をした恐ろしい魔女……いや、魔女よりもたちが悪い『闇聖女』の姿があった。

『おーっほほほほほほーッ、この偉大なるルミナスターキラシャンドラ様の前に、皆、平ひれ伏ふすが良いわ』

　黒と赤のフリフリたっぷりリボンマシマシのドレスを着た闇聖女は、どす黒いオーラを放ついかにも邪悪な顔で笑い、強大な光の攻撃魔法を次から次へと繰り出して、辺りのものを破壊しまくっている。

『やめろーっ！　ルミナ……シャンドラ！』

　名前を省略して大剣で斬りかかってくる騎士を一瞥すると、闇聖女は彼に赤黒く光る弾たまを打ち込んだ。

『へぶおおおおーッ！』

　あ、騎士を直撃した。

　いや、敵にまっすぐ突っ込むのはやめようよ。

　遠い目になったわたしは、ちょっと頭が悪そうな青年騎士に対して内心でツッコミを入れた。

　銀色に輝く鎧に身を固めたイケメン騎士は、空の彼方へと吹き飛ばされていった。その姿を見送りながら、闇聖女は呟く。

『わたしの名は、ルミナスターキラシャンドラよ』

　そして、目を細めフッと嘲ちよう笑しようしてから、今度は右手を斜めに構えて悪役っぽいポーズを決めて『おーっほほほほほほーッ』と高らかに笑う。

　あああああ、見るのがつらい！

　あれはわたしなのだ。

　悪者感いっぱいに高笑いする、こてこて厚塗りメイクの悪そうな女って、客観的に見るとイタすぎてつらい。でもって、あのイタい女は、前世のこのわたし。穴があったら入りたい。恥ずかしい。誰か殺して。いや、もう死んでいるのだった。

　そう、前世で『破滅の闇聖女』になって世界を滅ぼすきっかけというか張本人というか、とにかくすべてを巻き込んで消滅してしまったわたしは、現在は死後の世界で神様のキツーいお仕置きを受けているところである。

　破滅の闇聖女としての真っ黒な一生と、最後の禍まが々まがしい大活躍（？）を迫力満点の大画面で四回も連続で見せられたわたしは、すっかり心を折られて「ごめんなさい、恥ずかしいことしてごめんなさい……」と啜り泣くことしかできない。

　しかし、大切に愛めでていた世界をわたしに破壊された（というか、わたしを倒すための魔法大戦の余波で崩壊してしまったのだが……よく考えると、これって敵対勢力も悪くない？　聖女パーティがいけないんじゃない？）神様は、大変激おこぷんぷん仮面（意味がわからないが、神様が自分でそう言っていた。『この上なく怒り心頭』という意味だそうだ）でいらっしゃって、なかなか勘弁してくれない。

　宙に浮きながら、全身をファンタジックな王子様風の白の衣装で包んだイケメンの神様は、ふんっ、と嘲あざけるように笑った。

「おやおや、何度聞いてもダッサい名前だね。『ルミナスターキラシャンドラ』なんて超キラキラネーム、何を考えてつけたの？　変身アイドルキャラクターにでもなったつもり？　これから変身するの？　ひゅーひゅー、シャンドラちゃんの、カッコいいとこ見ってみったい～♪」

　プラチナブロンドにアイスブルーの瞳をした美青年は、わたしにはわからない言葉を口にしながらふざけたように歌い、冷たくわたしを見下ろし、そして嘲笑った。

　あんな過去、カッコよくない。羞恥の極みである。つらい。つら過ぎる。

「すごーく目立ちたかったんだよね、シャンドラちゃんは。でもさあ、いくらなんでもこれはないんじゃないの？　お父さんや学友に認めてもらえないからってこんな逆ギレするのは、淑女らしくなくてみっともないよね？　どう？」

「神様お願いでございます、もうご勘弁ください、およしになってくださいませ」

　時間だけはたっぷりあるこの空間で、五回目のイタい姿を見せられたらたまらないので、わたしは必死に謝った。

「やめないよ。自分の犯した罪がシャンドラちゃんの魂に刻まれるまで、しっかりと反省してもらわないとね～」

　軽い口調だが、表情を消し去った神様はわたしに威圧感をぶつけて言った。

「また世界を壊されちゃったら、流石さすがのわたしも許せないし」

「……本当に、申し訳ございませんでした」

「本当に？　心から言っているの？」

「本当でございます！」

　わたしは貴族のいい家のご令嬢だったので、言葉遣いは丁寧なのである。

「『変身キャラ』というより、そこに出てくる女ボスキャラみたいになったことを、ちゃんと反省してる？」

「ボスキャラ？」

　神様のおっしゃる『変身キャラ』とか『ボスキャラ』というのがわからないでいると、わたしの心の中を読まれたらしく、小さな画面が新たに現れて、変身して悪と戦う少女たちの動く絵が映った。

「まあ……これが『変身キャラ』なのですわね。若いお嬢さん方が美しい衣装に身を包み、軽い身のこなしで華麗に戦う姿がとっても素敵ですわ」

　鮮やかな色合いが若々しい、フリルや宝石がついたスカートを穿き、悪の一味と戦う勇ましい少女たちの姿に釘付けになっていると、神様は冷たく呟いた。

「もしかすると、こういうのがシャンドラちゃんの理想だったのかな。でもシャンドラちゃんが選んだのは、主役じゃなくて敵のボス役がふさわしい行動だったよね。強大な魔法で世界を破壊して罪のない人々を皆殺しにした恐ろしい闇聖女だもんね」

「……」

「すべてが焼き尽くされて、たくさんの人たちが苦しみながら死んでいったんだよ。わかってる？」

　大聖女が率いる闇聖女討伐のパーティがわたしのアジトにやってきて、手下を倒してわたしに大剣を突き立てた。それが最後の引き金だった。

　死ぬ瞬間にわたしの魔力が暴走して聖なる大剣の力とぶつかり合い、戦いの余波で脆くなっていた世界は一瞬で弾はじけ飛んだのだ。

　わたしはうつむき、体を動かそうとしたが、固定された体勢はびくともしないので、もじもじと動くのがやっとだ。

「それにしても、あの衣装もなかなかすごかったよね。ごてごてに飾りのついた黒のロングドレスに、宝石をあんなに縫いつけてさ、成金おばちゃん魔女って感じ？　しかもそこにフリルを盛りに盛っていて、ものすごくセンスが悪いなー」

「ううう……」

　全否定されて、わたしはうめいた。

　ゴージャスさにはけっこう自信があったのに！

「ネックレスがドラゴンの骨と鱗うろこって、めっちゃダサくない？　ハッ！　一周回ってナイスセンス！」

「き、キラキラして、綺麗だったから……」

「へえ、光っていればなんでもいいんだ」

　大画面には、さっき見た『変身キャラ』の素敵な決めポーズと、化粧で荒れた肌にメイクを塗りたくった、ごてごてドレスにドラゴンの骨と鱗のおまけ付きのわたしが並んで映し出されていた。

「どっちがおしゃれかな？」

　もうやめて。

　わたしのメンタルはゴリゴリに削られて、風に吹かれて飛んでいくほど薄くなってるの。

「はい、ちゅうもーく！　これからルミナスターキラシャンドラちゃんの一番邪悪な大魔法が炸裂しまーす！　どうして光魔法をそういうクズな使い方しちゃうかな？　そして、わたしの可愛がっていた子たちが闇聖女に攻撃を開始しまーす！　うわあ、何度見てもひどいな。義理の妹をぎたんぎたんにして、気持ち良かった？」

「……そんなことは、ない、ですわ。向こうが仕掛けてきたから、仕方なく……」

「嘘をおっしゃい」

　それまでのおちゃらけた態度から変わり、突然冷たく威厳のある態度で神様が言った。

「シャンドラ、お前は自己中心的な考えと愚かな承認欲求で、大聖女となった妹にマウントを取り、悪の心に負けて世界を破壊した。自分の罪をしっかりと見据えるがいい」

「……申し訳ございませんでした」

「自分が大聖女になると思い込んで、他人を見下していたね。そして、馬鹿にしていた妹こそが大聖女であったと知ると、彼女を亡き者にしようとして、それに失敗すると闇に落ちて、禁忌の魔法を使った挙げ句、世界を滅ぼすことになった」

「……わたしはどんな罰を受ければ良いのですか？」

　そう尋ねると、神様はにっこりと笑った。

「どうしようかな」

「……わたしの魂を消し去ってくださってかまいません」

「おやおや、非道な闇聖女さんは自分のやったことの責任から逃れて、消滅という安易な道を選ぼうとしているのかな？」

「……」

　わたしが何も言えずにいると、神様は右手を高く上げて「わたしはもう一度、世界を作り直す。時間も空間も巻き戻して、ここに新たに作ろう」と宣言した。

「すべてを巻き戻すからね。シャンドラちゃん、次は壊したらダメだよ」

「……はい？」

　わたしは神様の顔を見上げた。

　次って、どういうことなの？

「やり直しの機会をあげるから、成長したところを見せなさいね」

「やり直し……ええっ？　神様、よろしいのですか？　わたしは大罪人ですよ？　世界を作り直しても、わたしが存在したらまた同じことを繰り返してしまいます。どうしてわたしを消滅させないのですか？　あいたっ」

　神様のデコピンが炸裂した。

　すごく痛かった。

　わたしは両手でおでこを押さえて「あだだだだだ……あら、動けるわ」と驚いた。そして、もう一度神様に「わたしは罰を受けるべきですわ」と言った。

「大罪人の闇聖女は、新しい世界に存在しない方がいいと思いますっ、いたっ」

　またデコピンをされてしまって、わたしは涙目になりながら神様の美しい顔を見た。

　今までずっとわたしを叱責していた神様は、穏やかな表情になって言った。

「存在しない方がいい子なんて、わたしの世界にはいないのだよ」

「でも……」

「自己中心的で、わがままで、傲慢で、短気で、高飛車で、本当は甘えん坊で寂しがりやのシャンドラちゃんも、わたしの可愛い子どものひとりなのだからね。幸せになってもらいたいんだ」

　思いがけずに、大きな手で頭を撫でられて、わたしは呆然とした。

「神様……」

「大聖女にならなくても、シャンドラちゃんはシャンドラちゃんでいいんです。未熟だからこそ、失敗から学んで進む必要があるんだよ。自分の幸せがなんなのか、大切なものは、本当に欲しいものはなんなのか、今度は間違えないようにしなさいね」

　神様に撫で撫でされていたら、私の目から驚くほどの大量の涙が流れてきた。

「けれどわたしは、忌いむべき存在なのです。神様に愛されるのにふさわしい人間ではありません」

「忌むべき存在？　なんだい、それは。シャンドラちゃんは、びっくりするほど不器用でお馬鹿さんな、ただの女の子だよ。他人に認められるより、自分で自分のことを認めなさい。そして、今度はもっと素直になって、楽に生きてごらんなさい」

「……ううう……わたしは、役立たずのダメな聖女だったんです……」

「それが何？　ダメでもなんでも、わたしはシャンドラちゃんのことを愛している。それだけは覚えておいてね」

「こんなわたしを、愛してくださるの……で……がみざまあ……」

「うん、愛しているよ」

　辺りに満ちた光が強くなり、わたしは号泣しながらその中に溶けていった。

「さあ、いってらっしゃい。ルミナスターキラシャンドラちゃん」

「ひいいいいっ、神様のいじめっこー！」

「あははは」

　笑顔の神様に見送られて、わたしはまた世界の一員となったのだった。







では、やり直しますわね




「お嬢様！　しっかりなさってくださいませ！」

「早く、お医者様を！」

「まさか空からこんなに大きな木の実が降ってくるなんて」

「石いし飛礫つぶてのように硬い殼だ。こんなものが頭に落ちてきたら……ひとたまりもないな」

　わたしの周りで、誰かが騒いでいる。

　頭が痛い。

　思いきり拳骨で殴られたような痛み方に、わたしは泣きそうになる。

「いたたた、痛いよう……わあ、これは見事なたんこぶだわ」

　わたしが手で頭を触り、ぷっくりしたこぶを確認して痛みで「ぎゃっ」と叫ぶと、「ああ、お嬢様、気が付かれましたか！　良かったですわ」とほっとしたような声がした。

　目を開けると、青空が見えた。たんこぶを作ってひっくり返ったわたしは、どうやら若い女性……いや、女の子の膝に抱き上げられているところらしい。

「……ここはどこかしら」

　わたしは心配そうにこちらの顔を窺う、綺麗な顔立ちの女の子に尋ねた。ズキズキする頭のことがなければ、爽やかな風が花の芳かんばしい香りを運ぶ、気持ちの良い場所である。

「ご自宅の庭園でございますよ、シャンドラ様」

　庭園……そうだわ。ここは我が屋敷が誇る、国中から集められた植物が美しく育てられている庭園だった。

「お嬢様がお散歩をなさっていたら、巨大な鳥が飛んできて、お嬢様の頭に木の実を落として去っていったのです」

「……それは……とても不運な事故ね」

　鳥が木の実を落とした？

　それがわたしの頭に見事に命中して、たんこぶを作ったと。

　果たして単なる事故なのだろうか？

　だって、その衝撃で、わたしことシャンドラ・リーベルト六歳が、闇聖女から転生してもう一度人生をやり直している最中であることを思い出したのよ。

　その怪しい鳥に、強烈なデコピンを繰り出す誰かさんの意思を感じるわ。

「お嬢様、申し訳ございませんでした！　このエマが身代わりに、木の実に当たるべきでございましたのに……」

　煉れん瓦が敷きの遊歩道に座り込んで、半泣きでわたしを横抱きにするまだ幼い侍女……そう、この子はエマだわ。わたしの三つ上の、子し爵しやく家の令嬢だったかしら？

　一年前に母を亡くしてすっかり荒れてしまい、わがまま放題だったわたしのお世話係としてエマは雇われた。

　そして、横暴なわたしにかなり苦労させられたのよね……ごめんなさいね、エマ。

　神様のおかげで『反省する心』を手に入れたわたしは、罪滅ぼしの意味も込めて彼女に笑いかけた。

「大丈夫よ、エマ。こんなの、なんてことないから心配しないで。大きな木の実があなたの頭に当たらなくて良かったわ」

　転生したため、体は六歳、中身は十七歳のわたしは、青い顔で涙ぐむ九歳の侍女に言った。

　わたしの言葉を聞いた彼女はぽかんと口を開けて、それから「ひいっ！」と悲鳴をあげてめちゃくちゃ驚いた顔でわたしを見た。

「た……大変です、早く、早くお医者様を！　お嬢様の頭の中が壊れてしまったのかもしれません！」

　ちょっと、それ、ひどいわ！

　ムッとしたわたしは、なぜだか激しく動揺しているエマと、同じく恐ろしい怪物にでもあったかのような顔でわたしを見ている人々の手で自室に運ばれて、全身をくまなくお医者様に診察してもらったのであった。




「特に異常は見当たりません。こぶを冷やして三日ほど安静にして、栄養のあるものを食べてください。おやつの食べ過ぎはいけませんよ。この薬を朝晩塗ると、痛みと腫れが治ります」

　お医者様はそう言って、こぶに薬を塗って帰っていった。緑色の塗り薬はハーブの良い香りがして、塗ってしばらくするとほとんど痛みが気にならなかった。

　触ると痛いけれどね。

「ほら、エマ、わたしはどこも悪くないでしょう」

　疑い深そうな目でわたしを見る美少女侍女（淡いブルーの髪に鳶色の瞳をしたエマは、驚くほど整った顔立ちをしている）に向かって、わたしはドヤ顔（これは神様がやっていたものだ。気に入ったので真似をさせていただきます）で言った。

「わかったなら、さっさとわたしに美味しいおやつを持っていらっしゃい！」

「お嬢様、先ほどお医者様におやつの食べ過ぎはいけないと……あら、すっかり元のお嬢様に戻りましたわね。良かったです」

　エマはほっとした表情で言った。

「なんなのよそれは。わたしが何か変なことを言ったとでも？」

「変なことというか……お嬢様はわたしに向かって気遣うような言葉をかけてくださったではありませんか」

「そうだったかしら……」

「あなたの頭に当たらなくて良かった、とかなんとか」

「あっ、確かに言ったわね」

「いつものお嬢様なら『この可愛いわたしでなく、あなたの頭に当たれば良かったのに』とおっしゃるはずです」

「ええっ、ひどっ、そんなこと言うわけが……」

「そして、八つ当たりするために、わたしへ投げつける用の石を拾ったりしたはず」

「やだ、そんな……ことを、したかも、しれないかしら、ええ……いやいや、流石に女の子に向かって石は投げないと思うけどね！」

「間違いなく投げました。『わたしよりも痛い思いをするがいいわ！』と投げましたね」

「……エマ……物真似が上手ね」

「畏れ入ります」

　そう、前世のシャンドラは優しい母を亡くして以来、わがままで傲慢で高飛車で自分勝手な幼女になってしまったので、八つ当たりでそれくらいのことは言っていたと思う。

　けれど。今は違う！

　神様に羞恥拷問……ではなく、丁寧な教育的指導を受けたわたしは、今度は身勝手ではた迷惑な闇聖女になどならないと深く心に誓っているのだから。罪のない女の子に石を投げたりなど、絶対にしない。しないったらしないのだ。

　わたしは、顔が整いすぎて冷たい雰囲気すらある侍女に告げた。

「あのね、よくお聞きなさいエマ。頭ず脳のう明めい晰せきで魅力溢あふれる天才的な美幼女のわたしは気づいたのです。もう愚かな振る舞いはしません。これからはこの可愛く麗しい外見にふさわしい、天使の如ごとき愛に満ちたシャンドラ・リーベルトになると決めたのですわ。だから、エマも誇りを持ってわたしに仕えるのですよ」

「……そんなこと、信じられませんと言いたいところですが……言葉の端々から溢れる残念さで、やっぱりお嬢様はお嬢様なのだとよくわかりました。なんというか、これからはそういう遊びをするのですね？」

「違うわよ、遊びではなくて、わたしの生き方！　新生シャンドラ・リーベルトの生き様をご覧なさいって言っているのよ」

「シャンドラ様は、難しい言葉をお使いになるのですね……わかりましたわ。どこかでそれを覚えてきたので、『新しい生き様』という遊びをしたくなったのですね。なるほどなるほど、それならばどこまでもお供いたしますわ」

「ちがーう！」

　賢い九歳の侍女だけれど、エマは勘違いしまくっている。

「エマ……ふわぁ……」

　遊びとは違うのよ、と言いたかったけれど、六歳児の体力が持たなかったので、わたしは大あくびをしてそのままお昼寝に突入するのであった。




　わたしが闇聖女になってしまった過程には、いくつかの分岐点というか、そうなった理由があった。その一つ目が、母の死である。

　艶やかな金髪にルビーのように光り輝く瞳を持ち、大変美しい容姿をしたお母様は、とても優しくて、伯はく爵しやくであるお父様に溺愛されていた。

　お母様によく似た可愛らしいわたしも、もちろん両親の愛情を受けて育った。

　三人家族で幸せに暮らしていたのだが、ある日突然、お母様が亡くなってしまった。お医者様によると、元々心臓が弱かったらしいのだが、運悪く感染してしまった流行り病がお母様の鼓動を止めてしまったのだという。

　皮肉なことに、お母様は治癒魔法が得意であった。

　自分のことは癒せない、特別な治癒魔法が。

　最愛の妻を亡くしたお父様は抜け殻のようになり、悲しみを紛らわすためにがむしゃらにお仕事をするようになった。そして、お母様にそっくりなわたしを見るとつらくなるということで、あまり顔を合わそうとしてくれなくなった。

　わたしは、両親の愛を同時に失ってしまったのだ。

　途方に暮れたわたしは、それからはどうしたら再びお父様に愛されるようになるのかと必死になった。手当たり次第に物をねだり、わがままを言い、なんとかお父様の関心を引こうとしたが、お父様の傷ついた心にはわたしの孤独な叫びは届かなかった。

　そんな最悪な振る舞いをするわたしから、人々は距離を置いていく。

　わたしの気持ちを気にかけてくれる人はいなかった。

　友人も、保護者も、いなかった。

　寒々とした屋敷の中、わたしは毎日悲鳴をあげていた。

　けれど、助けの手は差し伸べてもらえなかった。

「皆ひどいわ、どうしてわたしをひとりにするの？　お父様は、どうしてわたしに笑いかけてくださらないの？」

　そして、わたしは思いついた。

　リーベルト家は光魔法を得意としていて、わたしの家からは聖女が何人も現れ、その中には大聖女と呼ばれた人もいる。聖女とは、治癒魔法や結界魔法、浄化魔法に優れた魔法使いで、大聖女ともなると王家に請われて王妃となることが多い。

　もしもわたしが大聖女になれば、お父様はきっと『よくやった』と褒めてくれるだろう。

　王妃となれば、誇りに思ってくれるだろう。

　このわたしならできるはず。お母様も、タイタネル国立学院の聖女科を卒業した、光魔法に長けた聖女だったのだ。だから、わたしも学院に入って聖女になって、なんなら大聖女になって、お父様にもう一度愛されるようになるのだ。

　……という予定だったのが、当然のことながらうまくいかず、わたしは怨えん嗟さの言葉を吐きながらそのまま闇聖女に転落してしまった。




「もう失敗しないわ。お父様に愛されないのは悲しいけれど……それは決してわたしのせいではないのだから。今世のわたしはお父様の愛を求めて馬鹿な振る舞いはしない」

　そう思いながらも、わたしはひとりベッドで泣いた。

　だってわたしはまだ六歳なんだもの。

　美幼女のシャンドラは寂しくて仕方がないの。

　わたしは神様にやってもらったように、自分の手で頭を撫でた。

「いい子、いい子、シャンドラはいい子」

　目をつぶって、神様の手がわたしの頭に乗っていると想像してみる。

　あ、ほらね、少し寂しくなくなったわ。

　わたしは微笑んだ。

　神様がわたしを愛してるって言ってくださってたから、わたしはひとりぼっちじゃない。

　……今度、神様にお祈りができる教会に行ってみようかな。

「だって、神様はわたしを撫でてくださったもの。愛しているって、言ってくださったもの。わたし、絶対に忘れないわ。ね、シャンドラはいい子、いい子ね」

　微笑みながら、何度も頭を撫でていると、幸せな気持ちになってくる。

「大聖女にならなくてもいいの、このままのシャンドラでいいの。だって、神様が愛してくださっているもの。わたしはそれ以上のものは求めないわ」

　そんなことを考えていると、屋敷内がざわつくのを感じた。出張で屋敷を留守にしていたお父様が帰ってきたようだ。

「お父様……お早いお帰りね」

　どうせいつものようにご自分のお部屋にこもってしまうのだろうからと、わたしはベッドに潜り込んだのだが。

「シャンドラ、大丈夫か!?」
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「ええっ！」

　部屋の扉が全開になり、お父様が飛び込んできたので、わたしは驚いて起き上がってしまった。

　金髪に濃いピンク色の瞳を持つ、ご婦人方に「素敵だわ……」と囁ささやかれるイケメンなお父様は、慌てているのか、本来なら脱ぐはずの上着も脱がずにやってきたようだ。

「頭を負傷したとか？　どこだ、見せてみなさい、気分は悪くないか？　熱は出ていないか？」

「大丈夫……ですけれど」

　普段はわたしと目を合わせてもくれないのに、なぜか妙におろおろしているお父様のことを不思議に思いながら、わたしは「ほら、このたんこぶがそうです。お医者様によく効くお薬をいただいたので、触らなければ特に痛みはありません」と、木の実がぶつかったところを見せた。

「そうか……その、怪我をした拍子に、頭の中が変なことになったりは……」

　わたしはぷんと膨れた。

「しておりませんわ！　まったく、人聞きの悪いことをおっしゃらないでくださいませ……誰かに何かを吹き込まれましたの？」

　皆、わがままで傲慢な悪ガキお嬢様のことを良く思っていないのだから、陰で何を噂されてもおかしくない。

「お父様、変な噂を信じないでくださいませね。そういえば、お父様とこんなに会話をするのは久しぶりですわね……お父様？」

　お父様は大きく口を開けて「おお……」と言い、それから悲痛な叫びをあげた。

「やっぱり頭の打ちどころが悪かったのだな！　シャンドラよ、どうしてしまったのだ？」

「わたしはどうもしておりませんわよ。何か不都合なことがございまして？」

　こてんと首を傾げる。

「ございましてって、その、話し方だ！　六歳のシャンドラが、なぜ、そのような話し方をしているのだ！　怪我をしたのに、金切り声をあげたり、怒鳴り散らしたりせずにそのように大人びた口調で冷静に話すなんて、おかしいではないか！」

「あ……」

　しまった。そうでしたわね。

　前世を思い出す前のわたしは『お父様ーっ、見てみて、シャンドラ、可愛いのよ！　お仕事に行かないでもっと遊んで！』『やだやだやだーっ、新しいドレスじゃないなら、シャンドラ、ご挨拶しないもん！』『シャンドラの言うことを皆きかないといけないの！　あんたなんてクビよ、クビ！』という感じに、わがまま幼女っぷり全開の毎日だし、お父様のことを追いかけ回しては逃げられ、地団駄を踏んでヒステリックに泣き叫んでいましたもの。

　いきなり中身が十七歳になっちゃいましたから、違和感が大きいのでしょう。

　でも、わたしは慌てない。

「不慮の事故とはいえ、お父様にご心配かけてしまい、申し訳ございませんでした。お仕事に支障はございませんでしたか？　そして、わたしの頭の中は大変健康です」

「……」

「ちなみに、お父様がお忙しくてなかなか会えないうちに、わたしはマナーのお勉強もがんばりましたの。淑女らしい会話法も、この通り、しっかりと身につけましたわ。いつまでも寂しがって甘えてばかりでいたら、お母様に叱られてしまいますからね」

「……シャンドラ」

「いつか、神様のお国でお母様にお会いした時に、わたしは胸を張って抱っこしてもらうつもりです」

「……そうか、そうだったのか」

　お父様は涙を流して、わたしを抱きしめた。

「エレーナを思い出すのがつらいからといって、わたしはお前に向き合えずにいた。なのに、ひとりで努力して、いつの間にかこんなにも成長していたのだな。シャンドラは亡きエレーナにそっくりな、美しくて誇り高い、素晴らしい女の子だ。ははっ、こんなことではお父様はお母様に叱られてしまう！　わたしも、神の国でエレーナに再会した時に叱られないように、もっと父親としてしっかりしなくてはな」

　お父様は泣き笑いしながら、わたしの頭を撫でてくれたのだが、その手が見事にたんこぶに直撃したので「いたっ！　お父様、ちゃんと見てから撫でてくださいませ！」と文句を言った。

「これからは、わたしを見てくださいね……こぶの場所だけではなくて」

「ああ、もちろんだよ、シャンドラ。こぶも触らないからな。それにしても、お前が無事で良かった。エレーナに続いて、シャンドラまで、失って、しまったのかと……」

　お父様が本気泣きし始めてしまったので、わたしはお父様の頭を小さな手で撫でて「いい子、いい子、お父様いい子」と慰めたのだが……あまり効き目がないというか、もっとひどく泣かせてしまったようだ。

　結局六歳児のシャンドラちゃんの手には負えなくて、「うわーん！」と一緒に泣いてしまったのは……微笑ましい出来事でしたわね、ええ。







まあ、プレゼントをくださるの




　たんこぶ事件はとーっても痛かったけれど、そのおかげでお父様との関係が改善されて、わたしは健やかに育っていき、無事に月日が過ぎた。

　わがままっぷりがかなり減った（皆無にはならなかったけれど、そこは幼女のやることだから勘弁してもらいたい）わたしに、使用人たちは驚き、最初のうちは奇妙な生き物を見るような目でわたしを観察していたけれど、結局『頭の打ちどころがとても良かったのだ』という結論に達したようだ。

　そんなこんなで美幼女シャンドラちゃんは、本日めでたく七歳になりました。お誕生日パーティ用のフリフリがほど良くついた白いドレスを着せてもらって、大満足です。

　ちなみに、あまりにフリフリが多いドレスを着ようとすると、真っ赤なお目目からポロポロと涙をこぼしながら「ゴージャス怖い……」と虚空を見つめるので、侍女もメイドもお父様も「シャンドラにはフリフリが少なめで！」と気遣ってくれるようになったのでした。

　あと、黒い服も宝石が鏤ちりばめられた服も苦手です。

　流石に黒ドレスを幼女に着せようとする人はいないから良かったわ。

「ねえねえ、お嬢様、髪を巻きましょうよ、ねえ」

　コテを片手に、ちょっとあざとくおねだりしながら迫ってくるのは、最近背が伸びて大人っぽくなってきたエマである。まあ、大人っぽいといっても十歳児なので、わたしと同じお子ちゃまですけどね。

「いやよ。わたしは二度と髪をくるくる巻きにはしないと誓ったの」

　金髪縦ロールぐるんぐるんの髪型を見ると、わたしの背にいやな汗がつつっと滑り落ちるのである。

　ドレスアップする日があっても頑なにストレートヘアを続けるわたしに、お人形さん遊びをやりたい盛りのエマはとても不満そうに言った。

「えー、お嬢様がくるくる髪にしたら絶対に可愛いのにー」

「わたしは既に驚くほど可愛い美幼女なので、くるくる髪は不要なのです」

　わたしは腰に手を当ててドヤ顔をし、エマの願いを却下する。

「それなら、先の方だけ、ね？」

「いーやーよー」

「じゃあ、三房だけ。後ろに持っていくから見えませんよ、全然気になりませんから」

「いーやー、ぜったい、いーやー」

　美少女侍女のエマの懇願を、美幼女シャンドラちゃんはきっぱりと断らせていただいた。

　鏡の中には、サラサラの金髪が腰まで伸びた、赤い瞳のわたしが映っている。今日もピンクのほっぺときょとんとした表情がお茶目で愛らしい。無敵の美幼女である。愛され感が満載である。

　しかし、その向こう側に、破滅の闇聖女ルミナスターキラシャンドラの孤独な後ろ姿が霞んで見えて、わたしは背中をぞくりとさせた。

　金髪をくるくるに巻いたゴージャスな髪型がお気に入りの、厚化粧の闇聖女……いや、顔色が悪いから病み聖女？　とにかく、アレに重なるようなことはなるべく避けたい。絶対避けたい。断固として避けたい。

　ほらほら、天使の輪が輝く金髪のストレートロングがやはり最高ですわよ。

「それでは、せめてハーフアップに結い上げさせてくださいませ。これでは侍女としての腕を振るいようがありませんわ」

「……仕方がないわね、わかったわ」

　わたしはため息をついて、エマが髪型で遊ぶことを許した。

　シャンドラお嬢様は、侍女に対して思いやり深い主人なのだ。

「編み込みは？　してもよろしいですよね？」

「許します。ただし、髪飾りに宝石は使わないこと。いいわね？」

「リボンはよろしいですか？　薔薇の花は？」

「うーん、ぐいぐいくるわねえ」

　前世では闇聖女に仕えてもメンタルを壊さなかったくらいの侍女（本当に、めっちゃくちゃ、迷惑をかけたのよね……）なので、エマの精神力の強さは半端ない。とても十歳児に思えないくらいの、熟女レベルの押しの強さと鋼の精神力を持っているのだ。

「それでは、リボンは控えめなものをひとつ、薔薇は蕾だけなら良くてよ」

「お嬢様は、本当に派手なものがお嫌いですわよね」

「わたしはこのままで十分に可愛いから、飾り立てる必要がないのよ。あくまでも清楚で上品なコーディネートでお願いね」

「お任せください」

　宝石ギラギラとかレースとリボンとフリルでごてごてとかって、神様のおかげでトラウマになっているのよね。あの『ルミナスターキラシャンドラ！』な感じのアイテムを身につけると、悪寒がするの。

　そうそう、わたしは毎月数回は教会に通って、神様に祈りを捧げているのだ。もちろん神様のお返事は聞こえないけれど、穏やかな毎日を過ごせていることを報告して、お礼をしている。

　今日も誕生日パーティの後で教会に行き、神様にお礼をするつもりだ。晴れ着を着た可愛い美幼女の姿を見たら、きっと神様も喜んでくださるはずよ。

「お嬢様、出来上がりました。とてもお美しくて愛らしいですわ」

「当然よ」

　鏡に向かって、わたしはドヤ顔をした。

「そんなに自信満々なのに、どうして着飾るのが苦手なのですか……」

　呆れ顔のエマがそう言って、わたしの頭のてっぺんに満開の赤い薔薇を刺した。振り落とそうとして左右に頭を振ったら、びよんびよんと揺れた。なかなかお茶目な髪型である。

　だが、不要だ。

「やーめーてー。わたしは薔薇より美しいから、そういうのはいらないの」

「はいはい」




「おお、シャンドラ！　なんて可愛らしいのだ！」

「ありがとうございます、お父様」

　わたしは完璧なカーテシーでお父様に応えた。

　この淑女の礼は、意外に筋力が必要なのだ。前世では身につけていたのだが、幼女の体でやるには筋肉が足りず、わたしは何度も転がって悔しい思いをした。

　しかし、もう完璧にマスターをした。

　毎日カーテシートレーニングをしてきたから大丈夫。

　この誕生日のパーティは、最初はたくさんのお客様を招待して派手にやるはずだったのだが、わたしが止めた。上目遣いをしながらお父様に「身内だけの心安らぐ集まりにしてほしいのです」と頼んだら、すぐに許可してもらえた。あざとさならエマに後れを取らない。

　前世では派手派手なドレスを着て、派手派手なパーティを開いて、お集まりくださった方々の前でわがまま高飛車幼女っぷりを披露したのだ。

　もうそんな愚は冒さない。

　目立たない美幼女として生きると決めたのだ。

　アットホームなパーティを終えると、わたしはドレスの上にガウンコートを羽織って教会に赴いた。お父様は、プレゼントにお高い宝石とかお高い小物入れとか、幼女にそぐわないものをくれようとしたので、あらかじめ辞退しておいた。そして、本当に欲しいものがあったら、その時にプレゼントしてくれるように約束をして、話を終わらせたのだ。でも、どうしてもひとつだけ贈りたいというので、このガウンコートをオーダーして作ってもらった。

　ふふふ、素材にドラゴンを使っていて、防御力が抜群のコートなのです。

　エマに「お嬢様は何と戦うつもりなのですか？」と呆れられたけれど「運命のいたずらで突然馬車にはねられても無傷でいられるからよ」と答えたら「それなら頭にも防具をおつけになったらいかがですか」と返されてしまった。

　わたしの運命には、もう『上から硬い木の実を落とされる』はないと思うから、頭は大丈夫だ。たぶん、きっと。

　神様、万一落とす時にはあらかじめお知らせくださいね。




　教会に着くと、いつものように個室に通してもらう。落ち着いて神様と対話したい時には、少し多めに寄付をするとこの静かな特別室を借りられるのだ。

　エマは普通に祈ったあと、わたしを待ちながら教会に飾られた神様の絵を眺めて過ごす。毎月替わるので楽しいらしい。趣味が絵画鑑賞とは、流石は貴族の子女である。

　個室の椅子に座ったわたしは、目をつぶって神様に話しかけた。

「神様、こんにちは。わたしは今日七歳になりました。前世と違ってお父様はとても可愛がってくださるし、エマもよくしてくれるし、周りの人たちは皆親切です。地味で楽しい毎日を過ごしています。これも神様が丁寧にわたしを導いてくれたおかげです。ありがとうございます。今度は絶対に、破滅の闇聖女にはならないで、一生地味におとなしく目立たずに生きていきたいと思いますので、よろしくお願いします」

　いつものように、特に返事はない。

「お父様とエマがいてくれるから、他にはもう何もいりません。目立ちません。愛情を求めません。なるべく日陰を選んで忍び足で歩んでいきます」

　わたしはそう誓って、部屋を出た。

　すると、そこには神父様が待ち構えていた。

「お嬢様に神託がございました」

「え」

　直接お返事がないと思っていたら、そっちからきたか！

「お嬢様には、孤児院をご案内するようにとのことです。失礼ですが、お誕生日をお迎えになられましたか？」

「はい、今日で七歳になりました」

「新しき歳の門出に、神様が贈り物をくださるそうです」

「まあ、それはとても素敵ですわね。ありがとうございます」

　わたしは追加の寄付をした。

　神様が贈り物をくださるの？

　よくわからないけれど、神父様にお礼を言って孤児院の場所を教えてもらい、さっそく足を運ぶことにした。




　わたしは七歳で、エマは十歳。ふたりともお子ちゃまなので、外出する時には当然大人が付き添っている。エリザベス夫人と護衛の騎士メンダルさんだ。

　エリザベス夫人は、わたしが前世を思い出してからリーベルト家に付き添い人としてやってきた人で、マナーと刺繍と音楽の先生もしてくれている。

　ちなみに、侍女のエマはわたしと一緒に勉強をしている。侍女として雇われた貴族の子女は、行儀見習いをして働きながら色々な知識を身につけていくのだ。そんなエマは、刺繍が得意である。わたしよりも女子力が高い。

　エリザベス夫人は以前のわがままで高飛車なわたしの姿を知らないので、わたしのことを勉強熱心で素直ないいお嬢様だと思っている。

　三十代でまだ若いのだが、もうふたりの子どもがひとり立ちしたらしい。

　もしや彼女は、三十代の後半ギリギリなのだろうか。

　怖くて聞けないので、その辺りは謎のままである。

　タイタネル国立学院の騎士科を二年前に首席で卒業したという優秀なメンダルさんは、温和な顔をした優しそうな若いイケメンである。いつもお日様みたいなニコニコ顔をしていて、お父様に『ぜひうちの可愛い娘の護衛をしてほしい』と言われるほど気に入られて雇われた。リーベルト伯爵家の騎士団に所属しながら、わたしの専属護衛をしている。

　彼は外見にはとても迫力がないのにとても強い。剣も強いし精神も強い。メンタル強めのメンダルさんである。見た目で悪い人たちに舐められないのかと心配になったけれど、エリザベス夫人に「怪しい人物には殺気を飛ばして瞬殺しているので、心配無用ですわよ」とにこやかに言われてしまった。

　そんなことをしていたなんて全然気づかなかった。

　メンダルさん、すごい人だった。

　あと、それに気づきにこやかに瞬殺とか言うエリザベス夫人もすごい。

　彼はそのうち、王宮の騎士になれそうな予感がする。貴族の騎士団で経験を積んでから王宮に行くのが騎士としてのエリートコースなのである。それまではしっかりとわたしの身を守ってもらいたいので、時々おやつの焼き菓子をあげたり、ティータイムに『お客様の役をお願いね』と言ってテーブルにつかせて、美味しいケーキを振る舞ったりしている。彼は甘党なのだ。

　こうした付け届けは人間関係の潤じゆん滑かつ油ゆだと、賢いわたしは知っている。

　わたしはリーベルト家の馬車に乗って教会に来ていたので、メンダルさんが一押しのお菓子屋さんに寄ってお土産を購入してから、そのまま孤児院に向かった。といっても、ほんの十分ほどで到着した。

　その孤児院は教会が運営しているので、近所にあるのだ。

「突然の訪問で、お騒がせいたします。リーベルト伯爵家の令嬢でいらっしゃるシャンドラ様が、教会の神父様のご紹介で、慰問に参りました」

　エリザベス夫人が挨拶をすると、孤児院の責任者らしい年配のシスターがニコニコしながら「ようこそいらっしゃいました」と出迎えてくれた。そして、さっきお菓子屋さんで買ってきた大量のクッキーを渡すと「まあまあまあまあ、素敵なお土産をありがとうございます」と、とても喜んでくれた。

　硬く焼かれて砂糖衣ごろもがまぶされたクッキーは日持ちするので、しばらくは孤児院の子どもたちは美味しいおやつが食べられると思う。

　これはメンダルさんの発案だ。彼は素晴らしい人材だと思う……王宮に行かないで、ずっとリーベルト伯爵家で働いてもらえるように、お父様に給料の値上げを頼んでみるのもいいかもしれない。

　わたしたちは、シスターの案内で孤児院の中を見学させてもらった。建物はしっかりしているし、子どもたちの服も質素だが清潔なものを着せられていた。教会への寄付金できちんと運営されているようだ。

「何か足りていないものはありますか」

　わたしが尋ねると、シスターは「そうですね……勉強するための筆記用具や、本がもっとあればと思っております」と、子どもたちに基本的な勉強をさせたいことを話してくれた。

「孤児院を出たら、ひとり立ちして仕事をして生きていかなければなりません。その時に基本的な知識があれば、仕事の選択の幅が広がるのです」

「同感ですわ、知識を持つのはとても大切なことです。こちらには、先生がいらっしゃるのですか？」

　エリザベス夫人の問いに、シスターは少し悲しげに答えた。

「週に一度、学者さんが慰い問もんに来て教えてくださっています。あとは……大きな子が小さな子に教えていますわ」

「週に一度、ですか。ふうむ……」

　エリザベス夫人は考え込んだ。

　助け合いの精神でなんとかやっているようだが、たぶん先生が足りていない。しかし、奉仕の精神で孤児院に教えに来てくれる人がいるだけありがたいことなのだと、シスターは言った。

　お金を払えれば、先生は見つかると思う。

　ここはとても雰囲気の良い孤児院に思えるしね。




　子どもたちが庭で遊んでいる。

　そんな中、庭の端っこの、他の子にぶつからない場所で、わたしと同じくらいの年頃の、黒髪の子どもが熱心に棒を振っていた。その様子を見たメンダルさんが「ほほう」と感心したように言った。

「自己流にしては、素直な良い剣筋ですね」

　どうやら彼には剣技の才能がありそうだ。

　彼は子どもだけれど、既にシュッとした体型をしているところを見ると、毎日がんばって鍛錬しているのだろう。

「あの子はとても勉強が得意ですし、努力家なのです。体力もあるので、将来は騎士を目指しているのです」

「騎士になるには、国立学院の騎士科に入る必要がありますわね」

　エリザベス夫人がそう言うと、シスターはまた悲しそうに「そうなのです。けれど、それには学費を出してくださる方を見つけなければなりませんが……良いお方に出会えることを、神様にお祈り申し上げていますの」と黒髪の子を見た。

　貴族の子女が集まる国立学院には裕福な平民も通うことができるが、孤児院出身の子が通うのは費用的に難しい。よほど才能に満ちて、かつ、運良くお金持ちのパトロンを見つける必要がある。

　視線に気づいたのか、彼がこちらを見て、軽く会釈をした。なかなか礼儀正しい子のようだ。綺麗な青い瞳をしている。整った顔立ちをしているから、将来はとんでもないイケメンに育ちそうだ。

　黒髪で青い瞳のイケメン……？

　うえええええーっ？

　まさか、あの子は！

「あの、シスター、差し支えなければあの子のお名前を教えていただけますか？」

「彼はルークといいます。ご両親が馬車の事故で亡くなってしまい、二年ほど前からここで暮らしているのです」

　やっぱり勇者ルークだったわ。

　なんで勇者がこんな所にいるの？　孤児院出身だったかしら？

　そういえば、幼い頃に両親を亡くして孤児となり、努力して国立学院に入ったという話を小耳にはさんだことがあるわ。前回のわたしは他人の苦労なんてまったく気にかけなかったから、「ふうん」で忘れてしまったけど。
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　それにしても、子どものルークが可愛い！　わたしを倒すパーティにいた時のルークは、強くて憎たらしくて可愛げがなかったけど、今はまだ可愛い！

　わたしが目を見開いて彼を凝視していると、自分を呼んでいると思ったのか、棒を置いてこちらに駆けてきた。

　きゃーっ、とてとて走る姿も可愛いけど、殺されるーッ！

　いいえ、落ち着くのよシャンドラ。

　わたしはまだ闇聖女ではないし、これからも闇聖女になる予定はないのだから勇者に殺されない！

　むしろこれは、敵になるはずの勇者を味方にするチャンス。

「あなた、ルークとかいうあなた！　わたしの側近になりなさい！」

　わたしは彼の顔をビシッと指差して、叫んだ！

　ついでにドヤ顔もした！

　ルークは足を止め、わたしの攻撃を避けるかのように素早く横に転がって立った。

　流石は勇者！

「お嬢様！」

「お嬢様！」

「お嬢様！」

　エマとエリザベス夫人と、優しげな騎士メンダルにまで、同時に叱られてしまった。

「あ、えーと、今のは違うのよ？」

　わたしは亀のように首をすくめて、両手の指をもじもじと組み合わせながら、もう一度『勇者ルーク』になる予定の子に言った。

「あのですね、わたしの近くで、護衛をしたり、相談相手になってくれたりする、頼りになる側近が欲しいと思っておりましたのよ。あなたはお勉強も得意だそうですし、希望があれば、わたしが国立学院に入る時には一緒に騎士科へ入学もできますので、もしもよろしければうちに就職なさいませんか？」

「お嬢様……ルークくんはまだ子どもですから」

　エマが、わたしのわがままが出たのだと思ったらしく、諌いさめるように言った。

「でもわたしはルークをひと目見て、彼に来てもらいたいと思ったのです。神様からの神託は、きっとルークのことだと思うの」

　ルークは完全に状況を理解して、嬉しそうに言った。

「初めまして、お嬢様！　俺はルークといいます！　七歳です！　大変良いお話をありがとうございます！」

　ハキハキしてしっかりとした物言いに、エリザベス夫人が満足そうに頷いた。流石は勇者、子どもの時からとても賢いようだ。

「可能ならば、ぜひともそのお話をお受けしたく存じます！」

　言葉遣いが丁寧なところを見ると、両親からしっかりと教育を受けていたのだろう。いい子である。シスターも「まあ、そうでしたの。神様のお導きでございましたのね」と嬉しそうな表情だ。

　話が丸く収まりそうなので、わたしはほっとして言った。

「前向きに考えていただけて良かったわ。それでは父に話をしてきます。未来の従者ルーク、しばしお待ちを」

「はい」

　こうして、行動力のあるシャンドラちゃんは馬車を飛ばして屋敷に戻ると、お父様に即、誕生日プレゼントに勇者が欲しいのです！　いや違う、側近候補を育てたいのです！　神様の神託があったから人柄に間違いはありません！　とおねだりをして、その日のうちにルークを屋敷に連れ帰ったのでした。

　神様、素敵なプレゼントをありがとうございました。

　ちなみに、ルークの就職が決定した後に、孤児院の子どもたちにもっと勉強をさせたいから、毎年の誕生日プレゼントをわたしにくださる代わりに、そのお金を毎年孤児院に寄付をしてくださいと追加のお願いしたら、お父様に泣いて喜ばれた。

「ああ、なんて優しくて良い子なのだろう！　流石はエレーナにそっくりなわたしの娘！　天使だろう！　見た目も可愛くて中身が天使で最高だ！」

　うちの使用人たちは慣れていたけれど、ルークがちょっと引いていた。

　就職先に疑問を持たないでくれたならいいけれど。







すくすくと育ちますわ




　こうして、将来の勇者ルークは我がリーベルト伯爵家の一員となった。賢くて礼儀正しく、見た目もよくて性格も良い何拍子も揃ったルークは、皆に快く迎え入れられた。

　七歳児サイズの執事服（これはわたしが強く希望した。能力の塊のようなルークには、文武両道を目指してもらいたい。そして、わたしのために手足となって働いてもらいたい！）（間違えました。頼りになる腹心となって、わたしを支えてもらいたいだけです、こき使うつもりはないのです）を着た彼が照れくさそうにお披露目をした時には、あまりの可愛らしさにその場にうずくまる使用人の女性もかなりいた。

「ルーク、とてもよく似合っているわ」

「お嬢様、ありがとうございます」

　頬を赤くするルークが可愛い。

　わたしはもっと可愛いけれどね。

「ルークには、わたしやエマと一緒に、家庭教師の先生からお勉強を習ってもらいます。生活に慣れたら、剣の修行も始まりますから、一緒にがんばりましょうね」

「わかりました」

　彼には屋敷の仕事を学びつつ、知識と剣技も身につけてもらう予定だ。そして、将来はわたしの護衛を兼ねた従者になってもらう。彼にはしっかりと恩を売って、わたしに剣を向けたりしないように洗脳……ではなく、生まれ変わって良い子になったわたしを守っていただきます。

　勇者が従者なら、怖いものなしだし、勇者的な視点からチェックを入れてもらえれば、わたしは悪の道に引き込まれないで済むと思うの。神様も粋いきな計らいをしてくださるわ。

「ちなみに剣の修行には、わたしも参加しますからよろしくね」

「え」

　ルークだけではなく、エマや執事やエリザベス夫人やその他の使用人からも、そんな声が出た。

「わたしも剣を学びたいのです」

　闇聖女だった頃に、剣を向けられた時の恐ろしさといったら！

　パニックになり、思わず余計に魔法を放ってしまいましたわ。無駄打ちした魔法もまた、世界を壊してしまった一因だと思うのです。

　もしもあの時のわたしに剣を扱う力があったなら、いざという時に相手の剣筋を見切ることができて、落ち着いて戦うことができたと思うし……そうなったら、わたしが勝利していたかも……いいえ、もうそんなことにはなりませんけれどね！　わたしは闇聖女にはなりませんから。本当ですわ、神様。

「剣を学ぶ女性は皆無ではありませんよね？」

　わたしは、今回の人生では魔法だけに頼った女にならないように、体も鍛えたいと思っていたのだ。だが、当然のことながら、皆に反対された。

「お嬢様には剣技は必要ないと存じます。ルークはのちのちお嬢様専属の護衛となりますし、現在は手練れの騎士であるメンダルもおりますし」

　執事のスミスソンがそう言ったが、わたしは「いいえ、必要あるのです」と答えた。

「わたしは思うのです。守られる側にもある程度の技術と知識が必要だと！」

　ドヤ顔でキメてから、さらに続ける。

「万一の時には、わたしの身のこなしというものが事の明暗を分けると思うの。護衛の者がわたしを守るにしても、走ったり、攻撃を避よけたりといった技術をわたしが持っていたら、より安全になるのではない？　悪あつ漢かんに襲われて逃げなければならない場面に、走るのが遅かったら？　何もできずにその場で気を失う令嬢を助けるのは、どんなに腕が立つ護衛でも難しいのではないかと思うのよ」

「……確かに、それはそうですけれど」

「お嬢様は、女剣士を目指しておいでなのですか？」

　メンダルさんが、そう尋ねてきた。

「あらまあそんな、わたしの将来は凛々しく美しい女剣士だなんて、メンダルさんったら！　とんでもございませんわ」

　七歳児のわたしは、おほほほ、ではなく、うふふふ、と笑った。護衛騎士のメンダルさんは「そこまでは言ってないんだけどな」と呟いた。

「わたしは剣の訓練を通して、体を鍛えて健やかに暮らしていきたいと思っているだけよ。今のわたしは十分に美しくて可愛いけれど、大人になった時にはスタイル抜群になりたいのよ。それには継続した適切な運動が必要だと、何かのご本に書いてあったわ」

「……そんな本がございましたっけ？」

「あったから、わたしが知っているんじゃない」

「それもそうですわね」

　エマは簡単に煙に巻かれてくれた。

「というわけなので、ルーク、共に研けん鑽さんし合っていきましょうね」

「はい、お嬢様」

　とっても素直なルークは「お嬢様と一緒で嬉しいです」とニコニコして言った。

　わたしに剣を向けてきた張本人はお前だがな！

　びっかびかのぎんっぎんに電撃を放つ聖者の大剣、めっちゃ怖かったんだからね！

　同じ謎理論でお父様も説得して（「お父様は、シャンドラが悪いやつに襲われて逃げられなくてもいいのですか？」と上目遣いうるうる攻撃をしたら、一発で落ちた。チョロい……いや、娘を愛する心優しいお父様なのだ）わたしも剣術の指導を受けられるようになった。

　先生になったのは、メンダルさんだ。

　ちなみにメンダルさんはメンタル強めなので、うるうる攻撃が通りにくい。

　動きやすいシャツにパンツ姿のお子ちゃま三人は、少し緊張しながら裏庭にある広場に集まった。

　最初、エマは参加の予定ではなかったのだが、無邪気なルークに「お嬢様が逃げ出した時に、走って追いつけるようになっておかないと侍女として困りませんか？」と、澄んだ瞳で問われて「それは非常に困ります！」と参加を決意したそうだ。

　しまった。

　頭が良すぎるルークの前でもう少しだけ猫をかぶっておくべきだったわ。

　年上で体の大きいエマが一緒に訓練したら、絶対にかなわないもの。ルークは絶対に才能の塊だし、わたしだけ落ちこぼれるなんていやよ。

　けれど、そんな心配は無用でした。

　シャンドラちゃんは、やればできる子だったのです。

「お嬢様、なんて、すばしっこい、のですか！」

「ふふふ、そら、こちらよ」

　メンダル師匠の「まずは鬼ごっこをして、基礎体力をつけますよー」という宣言で、わたしたちは大きな丸の中で鬼ごっこをした。メンダル師匠の引いた線から出たら失格なのだ。

　鬼がひとりで残りのふたりが捕まらないように逃げるのだが、狭い中を走りっぱなしでなかなか体力がいるし、線を踏まないように足元にも注意し続けなければならない。

　わたしたちはお子ちゃまなため、手抜きというものができずに、真剣な鬼ごっこが延々と続いていく。

「エマさん、がんばれー」

　師匠はニコニコしながら応援しているが、わたしたちは必死の形相だ。そして、一番体の小さいわたしは小回りが利くため、エマの手をかいくぐって逃げ続けていた。

「そろそろ限界かな……では、わたしが鬼をやるからエマさんも逃げてね」

　なんと、師匠が参戦した！

「あはははははははははは」

「きゃあああああああああ」

　大笑いしながら追いかけてくる鬼が超怖い！

　流石は師匠、生かさず殺さずの手加減で延々とわたしたちを追い回して「はい、今日の訓練はこれにて終了です！　解散して、お風呂に入ろうね」と声をかけられた時には、わたしたちは地面に転がって「も…もう……動けない……」「師匠の……鬼……」と、死し屍し累るい々るいな状態になったのであった。

　これが剣の訓練？　と、なんだか解げせなかったけれど、翌日には三人とも全身が激しい筋肉痛でおかしな歩き方になってしまったので、基礎体力作りに鬼ごっこは正しいのだなと納得したわたしたちだった。

　ちなみに、この恐怖の鬼ごっこは毎日続けられて、終わった後に屍しかばねにならなくなってからようやく、子ども用の木の剣を一本ずつ与えられたのでした。

　剣の道は険しいのです！




　優しそうで意外にスパルタ方式なメンダル師匠の教え方はとても上手だった。

　たびたび「なんなの、この地獄は……」と空を見上げて呟きながらも（仰向けに倒れて動けなくなるまで追い込まれるのです）短期間でぐんぐん体力をつけていったわたしたち三人は、楽しく遊び、勉強と剣に励んで、忙しい日々を健やかに過ごした。

　最初は重くて、こちらが振り回されてしまうばかりだった木の剣も、それなりに振れるようになってきた。七歳の幼女にしては上出来だろう。ようやく剣術らしき鍛錬になってきて嬉しかったが、その頃にはルークはもうひと回り大きな木の剣を易やす々やすと扱えるようになっていて、わたしは『流石は勇者ね』と感心しながらも、負けを感じて悔しい思いをしていた。

　わたしはいまだに素振りしか許されないというのに、ルークはもうメンダル師匠との軽い打ち合いも始めている。

　それを横目にひたすら素振りを続けているのだが、ある日突然、型が体に染み込むような感覚がして、そこからは剣を自分の体の一部のように扱えるようになった。集中すると、魔力が体内で渦巻いているのを感じられる。

「これはもしかして、魔力による身体強化なのかしら？」

　普通、魔法というものは外に発動するものなので、わたしは戸惑った。

　稀に、剣技や格闘技を極めた戦士が無意識に発動する魔法が身体強化魔法なのだ。だが、そのような戦士は魔法使いとしての才能はないので魔力が少ない。そして、魔法使いは自分の体を強化しようとは考えない。




　わたしは生まれながらにして魔力が多く、リーベルト伯爵家の多くの者がそうであるように、おそらく今回も光魔法の使い手である。どうやらわたしは、教会での魔法洗礼（十二歳になると貴族の子女や裕福な平民の子どものほとんど、そして魔力が強い兆候のある子どもが受けるもので、通常ならばこの日から魔法が使えるようになる）を受ける前に、光魔法の新たな使用方法を見いだして実行してしまったらしい。

　ちなみに、光魔法の使い手は回復や防御などの役割を担うので、身体強化の必要などない。武闘派の聖女はいないのだ。

　これは、前世の記憶を持っているせいなのか、それとも強い魔力が勝手に体内の魔法路を開いてしまって、日々の修行に役立つ使い方ができるようになってしまったのか……あとで神様への相談が必要な事態だ。

　そして、これが起きるのは、剣術の稽古の時だけではない。日常の運動全般でも、魔力が満ちることを意識すると、身体能力が飛躍的に上がるのだ。

　うっかり発動するといけないと思い、わたしは部屋にこもってこの魔法を完璧にコントロールするまで仮病を貫いた。

　わたしはこのことを誰にも言わずにいる。

　もちろん、エマにもだ。

　しっかりしているとはいえ、あの子はまだ十歳の女の子なのだから、余計な負担はかけたくない。

　魔法洗礼の前に魔法が使えてしまっただけでも異常なのに、この魔法は光魔法として未知のものなので、もしも使用できることを明らかにしたら、わたしは国の研究機関に調査の名目で軟禁されて、下手をすると二度と家族に会えなくなってしまうかもしれない。

　そんなことになったら……闇聖女と化して、わたしは再び世界を破滅させてしまう恐れがある。わたしの邪魔をする者たちを、制御不能になった感情に振り回されたわたしは皆殺しにしてしまいそうだ。そして……大切な人を傷つけてしまうだろう。

　前例があるということは行動のハードルが下がっているということだとしたら、闇聖女として非道を尽くした前世を持つわたしのハードルなんて、地面すれすれでしかないだろう。

　わたしを愛してくださる神様を悲しませたくない。でも、この世界でのわたしの大切な人々への想いはとても強い。一度手に入れたものを手放すのは難しい。シャンドラ・リーベルトは元々、執着心が強い人間なのだから、尚更だ。衝動に駆かられたら絶対に暴走する自信がある。

　万一、今度また世界を消滅させたら、神様からの罰はデコピンだけでは済まなくなるだろう……恐ろしすぎて想像できないけれど……ぶるぶる。

「神様、お願いします。わたしは今回の人生に大変満足しているし、この平穏な生活を失いたくないのです。なるべくおとなしく地味に生きていきたいのです。一生日陰暮らしでもかまいません。研究材料にならないよう、わたしの力は秘密にしてくださるようお手伝いくださいませ」

　神様もきっと、わたしと同意見だったのだろう。

　その後もわたしは恐る恐る剣術を続けたが、メンダル師匠には「なかなか筋がいいですよ。淑女の嗜たしなみ程度に続けていきましょうね」とニコニコしながら言われるくらいで、特別な才能を持つことはバレずに済んでいた。

　そして、エマなのだが。

　彼女は「剣の技術よりも体力を身につけたいですわ」と言って、足音を立てないようにして長距離を走ったり、連続木登りに励んだり、ものを投とう擲てきしたりという奇妙な練習をしていた。それを見ていたメンダル師匠に「エマさんは、どうやら暗器の取り扱いが得意みたいですね」と言われてからは、投げナイフとか謎の尖った金属などの扱いまで学び始めてしまった。

「お嬢様、街の本屋で毒薬についての専門書を見つけましたわ」

　美少女はきゅんきゅんするような可愛らしい仕草で恐ろしいことを言ってのける。

「そうなのね。毒薬、ねえ……未知の分野だわ」

　前世ではすべてのものを腐乱させる邪よこしまな波動を撒き散らしたことがあるけれど、毒を使ったことはないの。お肌についたら荒れそうじゃない？

「で、その本は面白いの？」

「はい、とっても！　大変興味深いので、深く勉強してみたいと思います。お嬢様、身近なものからも作れるそうなんですよ。一緒に試してみませんか？」

　一緒にケーキを焼きませんか？　のノリである。

「……おやつには、ぜええええったいにくっつけないように注意して、ほどほどにがんばるのよ」

「はい」

　天使の笑顔のエマちゃん、可愛らしいですね。

　大切そうに抱えている本が『毒薬～その歴史と実践～』でなければ完璧でしたね。

　ねえ、エマ。

　あなたはいったいどこに行ってしまうの？







まさかの隠し子……ですの？




　こんな穏やかな日々（前世に比べると、驚くほど穏やかなのです）を過ごして、わたしは七歳半になった。

　いつものようにウォーミングアップの鬼ごっこ（メンダル師匠が鬼をやってくれるので、かなり真剣に逃げないといけない。何しろ抜き身のナイフを片手に追いかけてくるのだ……ニコニコしながら。怖すぎる。ちびらないだけ我ながら偉いと思う）をし終わり肩で息をしていると、屋敷の方が騒がしくなった。

「あら、何かあったのかしらね」

　わたしが呟くと、エマが「様子を見てまいりますわ」と偵察に行ってくれた……ねえ、エマ。なんで物陰に身を隠しながら、誰にも気づかれないように屋敷内に消えていくの？　シャンドラはちょっぴり怖くなってきちゃったわ。

「お待たせいたしました」

　足音を立てずに滑るような足取りで、エマが戻ってきた。

　その素晴らしい技術をいつ身につけたのかと尋ねる前に、彼女は「シャンドラお嬢様、落ち着いてお聞きくださいませ」と言った。

「本日、大切なお客様……いえ、お客様ではなく……とある方々が訪ねてくることになったそうです。すぐにお迎えするための身支度をいたしましょう」

「よくわからないけれど……お着替えをすればいいのね」

「はい。詳しくは、旦那様よりお話がございます。まずは部屋に戻ってお風呂をお使いください」

　今日の訓練はこれまでということで、わたしはエマと一緒にお風呂に入り、汗だくの体を洗って、ナイフの魔人から逃げ惑う剣士のたまごから、石鹸の香りのする可愛い幼女シャンドラちゃんになった。ピンク色の、可愛らしいけれど華美ではないドレスに身を包み、ストレートの金髪をよく梳くしけずって背中へと垂らす。

「リボンを……ひとつだけ、リボンを……」

　迫力のある侍女（でいいのよね？　『陰の者』に職業チェンジをしていないわよね？）のエマに迫られて、わたしは「わかったわ、ひとつだけよ」とリボンを髪に結ぶことを許した。ドレスよりも濃いピンク色の、縁に白いレース編みのついたサテンのリボンをカチューシャのように結んで、わたしの支度は出来上がった。

　鏡を見ると、天使のように愛らしい美幼女が、真っ赤なお目々をぱちぱちさせながら首を傾げて、くるりと回った。

「ふふふ、どこから見ても完璧な可愛い可愛いシャンドラちゃんよ。わたしの愛らしさに皆度肝を抜かれるが良いわ！」

　おほほほほ、と笑ってからドヤ顔でポーズをつけると、「はい、今日も安定の残念さが溢れ出ていますわね」とエマに笑われてしまった。

「お父様は、可愛いって褒めてくださると思う？」

「きっと抱っこをして『わたしの可愛い天使ーっ！』と叫びながら、頬擦りをされると思いますわ」

「うん、良し！」

　わたしはエマを従えて、部屋の外に出た。そこには執事服に身を包む、カッコ可愛い勇者のルークがいた。

「ルーク、どう？　褒め言葉以外は受けつけませんけどね！」

「褒め言葉以外は口から出ませんよ。今日も大変お美しいですからね、シャンドラお嬢様」

　まだ七歳のお子ちゃまのくせに、最近、優雅な微笑みなんてものを身につけてしまったルークに褒められると、精神年齢が十七歳オーバーのわたしなのにドキドキしてしまう。

　この子、絶対に女たらしになるわね。

「ありがとう、ルーク。あなたもいつもながらカッコいいわよ」

　わたしはちびっ子執事の鼻の頭をつつきながら言った。




「お父様、シャンドラでございま……」

　いつものように気軽に中へ入ろうとして、わたしは足を止めた。

「お嬢様？」

　立ち止まったわたしを見てエマとルークが怪訝な顔をしたので、わたしは震える脚を叱りつけながら答えた。

「……他所よその方がいらしてるのだから……マナー通りにしなくてはね。なんでもないわ、ごめんなさい」

　思い出したわ。

　この感じは確か……そう、わたしが心を壊して闇聖女への道を歩んだ、きっかけのひとつがやってきたのだ。

　前世では、まだ半年後のことだったから油断をしていたけれど……いいえ、大丈夫よ。

　わたしはあの時のわたしとは違う。今のわたしは、ひとりぼっちでわがままで、すべての人から敬遠されていた孤独なお嬢様ではないのだから。

「それでは、わたしが」

　小さな執事はひとつ咳払いをして、客間のドアをノックした。

「シャンドラお嬢様でございます」

　彼が部屋の中に声をかけると、お父様が「入りなさい」と許可を出した。

　ルークに開けられたドアから入室すると、わたしは令嬢らしくしゃなりしゃなりと進み出て、部屋にいた人物に向けてカーテシーを披露する。毎日のトレーニングで筋力がついたわたしにとって、美麗なカーテシーを行うことは容易たやすいことだったが、今日は集中しないと姿勢が揺らいでしまいそうだ。メンダル師匠の「普段の訓練で一・五倍の力を振り絞っておきなさい。そうすれば、本番で緊張し動揺しても、余裕を持って全力を出すことができます」という言葉通り、倒れるギリギリまでの鍛錬を日々重ねておいて良かったわ。

　エリザベス夫人には「淑女の嗜たしなみどころではありませんわ、新兵の訓練と同じことをお嬢様にさせるなんて！」と卒倒しそうな顔で言われてしまったけれど、地獄の鬼ごっこに食らいついて続けたことは、確実にわたしの財産になっている。

　そこにいたご婦人はわたしの振る舞いを見てとても驚き「まあ、素晴らしいお嬢様ですこと」と呟いた。

「セーラさん、リリアン、わたしの娘のシャンドラだ」

　頭を上げると、お父様が紹介してくださった。わたしは下腹にぐぐっと力を入れて笑顔を作り、しっかりとした口調で挨拶をする。

「シャンドラ・リーベルトでございます。本日はようこそおいでくださいました」

「シャンドラ、こちらは今日から我が家に滞在する、遠縁の女性であるセーラ・ウィング男爵夫人とお嬢さんのリリアンだ」

「どうぞよしなに」

　わたしが会釈して姿勢を戻すと、セーラ夫人は「本当に素晴らしいマナーで驚きましたわ。とてもリリアンと同い年とは思えませんわ、流石は評判のお嬢様ですわね。……あら、失礼いたしました。わたしはご紹介の通りセーラ・ウィングと申します。しばらくこちらでお世話になります」と笑顔を見せてくれた。

　その場の雰囲気に呑まれたのか、落ち着かない様子の小さな女の子は、びくっと体を揺らしてから、か細い声を出した。

「あ……わたし、リリアンです。七歳です」

　ふわふわした茶色の髪に、濃いピンク色の特徴的な瞳をした女の子は、緊張した面持ちでなんとか自己紹介をした。わたしは彼女をじっと見つめて観察する。

　この子がわたしの義妹となるリリアン・ウィング。タイタネル国の大聖女になった、光魔法の使い手なのだ。

　優しくて、愛らしくて、庇ひ護ご欲よくをそそるような女の子らしい女の子。たくさんの人に愛されて、陽だまりの中の子猫のように幸せそうな様子でふくふくと笑っていた女の子。

『お姉様、もうおやめください！　これ以上皆さんを傷つけるなら、いくらお姉様でも許しません！』

　仲間を率いて『闇聖女ルミナスターキラシャンドラ』を討伐しようとし、ふたつの力のぶつかり合いで、結局この世界を消滅させた、大聖女パーティのリーダー……。

「ひっ」

　リリアンは、怯えた表情になってセーラ夫人の後ろに隠れてしまった。前世で自分を殺した大聖女を、無意識のうちに睨んでしまったようだ。

　わたしは彼女から視線を逸らして、お父様を見た。

「こちらのおふたりは、遠縁の方たちなのですね」

「そうだ。事情があって、我が家で預かることに……」

　わたしはお父様の言葉をさえぎった。

「失礼なことをお尋ね申し上げますが、リリアンさんのお父様はどなたでいらっしゃいますの？」

「……え？　いや、それは」

　わたしは、お父様の顔を穴が開くほど見つめる。

「リリアンさんは、わたしと同い年なのですね」

「う、うむ、そうだな、シャンドラの方が三ヶ月ほどお姉さんかな」

「三ヶ月の違い……ですか」

「シャンドラ、どうしたのかな？　今日は少し、その、怖い雰囲気が……」

　わたしは腰が引けているお父様に近づくと、その手を握って「折り入って確認したいことがございますの。ささ、お隣のお部屋に行きましょうね」とニコニコしながら言った。

　メンダル師匠直伝の、とても優しそうな笑顔を見せたのに……お父様のお顔が青くなったわ。

　わたしは動けなくなったお父様の手を引いて「ごめんあそばせ」と隣の部屋に退出した。

　そして、お父様に聞いた。

「単刀直入に申し上げますが、リリアンさんは、お父様の隠し子ですの？」

「…………なっ！　シャンドラ、何を突然」

「ですから、お母様が妊娠中に浮気をなさっていたのですか、そうではないのですか、違うのならばなぜ突然あの親子を我が家に連れてきたのですか、とお聞き申し上げていますの！」

「いっ、やっ、ちっ、ちがっ、とんでもない！　わたしはエレーナを裏切ったことなど一度たりともないと誓う！」

「隠し子などではないと神様に誓えますか？」

「誓える！」

　わたしは、お父様の濃いピンク色の瞳をじっとのぞき込んで、唇を三日月の形に持ち上げた。

「それは大変失礼いたしました。突然、この屋敷にご婦人を連れてこられて、おまけにリリアンさんの瞳の色があまりにもお父様のものと似ていましたので、幼いわたしは動揺してしまったのでございます」

「いや、全然動揺していないよね？　恐ろしいほど肝が据すわっているよね？　エレーナに瓜二つの顔でとんでもないことを言われて、お父様は正直言って腰が抜けそうになったよ！」

「セーラ夫人との再婚のご予定は？」

「まったくないから！」

「……」

「わたしはエレーナだけを生涯愛している。もちろん、可愛い娘のシャンドラも愛している。浮気とか、隠し子とか、絶対にないし、最愛のエレーナにそっくりなシャンドラがそばにいるのに他の女性に心を移すなんて恐ろしいことはできないから、だから、その顔をやめてもらえるとお父様は嬉しいのだが！」

「……」

「これは、絶対に他言無用なのだが、リリアンの父親は私の従兄弟なのだよ。放ほう蕩とう息子で家を飛び出して好き勝手をし、トラブルに巻き込まれて死んでしまったのだ。それが片付いていないので、あのふたりの身柄をとりあえずウィング男爵家に寄せて、我が家で引き取ることになった……本当だってば、信じなさいって」

　わたしの顔（というか、お母様の面影かしら）から発する冷たい何かに怯えたのか、お父様は前世では漏らさなかった秘密をペラペラと喋っていた。

　わたしは『リリアンは異母妹ではなかった』という事実を知って、衝撃を受けていた。前世ではお父様の隠し子だと言われていたリリアンのことを、わたしはとても憎み、こんな子は消えてしまえと呪い、蔑んでいたのだ。

　ああ、隠し子ではなかったなんて！

「シャンドラはとても賢いからわかるだろうけど、このことは絶対に他の人に話してはいけないよ？　セーラさんとリリアンの身が危険になるからね？　本当だよ？　お父様を信じておくれ」

「……お父様の言葉を疑ったりしておりません。その場しのぎの作り話をするような、卑劣な方ではないとわかってますから」

　あと、神様に誓ってますしね。

　嘘だったら、お父様はこの場で天罰が下されているはずですから。

　あの、とてもお美しいお顔をなさっている神様は、この世界を大切に思っていらっしゃるので、わたしたちが不幸になる要素を決して許さないと思うのです。

「そうか、良かった……でも、浮気を疑われたなんて、お父様はかなりショックだなあ……」

「お父様はカッコいいし、独身の今は女の人にモテモテだと思うので、心配なんです」

　わたしがそう言うと、お父様は「え、そう？　シャンドラちゃんにはわたしがカッコよく見えてるの？　あはは、照れるなあ」と、嬉しそうな顔になった。

「って、シャンドラはまだ七歳の子どもなのに、隠し……ええと、大人の事情に関する難しいことをよく知っているな。お父様は驚いたよ、変な汗が出てしまったよ」

「『殿方の残念な欲望とその結果について』の、書物を読んだことがありますの」

「そんな本、どこにあったの！　ダメだろう、そんなものを子どもの手の届く所に置いたりしては！」

「さて、どこでしたっけ？　でも、良かったですわ。お父様がクズではなくて……良かった……」

「……シャンドラにクズ認定されなくて……良かった……」

　父娘で胸を撫で下ろした。

　前世では、リリアンがお父様の隠し子であるという噂が流れていて、わたしはそれを信じた。なぜならば、こんなピンク色の瞳の持ち主は滅多にいないのだから。そして、リリアンはリーベルト一族が得意とする光魔法の使い手だった。これでは隠し子だと思い込んでも仕方がない。

　二度目の人生でいくら愛情を示されても、心のどこかに重石のようにあったこの疑いが、今日、砕けて散った。

　お父様はお母様を裏切らなかったのだ。

　本当に、よか、た……。

　体がふわふわと軽くなる。長年抱えていたつらい気持ちが消えたことで、体調に異変が起きてしまった。

「シャンドラ、どうしたのだ？　しっかりしなさい、シャンドラ！」

「お父様……良かったですわ……」

「シャンドラ？　誰か、医者を呼んでくれ！　シャンドラの様子がおかしい！」

　わたしはそのまま、気を失ってしまった。




「一時的な、精神的過労……つまり、心に大きな負荷がかかったのでしょう。めまいが治まるまで、ベッドで休んでいればよろしいと思います」

　お医者様は、心が落ち着くお茶とそこに入れる甘いシロップ薬をエマに渡して「心配いりませんよ」と帰っていった。

　お父様は、診断を聞いてほっとしたようだが、「わたしの浮気の疑いが……シャンドラの気持ちを傷つけてしまった……おお、神よ、エレーナよ、これはわたしの落ち度だ……」と、かなり落ち込んでしまったらしい。

　でも、前世でお父様がきちんと隠し子疑惑を否定してくれていれば、もしかしたらわたしは闇聖女に落ちていなかったかもしれないと思うので、子育ての責任者としてしばらく反省してもらうことにした。

　言わなくてもわかるだろう、は得策ではないのです。

　わたしは二日ばかりベッドでゴロゴロしながら、今後のリリアンに対する態度について考えた。

　前世では憎くてたまらなかったリリアン、わたしの欲しいものすべてを奪っていったリリアン、わたしを差し置いて、学友たちの人気を総取りしていたリリアン、癒しの魔法と浄化の魔法を軽々と身につけて大聖女になったリリアン……ああこの恨みをどうしてくれようか！

　危ない、危ない。

　それはもう済んだこと。

　世界が破滅し、綺麗さっぱり消滅した今は、わたしの運命は変わっているのだから、リリアンを恨んだり妬んだりする理由がまったくないのだ。

　お父様は浮気をしていなかったし、今でも亡きお母様ラブだし、わたしのことも溺愛している。前世ではセーラ夫人と再婚していたけれど、今回はしないようだ。

　どうも最近、お父様に怯えられているような気がするけれど……勘違いよね。わたしがお母様に瓜二つなのはどうしようもないことなの。

　勇者ルークは、リーベルト家に引き取られて、やりたかった高度な勉強に励み剣の鍛錬をするという、有意義な毎日を送っている。もちろん、わたしの株は彼の中で爆上がりしているはずだ。生涯の忠誠を誓ってくれているし、最近ではむしろ気のおけない友達とか、仲良しの幼馴染みとか、そんな距離感になっている。

　やはり、毎日転げ回りながら共に厳しい修行をしているせいだろうか。

　メンダル師匠の鬼ごっこは、本気で怖い。

　あれ、絶対に大人げないやつだわ。

　前世ではわがままで傲慢なわたしに振り回されて、半分泣きながらも意外に強い精神力で耐え、健気に毎日を送っていた気の毒な侍女のエマは、今はわたしと共に淑女の教養を身につけて、お勉強も楽しくこなして、やはり充実している。

　おまけにメンダル師匠の訓練にも参加して、その才能を花開かせつつある……想定外の方向にだけどね。

　エマの幸せはどこにあるのかしら？　と、少し心配な今日この頃なのです。

　そして、何よりも、今はわたしのことを見守ってくださる神様がいらっしゃる。

　死後の空間で、わたしは神様から愛されていることを知り、渇ききった心に水が染み込むような幸福感を感じたのだ。

　まあ、あの場所ではかなりいじめられたけど。

　デコピンが痛かったけれど。

　愛ゆえのしごきだったならば、心の広いシャンドラちゃんは許しますわよ。

　神様、いつもありがとうございます。

　シャンドラは、今度は『闇聖女ルミナスターキラシャンドラ』にはなりませんから！

　と、いうことで。

　理由はないけれどなんとなく小憎らしいリリアンからなるべく距離を取りながら、毎日を過ごすことにいたします。




　と思ってリリアンを避けていたら、お父様からクレームがきてしまいました。

「はあ？　このわたしに、突然我が屋敷に現れた子どもの面倒を見ろとおっしゃるのでございますか？　あら、つい本音が。失礼いたしました」

　わたしはお父様に謝罪してから「シャンドラはねー、まだ小さいから、知らない子とは仲良しできないかもーうふふー」と、こてんと首を傾げながら七歳らしく言ってみた。

　長いため息をついてから、お父様が静かに言った。

「……無理があるね」

「えー、シャンドラ、難しくてわかんないー。隠し子だと疑った女児と、疑いが晴れたからさあ仲良くしましょ、などという器用な真似はわたしにはできませんと申し上げておりますの」

　お父様は眉を下げて「そんなにぷんすかしないでよ。家族であるシャンドラに相談もせずに引き取ったことは、すまないと思ってるんだ」と、叱られた子犬のような瞳で悲しげに言った。

「でも、大人には色々と事情があるのだから……ね？」

「再婚はしないのですわよね」

「しないってば！　そんなの怖くてできない！」

「確かに、美しくお優しいお母様にそっくりなわたしがそばにいたら、神様のお国にいらっしゃるはずのお母様が、ほら、わたしのこの赤い目を通してお父様のあれやこれやを、慈愛に満ちた心で見守ってくださっている……そんな気持ちになってしまいますものね」

「それ以上はやめなさい！　本気で怖いからね！」

　ふふふふと笑いながら近づくと、お父様は目を逸らして震えた。

　邪な心は、徹底的に折る。

　折って、折って、折りまくる。

　そうですわよね、神様？

「まあでも、冷静に今の状況を考えてみますと、仲良しのわたしとエマとルークが一緒に行動して、リリアンさんがぽつんとひとりぼっちでいる姿というのは、彼女がいじめに遭っているのではないか……客観的にそのような誤解が生じている可能性が高いですわね」

「うむ、まあ、そうだな」

「それでは、リリアンさん専用に、侍女や遊び相手を雇ったらいかがでしょうか」

　あっちはあっちで楽しくやっていればいいと思う。元々他人に好かれるリリアンなのだから、それで万事解決だ。

「お金で解決しようとしてない？」

「いけませんか？　だいたいエマもルークも、わたしのために雇った使用人ではありませんか」

「確かに、報酬は発生しているけれど……いや、シャンドラ、わたしが話しているのはそういうことではないよ」

　残念ですわ。

　お父様は賢い大人なので、煙に巻かれてもらえませんでしたか。

「……あの子を家族の一員として、ちゃんとかまってやれと、そういうことですね」

　ボールを投げてやれと。

「犬扱いはやめようか」

　なんでバレた？

「従兄弟の娘だから、リリアンはうちの血縁なんだよ」

「……わかりましたわ。七歳の幼女に大人の事情を押しつけるようないささか理不尽な要請ですが、この落とし前はのちほどきっちりとつけていただけるということで、前向きに善処させていただきましょう」

「頼んだよ。あと、シャンドラちゃんのその話し方は本当にマナーの勉強で習ったの？」

「ほほほほほ、女性の秘密に土足で踏み込もうとは、お父様ったらかなりの猛者ですわね」

　メンダル師匠譲りのニコニコ笑顔で答えたら「嘘、今のなしね！　じゃあね、頼んだよ！」とお父様は素早く退散されたのでした。




「という諸々の大人の事情に鑑みまして、本日よりわたしたちはリリアンさんと仲良く遊ぼうと思います」

　エマとルークに宣言すると、ふたりは首を傾げながらも「リリアン様、よろしくお願いします」と挨拶をした。

「リリアンさん、改めてご紹介いたします。こちらがわたしの腹心の侍女であるエマです。この若き執事が、わたしの腹心のルークです」

「よ、よろしく、お願いします。リリアンです」

　遠巻きに見ているメンダル師匠とエリザベス夫人が、ぱちぱちと拍手をして盛り上げてくれた。

「エリザベス夫人とメンダル師匠のことはご存知ですわね。それでは、今日は木登りでもして遊びましょうか！」

「き、木登り、ですか？」

　共にメンダル師匠に鍛えてもらいましょう、という路線にするのはやめておいた。わたしの心遣いを褒めてもらいたい。

「リリアンさんは、木登りはお好きですか？」

「……やったことがないので、わかりません」

「そうですか。それでは、今日やってみましょう。なんでも初めてはあるものです。初めてを恐れては、何事も成すことができません。というわけで、動きやすい服に着替えて、ここに集合しましょう。解散！」

「あ、あの……」

「なんですか、リリアンさん？」

「動きやすい服、というのは、わたし、持っていないかも……」

　わたしは腕を組んで「わかりました、リリアンさん。このわたしに任せなさい」と大きく頷いた。

「リリアンさんはわたしよりも小柄なので、わたしが以前に着ていた服で大丈夫だと思います。というわけで、わたしと一緒に来てください。はい、解散！」

　今度こそ解散したけれど、わたしとエマとリリアンは同じ部屋に向かったので、あまり解散っぽくなかった。




　思った通りに、わたしには少し小さくなった訓練用の服（長いぴったりしたズボンに、腰を絞ったミニ丈のシャツドレスを重ねてある。エマの策略で、少しだけフリルもついている）はリリアンにぴったりだった。

「リリアンさん、着心地はどうかしら？」

「……こんな不思議な服は初めて着ましたけれど、ドレスよりもずっと動きやすいです」

「けっこう似合ってますわよ」

　そう褒めてあげると、リリアンは両頬に手を当てて「えへへ」と照れた。

　やだ何この子、可愛いじゃないの。

　で、でも、わたしの可愛さには負けるけどね！

　準備ができたわたしたちは、再び庭に集合した。

「本日のミッションは、リリアンさんの木登りです。ミッションリーダーはこの、シャンドラ・リーベルトが務めますわ。よろしくて？」

　一同から拍手が起きたので、ドヤ顔で受け取っておく。

「木登りが初めてのリリアンさんが安全に木登りするために、今日は道具を使っていきます。ルークは梯子はしごとローブを用意してください」

「はい、リーダー！」

　ルークはきびきびとした動作で走っていった。剣の腕も順調に上がっているし、もうちびっ子騎士と呼んでも過言ではない。

「次に、エマ。木の上で食べるおやつを調達してください。栄養補給は大切なのです」

「はい、リーダー！」

　エマは素早く屋敷に駆け込んだ。厨房に忍び込んで、おやつを手に入れてくるはずだ。おやつ置き場には、子どもたち用のクッキーとか焼き菓子とかが必ず置かれている。忍び込んで取ってくる必要などないのだけれど、そこは暗黙の了解というやつである。

「リリアンさんは、木に触って感触を確かめてください。木登りをする時には、木と気持ちを通じ合わせることが大切なのです」

「はい、リーダー……あの、リーダー」

「なんですか？」

「わたしも他の人みたいに、リリアンって呼び捨てにしてもらえませんか？」

「あら、でも……」

　エマとルークは使用人だけど、リリアンは男爵令嬢だから、それはちょっと憚はばかられるのよね。

　でも、ピンクの瞳をうるうるさせながら、懸命に頼んでくるリリアンを無下にもできないし。困ったわ。

「……それではシャンドラ様、こういうのはどうですか」

「ん？」

「わたしが木に登れたら、隊員として認めて、呼び捨てにしてください！」

　あら、違うのよ。そういう意味で呼び捨てできないのではなくってね。

　そう説明しようとして、やめた。

　リリアンはまだ七歳なのだ。そして、仲間はずれにされることを怖がっているはず。

　まあいいわ。あとでわたしが叱られるだけの話よね。

「わかりました。あなたが無事に木登りを成功させたら、一人前の隊員と認めましょう。がんばってくださいね」

「はい！」

　リリアンは、嬉しそうに笑った。

　ルークが、庭にある木登りに最適な木（木の中には枝が折れやすくて危険なものや、滑って素人には登りにくいものがあるのだ。メンダル師匠が丁寧に教えてくれた。このニコニコ顔の師匠は剣のこと以外にも色んなことを知っていて、わたしたちの尊敬を集めている）に持ってきた梯子をかけ、するすると登ると上の方をロープで固定した。

「リリアンさんは、梯子に登るのも初めてですわね」

「はい、リーダー」

　ふわふわ髪の幼女は、真剣な顔で頷いた。

「不安定な梯子はとても危険なので、今回はロープで縛り安全にしました。てっぺんまで登った時にバランスを崩して反対側に倒れてしまったら……」

「大怪我をしますね！」

「その通りです。そして、大人に危険と判断されたら、わたしたちはもう二度と木に登ることが許されなくなります」

　わたしたちを見守るエリザベス夫人が大きく頷いた。その隣にいるメンダル師匠はニコニコ笑っているだけなので、おそらく多少の怪我をしても死ななければ大丈夫というスタンスなのだろう。

「では、先にエマに登ってもらいましょう」

「それでは、お先に参ります」

　わたしの侍女は、おやつの入った袋を背負いながら軽やかな身のこなしで梯子に足をかけて、危なげなく登っていった。その見事さに、リリアンは口をぽかんと開けて驚いている。

「次はリリアンさんです。ゆっくりでよろしいのよ。エマのような登り方を目指してはいけません、安全に、確実に行きましょう」

「は、はい、リーダー！」

　緊張した表情で、手でしっかりと梯子につかまりながら、リリアンはちょっとずつ上に登った。

「なかなかいいわ。登っている時には下を見てはダメよ」

「はい、リーダー……きゃあ」

「もうっ、見ちゃダメだってば！」

　リリアンの体がぐらついたので、わたしは急いで梯子に登って、リリアンの体を自分の体で押さえつけるようにして覆いかぶさった。

「ほら、わたしがこうしていてあげるから、がんばって登るのですよ」

「リーダー、ありがとうございます！」

　頬を染めてにっこりと笑い、リリアンはギクシャクしながらも手足を動かして、上にいたルークに手伝ってもらいながら枝に座った。

　この木はさほど高くないけれど、座り心地の良い枝が何本かあって、上でおやつを食べたり歌ったりすると楽しいので気に入っている。それに、今は梯子を使っているけれど、慣れれば木の幹に手足を引っかけながら簡単に登ることができるのだ。

　でも、この高さでも、リリアンにとっては初めての木登りなのだ。

「うわあ、高いですね！　木の上って楽しいです」

「そうね、楽しいわね」

　わたしははしゃぐリリアンの隣に座って、エマに手を出した。袋から出してくれたのは、ミニアップルパイだ。手に持って食べられるように紙に包まれている。

「リリアンさん、あなたは慣れていないから、必ず片手で枝につかまっているのですよ」

　わたしが紙を開いてパイがかじれるようにしてあげると、彼女はわくわく顔で「ありがとうございます、木の上のおやつは楽しいですね」と言って笑った。




　地面に足をつけるまでが木登りである。わたしたちは事故もなく無事に下りることができた。

　まあ、万一足を滑らせても、メンダル師匠が受け止めてくれるから大丈夫なんだけれどね。子猫みたいなものです。

「これでミッションは終了です。皆さん、お疲れ様でした」

「お疲れ様でした！」

　リリアンの初めての木登りは無事に終わった。

「リリアンさんも、お疲れ様」

「あの、シャンドラ様……」

「そうだったわね。リリアン、お疲れ様」

　約束を守って、呼び捨てにする。

「これからも色々な遊びに取り組んで、健康で頑がん健けんな体を作り、将来は共に無敵のリーベルト戦隊を作りましょうね！」

「え？」

　リリアンがきょとんとしている。

　エリザベス夫人に「淑女は戦隊を作るものではありませんよ」と釘を刺されてしまった。

　メンダル師匠は相変わらずニコニコしているから、戦隊を作ることに賛成なのだろう。彼の訓練はとっくに淑女の嗜みを超えているのだ！

「……どうしたの、リリアン？」

　わたしはもじもじしているリリアンに尋ねた。

　この子はどちらかというとインドア好きな女の子のはずだから、戦隊入りに躊ちゆう躇ちよしているのだろうか。

　大丈夫よ、医療班も絶賛募集中ですからね。聖女としてガンガン治癒魔法を使ってくれればいいのよ？

　でも、彼女は戦隊入りを悩んでいたわけではなかった。

「シャンドラ様のことを……シャンドラお姉様とお呼びしてもいいですか？」

「え？」

「三ヶ月くらい年上ですし……あの、ダメですか？」

　ピンクの瞳をうるうるさせて上目遣いで頼んでくる幼女に、冷たい返事をできる者がいるだろうか！

「ダメじゃないわ」

「ありがとうございます！　嬉しい……」

　またほっぺに手を当てて、可愛らしく喜んでいる。

　いや、可愛さはわたしの方が上ですけどね。

　前世のリリアンは、わたしをお姉様と呼びながら断罪した。

　とてもつらそうな表情で、何度も「お姉様、もうやめてください！」と懇願した。

　でも、お父様の養女になり、大切にされているリリアンのことがとても憎かったわたしは、いい子ぶるその姿を見て苛立つだけだった。

　彼女が大聖女になってからは何度も何度も呪って、お前なんて死んでしまえと無邪気そうな瞳を睨みつけた。

　やり直した今、お父様の愛情はわたしに十分与えられている。もうこの子を羨む必要はないのだ。わたしは破滅の闇聖女にはならない。リリアンが大聖女になるなら、その活躍を応援してあげられる。

　わたしはリリアンをビシッと指差して、高らかに宣言した。

「そうね、あなたはわたしの妹分になりなさい。そして、この美幼女シャンドラ・リーベルトを末永く支えて盛り立てていくのよ！」

「お嬢様！」

「お嬢様！」

「お嬢様！」

「お嬢様！」

　エマとルークとエリザベス夫人とメンダル師匠に、同時に叱られてしまった。

　リリアンだけは「はい、お姉様。えへへ」と嬉しそうに笑った。







リリアンに関するあれこれ




「うーん……リリアンって、あんな子だったかしら？」

　汗を拭いて、メンダル師匠と打ち合っている（というか、一方的に打たせてもらっている）ふわふわ茶髪幼女を見ながら、わたしは首を傾げた。

　てっきりインドア派だとばかり思っていたリリアンは、自分もメンダル師匠の訓練を受けたいと言い出した。そして、基礎の体作りからわたしたちの訓練に参加したのだ。

　三ヶ月くらい経って、地獄の鬼ごっこにもなんとか加われるようになり、今は棒を持たせてもらっている。彼女には棒術の才能があるとメンダル師匠が見極めたのだ。

「えい！　えい！　やあ！」

　可愛らしく気合いを込めて、汗だくの幼女が懸命に棒を振り下ろす。それを軽く受け止めながら「リリアン様、いいですね。動きが安定してきましたよ」と師匠が褒める。

　確かにあの子は棒の扱いがうまく、日に日に腕を上げているのがわかる。もちろん幼い子どものやることだから限りがあるけれど、これを毎日続けたら将来は、かなりの棒使いになれるのではないかと思わせるような熱心さと上達ぶりだ。

　棒を振り回す癒しの大聖女……おかしい。ありえない。

　わたしは前世でリリアンのことが大嫌いだったから、彼女がどんな女の子だったのかなんてよく知らない。でも、限りある記憶の中のリリアンは、穏やかな笑みを浮かべて静かにしているか、泣きながらわたしに訴えているか、あとは……思い出せない。

　リリアンがリーベルト家にやってきてからは、あの子の存在が許せなくて癇かん癪しやくを起こして喚わめいたり、泣き叫んだりといった騒がしいことをしていたのはわたしだけだ。リリアンはいつも、おとなしく、笑い声も立てずに存在していたように思える。

　それはまともな七つの女の子の生活ではない。

「今考えると、リリアンは異常だったのかしら？」

　異常というのは言い過ぎかもしれないけれど、それほどの違和感があるのだ。

　七歳の時から、わがままひとつ言わずに穏やかに微笑み続け、周りの人すべてを愛して思いやりを持ち、そして愛されたリリアン。

　聖女として大きな癒しの能力を発揮して、やがては大聖女となり世界を守るために身を挺ていしてわたしと戦ったリリアン。

　では、リリアンの人生って、何？

　あの子は何が好きで、何が嫌いで、何をするのが楽しくて、誰のことが好きだったの？

　いいえ、すべての人を等しく好きな、愛と慈しみの大聖女だったのよね。

　でも、それっておかしくない？

　好き嫌いなく、分け隔てなく、どんな人も愛するなんて……気持ちが悪いわ。

　だって、そんなことができるのは、神様だけだもの！

　どんなに力があったとしても、あの子は神ではなく人なのだ。

　わたしは、口をきっと引き締めて真剣な表情で棒を振るリリアンを見る。

　今、その瞳はキラキラと輝いて、たまに師匠のフェイントに引っかかって空振りすると、すごく悔しそうな顔になって……あら、悔しくて泣いちゃったわ。

　べそをかきながら、リリアンがこっちを見た。

　わたしは拳を握ってリリアンに振り「やっちまいな！」と激励する。いつの間にか忍び寄ってきていたエリザベス夫人に「淑女の言葉遣いではございません」と、脳天チョップを落とされて、わたしは頭を抱えてうずくまる。

　それを見たリリアンはぷっと噴き出して、顔を上げて師匠の顔を睨みつけると、棒を振り飛びかかっていった。

　うん、今のリリアンの方がずっとずっと人間らしくて、そして、幸せそうだ。前世で大聖女となったリリアンは、この世の幸せをすべて手に入れているように見えたけれど、それは上うわ辺べのものだったのかもしれない。あの穏やかな笑顔は嘘の笑顔だったのだ。目の前にいるリリアンを見ると、それがわかる。

　師匠に「ありがとうございました！」とお礼を言ってから、リリアンは「シャンドラお姉様ーっ！」とこちらにやってきて、エリザベス夫人からタオルを受け取った。

「お疲れ様。リリアン、棒の扱いがとてもうまくなったわね」

「いいえ、まだまだです。メンダル師匠に全然当たらないんですもの」

　リリアンは子どもらしく、ほっぺをぷうっと膨らませた。

　……前世のリリアンは、こんなに表情豊かな女の子ではなかったわ。

「ねえ、リリアンは、うちに来て楽しい？」

「はい、とても楽しいです！　毎日たくさん色んなことができるし、何よりお姉様と一緒にいられて、わたしは幸せです」

　曇りない無邪気な瞳は、日の光を弾いてまばゆく輝いている。

「こんなに楽しい日がくるなんて……生きるのをあきらめなくてよかったです」

「え」

　待って。今、無邪気な幼女にふさわしくない言葉を聞いたような気がするんだけど？

　わたしが怪け訝げんな表情をしているのに気づいたのか、リリアンは両手を振りながら「大丈夫です、今がとても幸せってことです」と笑った。




　メンダル師匠の訓練の最後には、あの地獄の鬼ごっこがある。

　リリアンが加わった頃には、あの恐ろしいナイフはしまって、かなり手加減してくれたのだが、彼女が慣れてきたと見ると、とんでもないものを持ち出してきた。

「はい、これは刃はついていない訓練用の剣ですからね、大丈夫ですよ。ぶつかると痛いけど」

　いやいやいやいや、剣を持って鬼ごっこだなんて、師匠、あなたは鬼ですか!?

「リリアンさんは、まだ逃げ方が上達していないので、仲間で守りながら逃げましょうね。いざという時に、誰かを守りながら戦えるようになるための訓練ですよ」

　メンダル師匠は、剣の先を地面に突き刺して、いつもよりも大きな円を描いた。ざりっ、ざりっ、というその耳障りな音がわたしたちの恐怖を増大させる。

　いやこれおかしいでしょ？

　子どもにやることじゃないでしょ？

「はい、それじゃあいきますよ。この円から出たら負けですからねー」

「きゃああああああああ」

「あははははははははは」

「ぎゃああああああああーッ！」

　控えめに言って、阿あ鼻び叫きよう喚かんでした。

　マジ泣きするわたしたちを剣を持った師匠が追いかけ回し、裏庭は地獄と化しました。




「お姉様、あの……」

「どうしたの？」

　屍となったわたしたちはメイドに拾われて、お風呂に放り込まれた。そして、おやつをもらった。

　それで完全に回復してしまうのは、やはり育ち盛りだからこそでしょう。

　その後のおやつタイムに、リリアンがわたしに何かを訴えてきた。

「あの、お姉様にお願いが、あるんですけど……」

　屋敷に来た当初は遠慮がちだったリリアンは、木登りをこなしてわたしの妹分になってからは、ハキハキと物を言える女の子になっていたのだが……そんなに言いにくいお願いがあるのだろうか。

「叶えられるかどうかはわからないけれど、言ってみなさい」

「はい。実は……」

　そのお願いとは、わたしと一緒に寝たいというものだった。

　子ウサギなの？

　この子は慣れた子ウサギなの？

　なんなの、この懐っこさは！

「しっ、仕方がないわね。妹分のリリアンがどうしてもというのなら、ひと晩くらいなら、一緒に寝ても、よろしくてよ」

　そう言うと、リリアンは両手を頬に当てて嬉しそうに「うふふ」と笑った。

「シャンドラお姉様、失礼します」

　夕飯を済ませてお風呂に入りのんびりしていると、同じくお風呂に入ってネグリジェを着たリリアンが、わたしの部屋のドアからひょっこり顔を出した。

「こちらにいらっしゃい。枕は持ってきたの？」

「あっ」

　ひょいと頭が引っ込んで、足音がする。まんまと枕を忘れたらしい。

「リリアン様はお可愛いですわね。シャンドラ様より小さいから、同い年には見えませんわ」

　エマが鏡越しに笑いかけた。手はわたしの長い金髪を両側で三つ編みにしている。寝ている時に邪魔にならないように編んでいるのだと彼女は主張するのだけれど、朝解ほどいた時に緩やかなウェーブを描くのを期待しているのだと思う。

　それくらいならばゴージャスではないので、わたしは許している。

　くるくる巻きは、絶対にお断りですけどね。

「エマはリリアンのことが好きなの？」

　おやすみ前のハーブティーを飲みながら、侍女に尋ねた。

　金髪に赤い瞳をして端正な顔立ちだったお母様にそっくりなわたしは、リリアンのようなふんわりした雰囲気はない。そんなわたしは将来には正統派の美女になるはずだ。

　対するリリアンは、小動物系の女の子である。髪もふわっとした茶色だから、余計に動物の仔こっぽいのだ。おまけにくりんとした瞳はピンク色である。

　仕方がない。わたしは美しく気高く生きる定めのもとに生まれた美幼女なのだ。庇護欲そそる系になろうだなんて、今さら方向性を変えるつもりはない。

　前世では憤ふん怒どの化身である闇聖女となってしまい、顔色も悪くお肌も荒らして残念なことになってしまったけれどね。

　今度こそ、世界で一番美しいのは誰？　それはシャンドラ・リーベルトさんよ。あらそれってどなたかしら？　と言われるような、目立たないギリギリのラインを攻めた美女となる予定だ。

「リリアン様のことは、シャンドラ様の行く手を阻はばまなければ、好きですわ。今のところは特に邪魔にもなりませんしね」

　鏡の中で、淡いブルーの髪をしたまだ十歳の美少女が柔らかく微笑んだ。笑っているのに、そこには感情が込められていない。

　あらやだエマさん、もしもリリアンがわたしの行く手を阻んだら、どうしちゃうつもりなのかしら？

　シャンドラ、怖くて聞けないわ。

　エマの愛読書は『優しくない毒薬』とか『世界劇烈薬品指南』とか『人体の仕組みと壊し方』なんていう明後日の方向に偏かたよったものなのですもの。

　あ、そういえば昨日は『暗器の魅力……永遠なる美』が入荷したとかで、いそいそと買いに行っていたわね。

　いつかエマが遠くに行ってしまいそうで、シャンドラちゃんは悲しいです。

「あのね、エマ。わたしは一生、ささやかな幸せを見つけて地味におとなしく生きていくつもりですからね。そんなわたしが、そうそう行く手を阻まれることはないと思うの」

　誤解があるといけないので、きちんと神様のお耳にも入るように『ささやか』『地味』『おとなしく』を強めに発音して、エマに釘を刺しておいた。

「お嬢様の場合、見た目とやることが派手ですから、それは無理じゃないですか？」

「ええっ、わたしって、控えめでおとなしいひっそりした存在感の、美しい淑女よね？」

　前世のごてごてゴージャス闇聖女に比べたら、わたしなんて道端でひっそりと花を咲かせる野の花くらいの存在感だと思うのよ。

　可憐でしっとりした感じの……鈴蘭の花のような美幼女、それがわたし。

　それに、まだ幼女だから、若干の癇かん癪しやくは起こすことはあっても、人は殺していない。

　他人を罠にかけてもいないし、一家丸ごと消滅させてもいない。

　もちろん、世界を、滅ぼしてもいませんから。

　なんて無害で非力な幼女でしょう。

　けれど、うちのエマさんはクールに言った。

「どうやら『おとなしい』の物差しがわたしとお嬢様とは違うようなので、わたしの口からはなんとも申せませんわ」

　あ、確かに。

　わたしの物差しは『闇聖女ルミナスターキラシャンドラ』だから……常識とは少々異なるのかもしれないわね、ええ。

　枕を抱えたリリアンが戻ってきたので、エマは「それでは、おやすみなさいませ」と部屋を出て行った。

　わたしの部屋のベッドはとても広いので、小さな子どもなら五人は余裕で寝られる。その真ん中にふわっと、ふたり並んで沈んだ。

「リリアンは、いつもセーラ夫人と寝ているの？」

「……いいえ。このお屋敷に来てからは、ひとりで寝ています」

「わたしも普段はひとりで寝ているから、誰かと寝るのは慣れていないの。リリアンのことを夜中に蹴飛ばしたらごめんなさいね」

「わたしも、寝相が悪かったら……」

「その時はベッドから蹴り落として、毛布をかけておいてあげるから安心なさい。おやすみ」

「おやすみなさい、お姉様」

　正直言って、リリアンにお姉様と呼ばれると胸の奥がゾワっとする。

　わたしは内心でため息をついて『学院に入れば寮生活だから、リリアンの顔を見なくて済むように部屋を一番遠くにしてもらいましょう』と考えながら目を閉じた。

　前世では、ヒステリックに怒鳴り散らすわたしを恐れて、屋敷の中でも滅多に顔を合わせなかったリリアン。

　最近懐かれて、少しは可愛いと思うけれど、やっぱりこの子はわたしの人生からは追い出したいわ。いつわたしの心の地雷を踏むかわからないのだもの。

　わたしはもう闇聖女にはなりたくない。

　小さな友情よりも、この世界を大切にしないとね。

　神様に叱られたからというよりも、わたし自身がこの場所を壊したくないと思うようになったからよ。

　だから神様、なんとかこの子をうまく遠ざける方法があったら教えてくださいな。

　わたしはそんなことを思いながら、眠りに落ちた。




　夜中に異様な雰囲気を感じて目が覚めた。どうやら隣に眠っているはずのリリアンが原因のようだ。彼女は『ヒュー』とか『シュコー』とかいう変な寝息を立てて、顔の辺りを擦りながらもがいていた。ベッドサイドの灯りをともして顔を見ると、ひどく汗をかいてうなされているようだ。

「ふうむ……この声はなんなのかしら？」

　うーんうーん、というのがうなされる声の定番だと思う。

　この子はどこから声を出しているのかしらね。

　わたしが冷静に観察していると、リリアンはぶるぶる震え出した。

　いやだわ、何か悪い病気でも持っているのかしらと顔を顰めると、彼女は両手を前に突き出した……いや、違う。何かを押し退のけているのだ。

「こっ……来ないで」

　ようやく寝言らしくなってきたわね。

　まるで毒の霧でも吸っているかのように、リリアンは苦しんでいる。わたしは手のひらで彼女の頬をぺちぺち叩いて「起きなさい、リリアン、起きなさい」と声をかけた。

「たす、けて……たすけておねえさま……」

「はいはい、お姉様は隣にいるわよ。一緒に寝たでしょ」

　ぺちぺちぱちぱちパンパンパン！

「おねえさ……」

「ここにいるってば！　もう、いい加減に起きなさいな」

　わたしがリリアンの鼻をつまむと、呼吸が苦しくなったのかしばらく手足をバタバタさせていたが、ぷはっと息を吐いてようやく目を開けた。

「お姉様……」

「鬼ごっこの夢でも見ていたの？　大丈夫よ、怖いものなんていないから、真夜中に騒いでいないでゆっくり休みなさい」

「……ありがとう……たすけてくれた……おねえさ……」

　リリアンは目をつぶって、今度はすやすやと安らかな寝息を立てて眠った。

「仕方のない子ね……ん？」

　リリアンの目尻から、一筋の涙が流れた。

「何よ。何が不安なの？　この、贅沢者が」

　わたしは誰もが愛する可愛いリリアンの涙に腹が立って、布団を頭からかぶった。




　朝起きると、リリアンは昨夜のことを覚えていないようで、両手を頬っぺたに当ててえへへと笑い、首を傾げた。

　なんだか胸騒ぎがしたわたしは、それから三日間、彼女と一緒に寝た。

　リリアンは、毎晩変な呼吸をして、ひどくうなされた。そして、助けてとわたしに縋すがりついた。

「絶対におかしいわ」

　わたしはエマに言った。

「あんなに毎晩怖い夢を見る子を、どうしてセーラ夫人はひとりで寝かせておくのかしら？　『このお屋敷に来てからはひとりで寝ている』とリリアンが言っていることからして、以前はセーラ夫人と一緒に寝ていたのよね。あの子の異常に気が付かないはずがないわ。それなのに、放置しているのよ。昼間は仲良さそうな親子に見えるのに、奇妙だわね」

　わたしが顔を顰ひそめると、エマは「さあ、わかりませんけど……大人だからといって、無条件で頼りになるとは限りませんよ。色んな人がいますからね」と、無表情に言った。

　達観してるわね。

「やっぱり、鬼ごっこのせいかしら？」

「あれは、体力的にはかなりキツいですけれど、半分は遊びみたいなものですし……リリアン様も怖がってきゃあきゃあ言う割には、毎回楽しそうに笑ってますよ」

「そうよね」

　鬼ごっこは、メンダル師匠がものすごく怖いんだけど、怖いからこそのおかしさがあるのよ。一応、剣に刃はついていないしね。

　あれが真剣だったら、また違ってくるだろうけど……流石の師匠も、真剣を持って子どもたちを追いかけ回すような鬼畜ではないと……信じたいわ……。

「わたしが出る幕ではないと思うけれど、お父様から情報をいただいてこようかしら？」

「いえ、出る幕だと思いますけど」

「どうして？」

「リリアン様は、シャンドラ様の妹分ですから」

　クールな侍女は「それに、寝不足が続くのはシャンドラ様の成長によくありませんからね。頭にも体にも美しさにも」と恐ろしいことを付け加えた。




「お父様、お邪魔してごめんなさい。どうしてもお聞きしたいことがございますの」

　わたしは執務中のお父様の部屋に遠慮なく入り、笑顔で言った。

「可愛いシャンドラのことは、いつだってお父様は大歓迎だよ！　だから、その怖い笑い方はやめようね。目が笑ってないからね」

　あら、おかしいわね。淑女らしい美しい笑みだと思ったんだけど。

「笑いながら殺気を飛ばせるようになるとは、流石はメンダルの弟子だね。でも、お父様に向けるのはよくないと思うんだ」

　なるほど。師匠の『笑顔で殺気を飛ばす』という技を、いつの間にか身につけていましたのね。日頃の訓練の成果が現れて、シャンドラちゃんは嬉しいわ。

「で、何が聞きたいのかな？」

「リリアンのことです。あの子、毎晩ひどくうなされて、その様子がちょっとおかしいの。彼女はお父様の従兄弟の子どもなんですよね。ということは、貴族でしょう？　あの子はいったいどんな育ち方をしたのですか？　過去に何があってうちにやってきたのですか？」

　すると、お父様は笑みを消して、わたしに心の中を悟られないように見えない仮面をかぶった。

「それは、まだまだ小さいシャンドラちゃんには言えません」

　わたしの中身は十七歳オーバーなので、まったく問題ありません。

「遠慮なく言ってください。あの子はわたしの妹分なので、知る必要があります。それに、エマもそう言いました」

　エマを持ち出しただけなのに、予想外の効果があった。

「……そうか、エマもそう言ったのか」

　お父様は片手で顔を覆って、ため息をついた。

「この話は聞いて気持ちが良いものではないし、エマならともかくシャンドラちゃんに理解できるかどうか……うん、理解できないと思うな」

　七つのわたしには難しくて、十のエマなら理解できるの？

　お父様の基準がおかしい。

「わたしをその辺の子どもと一緒にしないでいただけます？　リリアンという娘の後ろにとても気持ちの悪いものが隠れていることくらい気づいています。賢く可愛く可愛く可愛く美しい、このシャンドラ・リーベルトを舐めないでいただきたいわ」

「こっわ。我が子ながら、こっわ。おお、愛するエレーナよ、君に瓜二つの可愛い可愛い可愛い愛娘は……」

　さらっと可愛いの三連呼返しをしてくださるお父様、好きよ。

　でも、それとこれとは話が別なのです。

「お忙しいところをこれ以上無駄にお時間いただくのは申し訳ないので、さっさと話してくださいませ」

「……はい」

　観念したお父様が話してくれたのは、リリアンの父親についての胸糞が悪くなるようなひどい話だった。




　ジルベールは、リーベルト家の親類筋にあたるクラーク伯爵家の三男に生まれた、とても見目麗しい若者だった。彼は当然のことながらチヤホヤ可愛がられて甘やかされて育ち、子どもの頃から女性からモテまくり、大変な女たらしに育った。

　元々の性根がどうしようもない男が、際立った美貌を手に入れて生まれてしまったら、ろくでもないことになるのは目に見えている。

　自堕落な女たらしは、自由奔放に遊び回ってトラブルを起こし、その尻拭いには大変なお金がかかった。クラーク家は、うちほどの大物伯爵家ではないのだ。

　湯水のようにお金を使われ、評判を地に落とされて、とうとうこれはたまらないと音ねを上げたクラーク家の家長が彼を捕まえようとした時には、平民の女性を妊娠させていた。それがセーラ夫人である。

　彼は障害があると燃える、ドラマチック展開を好む馬鹿だったので、強引にセーラと結婚して、ついに見限ったクラーク家から放逐されてしまった。ジルベールは、美しく魅力ある若者である自分が見捨てられるはずないと舐めてかかり、その生活態度を改めなかった。

　妻になった健気なセーラは彼の愛を信じて、リリアンを文字通り背負いながら懸命に働いてジルベールを支えようとしたが、彼はセーラのお給金を巻き上げるとまた次の女性とのアバンチュールにうつつを抜かすという、救いようのない阿呆であった。

　そして、リリアンが可愛らしい幼女に育った頃、ジルベールの借金が膨れ上がり、どうにもならなくなる。

　彼は考えた。

　この可愛らしい我が娘を、なるべく高く買ってくれる人間に売りつけよう、と。

　泣いて止めるセーラからリリアンを取り上げると、ジルベールは住所を転々としながら、商品のリリアンを見せて回って、変態の貴族から悪質な人買いまであらゆるクズの間を渡り歩いた。

　セーラに涙ながらに訴えられたクラーク家の手の者が、危ないところでリリアンを助け出すまでに、ジルベールは言葉巧みに騙して複数の手付金を受け取り逃げ回り、挙げ句の果てにどこかの組織に制裁された。

　美貌を誇った彼の最後の姿は、ぼろくずのように川を流れる奇妙な塊だったという。

　セーラとリリアンは、クラーク家の傍系であるウィング家にいったん迎えられた。だが、ジルベールが関わった、面倒な裏の世界の者たちがリリアンを狙っているとの情報があったため、急遽力のあるリーベルト伯爵家がふたりを預かることになったのだ。

　流石の暗黒組織も、相手がリーベルト伯爵家となるとリスクが大きすぎて、容易に手出しはできない。リーベルト家がその気になれば、いくら裏の世界で幅を利かせているといっても、綺麗さっぱりとお掃除されてしまうのだから。

「というわけで……ジルベールに連れて行かれた時に、リリアンはひどく恐ろしい思いをしたのではないかと思う」

「……」

　ほんの五つ六つの女の子を、クズな父親は商品として変態どもの目に晒して回ったのだ。それは、リリアンにとっては地獄だったのだろう。

「商品としての価値が下がるから、その、無体な真似はされていないだろうとのことだが……」

　最後の一線を越えなければいいというものではない。

　セーラ夫人は、お人好しで働き者だが、わたしから見たら馬鹿な女だ。きっとジルベールのことも「本当はあなたのことを愛しているお父様なのよ」なんてリリアンに言って聞かせて育てたのだろう。

　しかし、そのお父様がやったことは……下劣な、口に出すのもおぞましきことなのだ。

　美しい容姿をしたジルベールを、リリアンは父として慕っていたのだろうか。それとも美貌の悪魔だと恐れていたのだろうか。

「この屋敷に来てからは、とても明るく楽しそうにしていると、セーラ夫人は話しているが……」

「どうして！」

　わたしは靴の踵で床をガンと踏みしめながら言った。

「どうして、あの子を放っておくのですか！」

　ガンッガンッガンッと、激しく蹴りつける。

「『何が明るく楽しい』よ、愚かにもほどがあるわ、あの馬鹿女！」

「シャンドラちゃん、どうしたの？」

「苦しむリリアンから目を逸らして、逃げただけじゃないのよ！　あの子がどんなにつらい思いをしているのか、心を殺して笑ってみせるのか、母親ならばわかっているでしょうに！」

　わたしがお父様の机を思いきり蹴ると、重いはずの木の机がひっくり返ってふたつに割れた。身体強化の魔法が発動してしまったらしい。

「ひ……シャンドラちゃん……」

「ふざけるのもいい加減にしてほしいわ！」

　この屋敷に来る前は、毎晩リリアンがうなされるのを見ていたセーラ夫人。

　リリアンが悪夢に苦しんでいるのを知っているのに、我が子から逃げ出したのだ。

　一緒に寝て、リリアンを抱きしめてやることから逃げたのは……苦しむ我が子を正視できなかったから？　それとも、愛するジルベールの裏切りを認めたくなかったから？

　馬鹿だ。

　夫と同様にあの女もクズだ。

『愛し愛される夫』などという幻想にしがみついて、母に助けを求めるリリアンの心を踏みつけにした。

　お母様助けてと呼べずに、会ったばかりのわたしに助けを求めている、かわいそうな子ウサギ。

　現実を見ると心が壊れてしまうから、あの子は心を封じ込めて、父親の裏切りなどなんでもなかったように笑ってみせている。残酷な父に連れ回されているうちに、あんな笑い方を覚えたのかもしれない。

『わたしは無邪気で愛される存在です。だから傷つけないで』という振る舞いをして、これ以上心が壊されないように、本当の気持ちを奥深くにしまい込んで……あの子のことが気持ち悪かったわけがわかった。

　あの子は、わたしと同じだったのだ。

　剥き出しの心を引き裂かれて闇聖女となったわたしと、明るく愛らしい子ウサギの演技の裏に怨念を隠して大聖女となったリリアン。

　そんなふたりが出会ったから、世界は破壊されたのではないだろうか。

　神様、そうなのですか？

「お父様、拾い上げたなら、最後までウサギの面倒を見てくださいませね」

「は？　ウサギ？」

「では、のちほど」

　その瞳に『シャンドラちゃん、ご乱心！』と浮かんでいるお父様を残して、わたしはリリアンの部屋へと駆け出した。




「リリアン！」

「お、お姉様？」

　大きくドアを開けてリリアンの部屋に足を踏み入れると、うちの子ウサギは母親のセーラと刺繍をしていた。

　もうセーラ夫人とか呼んであげない。

　馬鹿ちん女で十分だ。

　わたしはドアの脇のテーブルに飾られている花瓶をつかみ、セーラに向けて投げつけた。

「きゃあっ、何をなさるのですか！」

　わたしの素晴らしいコントロールで投げた花瓶は、顔をかばった腕に当たったが、たっぷり入った水がセーラにしっかりとかかった。

「ひどいわ……」

「お前、ここから出てお行き！」

　わたしは馬鹿ちん女を睨みつけた。

「お前はすべてわかっていて、リリアンの手を離したのでしょう？　こんな小さな子が苦しんでいるというのに、しかも、血を分けた我が子であろうに……この恥知らずの馬鹿ちん女が！」

「な、何を突然……」

「お前のような者に、親を名乗る資格はない！　出て行け！」

　わたしがサイドテーブルを魔力を流した右手で持ち上げて投げつけようとすると、馬鹿ちんセーラは悲鳴をあげて部屋から逃げ出した。

「お姉様、どうしたの、お姉様、怖い、怖いです……ひっ！」

　わたしはリリアンを睨みつけた。

「わたしが、どうして、怖い顔をしているかわかる？」

　テーブルを床に叩きつけて木材に変えてから「それはね、わたしが怒っているからよ！」と言った。

「ものすごく、ものすごく怒っているの。わたしはリリアンの代わりに怒っているのよ！」

　うおおおおおおーッ！　と雄お叫たけびをあげながら、窓辺のカーテンをつかんで引き下ろした。そのまま引き裂いてボロ布にする。

　クッションも、握りしめて力を入れて、まっぷたつに裂いた。

　ソファをガンガンガンガン蹴りつけて、持ち上げて、叩きつけて、ばらばらになったものをめちゃくちゃに投げる。

　リリアンは怯えて、部屋の隅に丸くなって「怖い、怖い」と震える。

　わたしはカーテンだったものとクッションだったものを持ってリリアンに近寄り「ほら、あなたもやりなさい」と手渡した。

「なんで、こんな」

「やりなさい。怒りなさい」

「でも」

「リリアン……お姉様の言うことが聞けないの？」

　ならば、もう切り捨てるわよ？

　そう言うと、リリアンはピンク色の瞳を大きく見開いて「……はい、お姉様」と布の塊を受け取った。そして、小さな指でクッションの中身をほじくり出した。

「うわああああああーッ！」

　わたしはタンスを倒し、椅子を持ち上げて窓ガラスを割った。

「あああああああーッ！」

「……えいっ……えいっ」

　もぞもぞとクッションをほぐしていたリリアンは、中身がなくなったクッションを眺めてから床に叩きつけ、力いっぱい引き裂いた。

「……ううう、うあああああああああ！」

　子ウサギが大きな声で叫ぶ。

　ちゃんと怒り方を覚えたようだ。

「おおおおおおおおおおおおーッ！」

　姉として負けるわけにはいかないので、さらに大きな雄叫びをあげる。

「やああああああああーッ！」

「うわあああああああーッ！　があああああああああーッ！」

　な、なかなかやるわねリリアン！

　わたしたちは、破壊の限りを尽くした。

「いやあああああああああーッ！」

　リリアンは、びっくりするくらい大きな声で叫び、目から涙を流した。

「このっ、死ねっ、死ねっ、死ねっ、変態クソジジイ、お前ら皆死ねーっ！」

　わたしはそう言いながら、リリアンを傷つけた大人たちの顔に見立てた壁を蹴った。

「ぎゃあああああーッ！　ぎいいいいいいいいーッ！」

　リリアンは獣じみた奇声を発しながら、タンスの残骸を床に叩きつけて、ばらばらにした。

　わたしが部屋の壁にテーブルの残骸を叩きつけて穴を開けると、リリアンは椅子の脚だったものをつかんでソファに突き刺し、ザクザクと穴を開けた。カーテンを破き、足で何度も踏みつける。

　わたしたちは目に入るものすべてを破壊した。部屋の中は猛獣が暴れたようになり、足の踏み場がないほどに様々な残骸で埋め尽くされた。

「リリアン、やめて……リリアン……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　ずぶ濡れになったまま廊下に座り込んだセーラ夫人が、視線をさまよわせながら呟いている。

「違うの、わたしは……ごめんなさい……」

　瞳から光を消したリリアンは、惨めな姿の母親を見た。

　そして、手に持った何かのかけらを彼女に投げつけた。

「お母様は助けてくれなかった！　助けてくれなかった！　助けてくれなかった！　助けて……」

　そして再び「うわああああああああーッ！」と叫んで、何かの布を引き裂いた。




　わたしたちは暴れて、暴れて、暴れて……やがて疲れて、手を止めた。

　ベッドの上に落ちていたものを払い除のけると、わたしはリリアンに「おいで」と言った。

「少しお昼寝をしましょう」

「……はい、お姉様」

　顔を涙と鼻水でぐしゃぐしゃにしたリリアンは、その辺に落ちていたドレスだった布で顔を拭いて、素直にベッドの上に乗った。

　真ん中にふたりで横たわる。

「いい子、いい子、リリアンはいい子」

　わたしは妹分のふわふわした頭を撫でた。もう体力の限界だったようで、目をつぶってぐったりしている。

「いい子ね、リリアンはいい子」

「お姉様……」

　しばらく啜り泣いていたが、やがて子ウサギは安らかな寝息を立て始めた。

　わたしたちはそのまま抱き合いながら眠った。




「お嬢様、お風呂の支度ができておりますので、そろそろお目覚めください」

「ん……エマ……」

「汗臭いです」







[image: ]







「なっ！」

　臭いですって？

　この超絶美幼女シャンドラ・リーベルトが汗臭いだなんて……許しがたいわ。

　一瞬で目が覚めたわたしは、丸まって寝息を立てるリリアンを揺さぶった。

「リリアン、起きなさい！　お風呂に入りますよ！」

「ん……ふ？」

「汗と涙と色んなものでぐちゃぐちゃになってるわよ。さあ、早くなさい」

　わたしは自分のことを棚に上げて、ベッドから降りた。わたしは靴を履いたまま寝ていたので大丈夫だが、リリアンは裸足だったので、部屋に散らばる残骸で怪我をしないようにとエマに靴を探させた。

「ずいぶんと派手にやらかしましたね」

「あっ、洋服ダンスはその辺にあったわ」

　エマは木の板をよっこらしょと持ち上げると、小さな靴を見つけて「発見しました。なんだか宝探しみたいで楽しいですが、服は棘やらガラスやらがついているから危険ですね」と言った。

「わたしの古いドレスがどこかにあるでしょう。それをこの子に着せるといいわ」

「数着なら納戸に残っているかもしれません」

　貴族の令嬢は、着なくなったドレスはたいていすぐにリサイクルに出してしまうのだ。それを下位の貴族が買って、普段着に仕立て直して着たりする。最終的には分解されて布になり、富裕な平民の服にまた仕立て直される。

　エマは恐れをなして部屋に入らないメイドに「お嬢様の小さくなったドレスを探してください」と指示を出した。

「この部屋のものは、皆処分してしまいましょう」

　わたしはエマに頷き、リリアンに言った。

「もう目が覚めた？　ほら、行くわよ」

「はい……」

　自分でやったことなのに、リリアンは部屋の惨状を見て目を丸くしていた。

「何よ、まだ暴れ足りない？　それならわたしも姉として付き合ってあげてもいいわよ。そうね、今度はセーラの部屋に行って……」

「お姉様、もう十分ですから」

　なーんだ、あの馬鹿ちん女の部屋もめちゃくちゃに壊したかったのになー。

　シャンドラ、残念だわ。

「……お嬢様、顔が破壊神のようになってますよ」

　エマに注意されたので、わたしは「美幼女、美幼女、わたしは可憐な美幼女～」と顔をマッサージしながらお風呂に向かい、その後をリリアンがとことこと追いかけてきた。




　エマに面倒を見てもらいながら、わたしたちはのんびりとお風呂に入った。リリアンの体を見たところ、痣や傷はなかったから、肉体的な虐待などされていないようだ。

　わたしはもう、リリアンを助けようとしなかったセーラ夫人を信用する気はない。

　これからは常に監視しておこう。

　いや、それよりもあの女をこの家から追い出した方がいいかしら？　信用できない人物が同じ屋敷内にいるのは心地が悪いしね。

　そうね、リリアンがアレは不要だと言ったなら、お父様に頼んで追い払ってもらおう。元々保護が必要なのはセーラ夫人ではなくリリアンなのだものね。

　セーラ夫人は、現在二十三歳だったかしら。

　あら、考えてみるとけっこう若いのね。

　十六の時にジルベールに騙くらかされてリリアンを産んで、それから最低夫の浮気やら経済的な搾取やらで苦労して、娘盛りの日々をすべてつぎ込んで子どもを育ててきたのだと思うと……中身が十七歳のわたし的には、彼女にも同情の余地があると思えてきたわ。

　七歳のシャンドラちゃんは、カンカンだろうけどね。

　お母さんはお母さんで、大変だったのよ。

　リリアンのことをずっと、他人から無条件に愛されるいけ好かないウサギ系幼女かと思っていたけれど、蓋を開けてみたら意外にもわたしといい勝負の悲惨系小娘だった。

　なのでこちらにも、これなら妹分として少しは目をかけてやってもいいかな、くらいに寛容な気持ちが芽生えていた。

　これってすごくないですか、神様？

　この子は前世ではわたしを殺した女なんですよ？

　闇聖女殺戮チームのリーダーだったんですから。

『お姉様おやめください』なんて口では言いながらも、わたしに武器を向ける仲間たちにちゃっかり援護魔法をかけてましたからね。殺したも同然なのです。

　それなのに、わたしの驚くほどの心の広さといったら……流石は、今回は地味でおとなしく生きているけれど、その魅力と素晴らしさが隠しきれない美幼女シャンドラ・リーベルトですわよね。

　わたしは目をつぶってそんなことを考え、ドヤ顔をしながらお湯に浸かっていた。

　適度な運動の後のお風呂は気持ちがいいものである。

　目を開けたら、前世の宿敵リリアンが頬に泡をつけて一生懸命に洗っていた。彼女はエマの手にあるはずの体を洗うための布を持って、強く擦っている。

「何をやってるの？　そんなに顔を擦ったら赤剥けになるわよ」

　幼女の皮膚は柔らかいのだ。

　でも、リリアンは口をへの字にして擦り続けた。

「やめなさいってば」

　リリアンの様子に病的なものを感じたわたしは、少しイラッとしながら猫脚の湯船から上がってリリアンの手から洗い布を取り上げる。

「あっ、返してください」

「リリアンは目を閉じなさい。そして、エマ」

「はい」

　わたしはエマに命じて手桶のお湯を頭からかけさせた。

「なんでそんなに顔を擦るのか、お姉様に話してごらんなさい」

「……だって」

　リリアンは瞳から光を消して「汚いから」と呟いた。

「別に汚れはついていないわよ」

「……でも、汚い……汚れてるから、洗わないと……」

「さんざん洗ったじゃないの。もう綺麗よ」

「汚いの！　だって、だって、変な男の人が……」

　わたしの顔をベロで舐めたの、と無表情な子ウサギが言ったので、わたしは思わず「やだ、きったないわね！　気持ち悪いし！　気色悪いわ！」と顔を歪めた。

　本当に、この子は悲惨な目に遭ってるわね！

　幼女の頬っぺたを舐めるとか、変態にもほどがあるわ。わたしだったらその場でそいつの舌を引き抜いて、こんがり炙ってからお口に戻してあげるけどね。

「リリアンったら、変態ひひジジイに頬っぺたを舐められたの？　うっわあ、めちゃくちゃきもちわるー、それはひくわー、洗いたくなるわー、わっかるー、きったなーい」

「う、うっ、うわああああああん！」

　変な目をしていたリリアンが子どもらしく元気に泣き出したので、わたしは満足した。

「お嬢様！　言葉遣い！」

　エマに叱られた。

「そうなの、きたないの、きたないの」

　リリアンは泡を手につけて、泣きながら両手で顔をごしごし擦り始めた。

「そりゃあ汚いわね！　ジジイのよだれがべったりついたんじゃ汚いわ。ほら、リリアンは下手だからお姉様が綺麗に洗ってあげるわ」

　わたしは布に石鹸をつけて盛大に泡立てると、リリアンの顔を布で擦った。

「んぶふぉっ」

　変な声が出た。

「目も口も閉じてなさいよ、何やってるの」

　泡が色んなところに入って苦しむリリアンを見て、エマは「お嬢様、それは理不尽というものですわ」と言って、リリアンの頭からお湯をかけた。そして、むせ込む幼女にタオルを渡した。

「……仕方ないでしょ、人のことを洗うのなんて初めてなんですもの。こうやって何事も上達していくのだわ」

「妹分を実験台にするのはおやめください。かわいそうに泣いてますよ」

「いたいー」

　目に泡が入ったのか、リリアンはまた泣いていた。

　あら。

　わたしは悪くないわよ？　親切心からやったんですもの。

「リリアン様、もう一度お顔をゆすぎましょうね。はい、ここでお目々をぱちぱちして」

　エマに顔を洗ってもらって、リリアンはようやく目の痛みが治まったようだ。タオルでぽんぽんと顔を拭いている。

「ほら、わたしのおかげで綺麗になったじゃない」

　しかし、リリアンは表情を消して、また頬に「汚いの」と両手を当てた。

「ちょっと、このわたしが綺麗になったって言ってるでしょうが！　お姉様の言うことを信じないとはいい度胸をしているわね！」

　わたしはリリアンの手をつかんで頬っぺたから引き剥がすと、そこにむちゅーっと唇を当てた。

「ほら、これで完璧に綺麗になったし！　わたしのような美幼女の口づけは、世界一美しいものなのだから！　これですべての汚れは浄化されたのよ、ありがたく思いなさい！」

　ドヤ顔で笑うわたしに、リリアンは上目遣いをしながら呟いた。

「今、頬っぺたに、べちょっとした……」

　幼女なので、ちゅーするとよだれがついちゃうのよ。

　それがたとえ美幼女でもね。

「な、何よ、文句を言わないの！　わたしはよだれも美しいのよ！」

　わたしはエマの手から布を奪い取り、もう一度リリアンの顔を泡だらけにして「いやああああー、いたいー」と泣かせて、エマがまた石鹸をなんとかしてくれながらわたしを叱って、お風呂から上がった時にはふたりともほかほかの茹でたてみたいになって……疲れていた。

　まだお昼前だけど、わたしたちはベッドに寝転んで大の字になった。

「お嬢様方、お風呂上がりの飲み物をどうぞ」

　気が利く侍女のエマが、メイドに指示してフレッシュな果物のジュースを用意させてくれた。

「ありがとう。リリアン、飲みましょう」

　ベッドに並んで腰かけて、脚をぶらぶらさせながら飲んだジュースは、とても美味しかった。

「ねえ、まだ頬っぺたが汚いと思うなら、お姉様が洗ってあげるわよ？」

　リリアンは、びくっとした。

「も、もう平気な気がします」

「そう？　遠慮しないでいいのよ。あなたはわたしの妹分なのだから、ちゃんと面倒見てあげるわ」

　わたしは手のかかる妹分のピンクの頬っぺたをつついた。

「ありがとうございます、すごくよく汚れが落ちました、さっぱりすっきりして、もう全然汚れていません！」

「そうでしょうとも」

　わたしは妹分に聖なる微笑みを見せて頷いた。

　わたしには幼女を洗う才能もあるようだ。

　全方面に死角なく優秀な美幼女シャンドラ・リーベルトなのよ。

　その日から、リリアンは笑う時に両手を頬に当てなくなったし、夜中に変な声を出してうなされることもなくなった。

　そして、一緒にお風呂に入ろうと誘っても、激しく抵抗して二度と入ろうとしなかった。

　まったくもう！




　わたしがリリアンの部屋で大暴れしたことを知って、お使いから戻ってきたルークはわくわくしながら部屋を見に行き「すっげえ、容赦ないな！」と大笑いしたそうだ。そして「次は俺もやりたい！」と、瞳をキラキラさせながらわたしにおねだりしてきた。

　おい、勇者！

　そこは世界を守る勇者として止めるところ！

　あと、自分のことは『わたし』と呼ぶのが執事見習いとしてのお約束でしょう？

　わたしは強く突っ込ませてもらう。

「ルーク、お嬢様に破壊神が降臨されたのですよ。それはもう、嵐のように凄まじい暴れっぷりでした。そして、リリアン様ももう人には戻れないお体に……」

　エマが涼しい顔で、余計なことをルークに教えた。

　部屋の片付けとかリリアンの服の用意とか、仕事が増えたことを根に持っているに違いない。

「わたし、とてもがんばりました！　びりびりのぐさぐさの、バッコンバッコンに殴って投げて破壊しましたから！」

　腕を振り回しながら言って、リリアンは悪そうな顔で「いひひひひ」と笑った。

　子ウサギは得意そうに胸を張らないように。

『庇護欲かき立てない系』にいっちゃうわよ？　ウサギの持ち味が台無しよ？

　わたしのような美貌を持っていないのだから、長所をなくしたらモテなくなっちゃうわよ。

「そうか、リリアン様もすげえ！　破壊神なんてそれはすげえカッコいいな！　いいなー、いいなー、破壊神シャンドラ様、降臨！　俺も交ぜてー、破壊の使者ルーク見参！」

　変な見参ポーズを取って、キリッとした顔でキメる。

　顔がいいから許されるけど、馬鹿っぽいわね。これが素のルークの姿だったのね。

　普段の頭良さそうな熱血騎士志望少年は、世の中を渡っていくための仮の姿であることがよくわかりました。その正体は、普通に馬鹿っぽい男子でした。

「見参！」

　ポーズにバリエーションをつけるな。

「うきゃあ、破壊神！　破壊神！」

　ウサギが跳ねる。

「ふたりとも、変なふたつ名をつけるのはやめなさい。わたしはたおやかで美麗な、おとなしい幼女なのですよ」

『闇聖女ルミナスターキラシャンドラ』という暗黒の歴史を背負っている小さな肩に、これ以上余計な荷物を乗せるのはおやめください。

　そして、『勇者』を『破壊の使者』に職業チェンジさせると、神様にめちゃくちゃ怒られそうなので、ぜっっったいにやめてください！

　デコピン五連発とかされたら、可愛い顔が変形してしまいますから。

「破壊の使者、リリアン見参！」

　そこ、ウサギも交ざらないの！




　まあ、こんな風にちびっ子チームはのんきであったが、わたしはお父様に呼び出しをくらってしまった。

　いや、お父様はいいのだ。同席したエリザベス夫人が問題なのだ。

「シャンドラお嬢様」

「はい申し訳ございません反省してますもうしませんたぶん！」

「全然反省の気持ちがこもっていませんね」

　お父様を見ると『いや、わたしは関係ないけどね、淑女教育担当者からクレームがきてね、ああ困ったね』という具合に目を逸らして、壁の絵を眺めている。

　ぐぬぬぬ。

　親ならなんとかしてよ！

「そのようなことはございませんわ。反省はしております。後悔はしておりませんが」

　あっ、本音が漏れちゃった。

　エリザベス夫人がため息をついた。

「理由はどうあれ、淑女は部屋を全壊させるなどという真似をしてはならないのです。いいですか、この屋敷には、多くの使用人がいて、そのすべてがお嬢様のことを全肯定しているわけではございません。そして、人の口には扉を立てられないのでございます」

　わたしに関する悪い噂が流れる恐れがある、というわけだ。

「今はまだ、七歳でございますけれど……七歳の子どもが部屋を全壊させるとか普通ではありえませんが、それは脇に置いておいて。十二歳になったら、教会で魔法洗礼を受けて、その一年後には社交界に仮デビューすることになります」

「じゃあそれやめましょう」

「やめられません！」

　ぴしゃりと言われて、わたしは首をすくめた。

「外の世界はとても厳しいものなのです。子ども時代のように守ってもらえません。シャンドラ様はこのリーベルト伯爵家のただひとりのお子様なのです。将来は家を継ぐ可能性も高いのですよ。そうしたら、家の顔として社交もこなしていかなければなりません」

「継ぐのはやめましょう」

「やめないでよ！」

　お父様が焦ったように言った。

「お父様……わたしは派手な性格ではないし、人様との交流も苦手とする地味でおとなしい女の子なのです。そんな、家を継ぐとか社交とか、無理ですわ。ですから、分家からうまいこと育った若者を養子にもらうか、もしくは弟をこしらえてほしいなと思いますの。あ、あのセーラを義母にするのは反対ですので、もっとふさわしい高位貴族の子女を探して後妻に据えてくださいませ」

「うん、すべてが無理すぎて、お父様はどこから否定すればいいかわからないよ」

「もしもわたしの存在が目障りならば、十五歳になったら学院に入ってそのまま家に戻らないようにいたしますから」

「そんな悲しいことを言わないで！」

「だって、お母様そっくりのわたしがいたら、気が散って毎晩弟が作れな……」

「また変な本を読んだの？　誰だい、シャンドラちゃんの手の届く所に大人の本を置いたのは！　見つけたらクビにするからね！」

「お父様、落ち着いてくださいませ。エリザベス夫人、お父様のご気分が優れないようなので、わたしはこれで」

「まだ話は終わっておりません」

「あっ、はい」

　シャンドラは脱出に失敗した！

「お嬢様はとても賢くていらっしゃいますから、ついつい多くを求めてしまいますが……まだ七歳ですものね。十二歳から社交の練習のようなものが始まり、十五歳で本格デビュー、そして学院に入学となります。それまでに常識と世渡りの方法を身につけていきましょう」

「……なるべく地味に、ひっそりとうまく世の中を渡っていきたいので、ぜひともご教授のほどをお願いいたします」

　これは本気なので、わたしはエリザベス夫人にカーテシーを行い頭を下げた。

「地味に……心がけは良いのですけれどね」

　エリザベス夫人は困った顔をした。

「自覚がないようですが、シャンドラお嬢様は地味とはほど遠いお嬢様です。その自覚を深めていくことも今後の課題といたします」

「え」

　地味よね？

『闇聖女ルミナスターキラシャンドラ』と比較にならないほど地味よね？

　ちょ、ちょっとひと部屋壊しただけだもん！

「それから……リリアン様の苦しみを取り除いた行動は、素晴らしかったですわ。何が壊れてどのようなことが噂されても、ひとりの女の子を救ったその行為は、他の何にも代えられない気高く慈悲深いものだとわたしは思いますよ」

　そう言って、エリザベス夫人がわたしの頭を撫でた。

「お嬢様、よくやりました。あなたは立派な方です」

　褒められた……エリザベス夫人に褒められた！

　しかも、頭をいい子いい子してくれた！

「……大嵐がきたらどうしよう」

「なんですって？」

「ありがとうございます、エリザベス夫人！　これからもがんばります！　そして、神様に褒められる立派な淑女になります！」

　わたしは両手で拳を作って「おーし、やったるわ！」と天に突き上げた。

「お嬢様！」

　さっそく叱られた。




　さて。エリザベス夫人に退出してもらって、今度はセーラ夫人についてお父様と話をする。

「お父様、セーラ夫人はこのままここには置かない方がいいと思います」

「それはなぜだい？」

「リリアンのためにも、セーラ夫人のためにもならないからですわ」

　わたしと一緒に破壊の使者と化したことで、胸の奥底に固まっていた感情を吐き出して、リリアンは本来の自分を取り戻した。だが、母親であるセーラ夫人に対してまだ少しわだかまりがある様子なのだ。

　リリアンはまだいい。幼い子どもの柔軟な心を持っているから、そのうちなんとなく消化してしまうだろう。むしろ問題なのは、セーラ夫人の心なのだ。

　傷ついた我が子から無意識に逃げて、リリアンを追い詰めていた罪悪感や、母親になっても女の情念が燃え盛り、リリアンがジルベールの手に渡らないように身を隠して逃げ切ることができず、結果、彼女にひどい経験をさせてしまった罪悪感。愚かだが悪人ではないセーラ夫人は、今はリリアンの姿を見るのもつらいはずだ。彼女は男爵夫人の身分だけど、ろくに教育を受けていない平民上がりの、二十歳そこそこの小娘なのだ。

　二十歳過ぎで小娘はおかしい？

　いや、悪い男に振り回されて無駄に年月を重ね、そこから何も学んでいないようだから、あれは小娘でいい。

「ですので、セーラ夫人には再度男爵家に戻っていただいて、そこで改めて貴族としての知識を学んでいただこうと思います。そのいくらかはこれまでの生活の中で既に身についているように見受けられるので、さほどの時間をかけずに覚えられるでしょう。しかるのちに、彼女には下級貴族、もしくは裕福な平民に嫁いでもらいましょうか。地下組織だかなんだかに目をつけられているのはリリアンなので、ふたりを離してしまえばセーラ夫人に危険はありませんわね。あの女性は、このままリーベルト家で過ごして無駄に老けていくより、可愛がってくれる旦那様のもとに嫁いだ方が幸せになれると思いますわ」

「シャンドラちゃん……」

「まだ若いのですもの。あの方はお馬鹿さんですが、悪人ではないのですから、幸せになる道を示して差し上げても良いのでは？　って思うのです。まったく、わたしったら万人に優しい心の広い美幼女ですわよねえ」

　ほほほほほ、と笑うと、お父様に「シャンドラちゃんって本当は何歳なの？」と言われてしまった。

「リリアンに『お母様とさよならしても大丈夫？』と尋ねたら、ここでわたしと暮らしていけるなら全然かまわないと、可愛らしいことを言ってましたわ」

「洗脳したね？」

「まあ、人聞きが悪いことを……それよりお父様、弟を作る件もお考えくださいませね。お父様もまだ三十前のお若い体、見た目もよろしいリーベルト伯爵ならば引く手数多あまたでございましょう。わたしの目にかなう女性とならば、再婚してもよろしいのですわよ？」

「シャンドラちゃん……お父様、ちょっと泣いてもいいかな？」

　イケメン伯爵は、涙をこらえてうつむいた。







盾になりなさい




　わたしがお父様に進言した通り、セーラ夫人はウィング男爵家に戻って淑女として修業をすることになった。

　リリアンに母親と離れて暮らすことについて尋ねたら「シャンドラお姉様がいるから平気！」と無邪気に答えられたらしく、セーラ夫人が膝から崩れ落ちていた……うん、これは仕方がないと思うわ。

　あくまでもリリアンの判断なのよ。

　決してわたしの「リリアンもセーラ夫人も、両方とも幸せになる方法はね……」という呟きを聞いたせいではないわ。

　うちの子ウサギは根に持たない性格のようで、もう母親のことを許しているみたいだ。

「もうジルベールみたいな『顔だけクズ男』には引っかからないでね」

　セーラ夫人が出て行く日に、わたしは声をかけた。

「リリアンは自力で生きていける強い子だから、セーラは安心して幸せになるといいと思うわ。まだ若いんだし、良い縁談に恵まれて、優しくて頼り甲斐がある旦那様と温かな家庭を築けることをこの慈愛に富んだ美幼女のわたしが特別に祈ってあげましょう」

　上から目線で言って微笑んであげたら、あのお馬鹿さんは目を丸くしていたけれど「……お嬢様にお任せいたします。リリアンのこと、よろしくお願いいたします」とわたしを拝んでから頭を下げて去っていった。どうして拝まれたのかはわからないけれど、わたしが神々しいほどに心優しい美幼女だから、女神と間違えてしまったのかもしれない。

　それからしばらくは何事もなく、わたしたち子どもはそれぞれの勉強や仕事やメンダル師匠の訓練に励み、忙しく充実した日々を送った。

　勇者ルークは驚くべき才能を発揮し、エマはナイフや暗器を自分の体の一部のように扱えるようになり、リリアンは棒を使いこなした上に、武器がない時に備えて武術まで身につけ始めた。

　違う、それは大聖女の仕事じゃない。

　大聖女はナックルダスターをつけて、拳で木を殴り倒さないと思う。

　わたしはというと、身体強化魔法をバレないように（あ、メンダル師匠にはバレたけど）使いながら、目立たない程度に剣の腕を上げていた。四人の中では最弱である。なので、姫ポジションなのだ。

　皆はたおやかでか弱いわたしの盾となってね。シャンドラちゃんのお願いよ。

　そして。

　その日は突然やってきた。

「はい、これは上級ポーションといって、死んでさえいなければたいていの怪我を瞬時に治す、すごいお薬です」

　メンダル師匠が小さなガラスの瓶に入った、淡いグリーンの液体を見せてくれたので、わたしたちは「おおー」と感嘆の声をあげた。

「お高い薬ですが、わたしの学生時代の友達が薬師になったので、お得な割引価格で買うことができました」

「おおー」

　学院を首席で卒業したメンダル師匠には、頭の良いお友達がたくさんいそうだ。

「そして、これが」

　メンダル師匠が抜いた剣を見て、わたしたちは恐怖で固まった。

「とてもよく斬れるミスリルの剣です。よく斬れる方が、傷口が綺麗なので怪我を治しやすいんだよ。これは、鍛冶屋をやっている友達に格安で作ってもらいました。ふふふ、羨ましいかな？」

「……」

　師匠の友達、ホイホイそんなもの作らないでよ！

　本物の刃の輝きがめちゃくちゃ怖いんだけど！

　ヤバいくらいに脚が震えるんだけど！

「ということで、今日からこれを持って鬼ごっこをしていくからね。大丈夫、上級ポーションがあるから、怪我しても平気だよ。万一腕が落ちてもすぐにくっつくよ」

　全然大丈夫じゃねーよ！

「じゃあ、いつものようにこの円から出ないようにね」

　メンダル師匠が、木の棒で地面に円を描いた。

「待って、師匠、待ってください」

　わたしは救いを求めてエリザベス夫人を見たけれど、実際に刃を向けられていない夫人にはこの恐ろしさがわからないようだ。

　にっこり笑って応援してくれた。

「淑女の振る舞いを忘れずに、がんばってくださいね」

　がんばれないよ、死んじゃうよ！

「いくよー、はい、それじゃあ逃げて！」

　マジ顔なメンダル師匠が、剣を構えながら突撃してきた。

　怖いなんてもんじゃない！

「ぎゃああああああいやああああーッ！」

「あははははははははははははははは」

「ひいいいいいいいいいいいいいーッ！」

「あれ……おーい、待ってよー」

　わたしたちは、円など無視して蜘蛛の子を散らすように逃げた。

　そして、メンダル師匠に見つからないように屋敷内で身を潜めて、震えた。




　そういうこともありましたが。

　九歳になったわたしたち（エマは十二歳だけどね）は、ミスリルの剣から逃げる鬼ごっこもできるようになりました。

　慣れって怖いわね、うふふふ。

　メンダル師匠がどんな方向にわたしたちを育てたいのかわかりませんが、確実に強くなっていくのがわかります。

　あ、わたしは本気を出すと大変なことになりそうなので、相変わらず身体強化魔法は封印して常に最弱をキープさせていただきますけれどね。

　ルーク、エマ、リリアン、お前たちは、このわたしの火の粉を払う肉の盾となって生きるのよ、おーほほほほほほ！

　と、調子に乗っていたら。

「あっつ！　火の粉、あっつ！」

「シャンドラお姉様ーッ！　いやあっ、お姉様を、誰か助けて！」

「お馬鹿さんね！　その子を連れて早く逃げなさいよってあっつすぎなんですけれど！」

　わたしが火の粉をかぶる役になってました！




　十歳を迎えて、体もしっかりしたわたしたちは、メンダル師匠に鍛え上げられてそこらのチンピラくらいならボコボコにできる腕になった。

　ちなみに、実行はしていない。メンダル師匠が目安として教えてくれたのだ。

　そのためお父様から、護衛の騎士をひとりつければ領地の村とか街を見て回っても良いという許可が出た。

　お忍びってやつかしら？

　街には普通に外出用のドレスを着て馬車に乗ってお出かけしたけれど、少し離れた村に行く時には、機動性の高い服を身につけた。

　ルークは冒険者っぽいシャツとパンツに、革の胸当てをつけている。リリアンはフリルのついたノースリーブの柔らかな素材のシャツにショートパンツ、そしてつま先に金属を仕込んだ靴を履いている。そしてエマは白い半袖ブラウスにグレーのつなぎ風キュロットワンピースを着ている。履いているのは、底が柔らかくて足音がしない靴。どこで見つけてきたのかは不明である。

　わたしは、動きやすいワンピースにドラゴン素材のロングブーツ、そして以前お誕生日プレゼントとしてもらったドラゴン素材のガウンコートを、ジャケットに仕立て直したものを着ている。手にはドラゴン素材の手袋。防御力が高いけれど、見た目は品のいいお嬢様コーディネートだ。

　わたしも冒険者風にしたかったんだけど、お父様がどうしてもダメだと反対したのだ。ワンピースの中にはハーフパンツを穿はいているから、いざとなったら捲り上げて大暴れしても大丈夫だけど。

　将来（わたしは断っているのだけれど）リーベルト伯爵家を継ぐ時に、自分の領地のことをよく知っている必要があるとのことで、わたしは既に数ヶ所の村を回っていた。

　本日はメンダル師匠は休日とのことで、別の騎士が護衛についている。

　朝から異常に風が強かった。

　早めに帰ろうと思って、とある村をひと回りしていた時に、不幸な事故が起きた。風で激しく擦られた木々の枝が発火し、それが大きな家畜小屋に飛び火したのだ。

　そこは、立派な二階建ての小屋で、中二階には冬場用の飼料が蓄えられるようになっていた。中には生まれたばかりの子馬や子牛、そしてたくさんの家畜がいる。

「誰か助けて！　ジムが子牛を助けようとして、そのまま中から出てこないんだ」

　村の子どもが泣きながら叫んでいる。護衛の騎士が頷いた。

「わかった、俺が……ってお嬢様！　ダメです！」

　身軽で足の速いわたしは、護衛の騎士より先にダッシュで小屋の中に駆け込んだ。わたしだけが耐火性能の高いドラゴン装備を身につけているから、適任だと思ったのだ。

　頭上では、乾いた飼料が良い燃料となってしまい、小屋の屋根ごと燃え盛っていた。

　逃げ遅れた家畜たちを放してやりながら、わたしは「ジム！　どこ？　どこにいるの、返事をなさい！」と叫んだ。火の回りが早く、急いで脱出しないと煙に巻かれそうだ。

「痛い、痛いよー」

　声を頼りに奥に行くと、燃え落ちた木材に挟まれた子どもが泣いていた。

「今助けるわ」

「子牛を、子牛を助けて」

　こんな村では、小さな子どもでも家畜の重要性を認識しているのだ。

　わたしが子牛を柵の外に出してお尻を叩くと、飛び跳ねるように小屋の出口に向かった。そして、身体強化魔法を使って重い木材を持ち上げ、子どもを引きずり出す。

「よくがんばったわ。歩ける？」

「うん、い、痛いー」

　ジム少年は転んでしまった。

　うーん、魔法が使えることが皆にバレちゃうけど、この子を担いで行くしかないわね。

　そう考えた途端、脆くなった天井が落ちてきた。

　とっさに燃える木材を受け止めて支える。流石に重いけれど、わたしの魔力は強大だからこのくらいならなんとかなる。

「お、おねえちゃん、おねえちゃん！」

「死にたくなかったら、這ってでもお逃げ！」

　わたしが子どもを叱咤していると、小屋に誰かが飛び込んできた。

「お嬢様！」

　うちの騎士だ。手に水が入った桶を持っていて、わたしにざぶりとかけてくれた。

「お姉様！　お姉様！」

「お嬢様ーっ！」

　ちょっと、なんでちびっ子たちまで来ちゃうのよ。

　燃えたらどうするの！

　あっつ！　ドラゴン素材じゃないところがじりじり炙られて焼けてくるんだけど！

「お馬鹿さんね！」

　わたしは叫び、その後頭がくらくらしてくるのを感じた。

　まずい、息ができない。

「ルーク、リリアン、早く、出て、行きなさい、って……」

　肩にかかる重さが増していく。燃え崩れた何かが積み重なっているのだ。

「お嬢様！」

「子どもが先よ、行けー！」

　わたしが命じると、護衛の騎士は村の子どもを肩に乗せて「我々が出ないとお嬢様が逃げられないぞ！」と、ちびっ子たちを引きずって行ってくれた。

　わたしは半ば気が遠くなりながら、力を振り絞って肩の重さを投げ捨て、ふらふらと小屋の外へ走ろうとした。

　再び駆け込んできた騎士に抱き上げられて出ると同時に、燃える小屋が崩れ落ちた。

「お嬢様！」

　目の痛みに耐えられずに瞼を閉じたわたしを、護衛の騎士が地面に寝かせた。

「お姉様！　お姉様！　お姉様！」

　リリアンがパニックになって叫ぶ。

「熱い空気を吸い込んで、胸を焼かれてしまったのだ。この村にポーションはないか？」

「今、持ってきます！」

　なるほど、ドラゴン素材は体の表面は守ってくれるけれど……くるしい……いきができな……。

「いやあああああーっ！　お姉様！　目を開けて、お姉様！」

　あら？

　もしかして、わたし、死んじゃうのかしら？




　わたしは見覚えのある白い空間に来ていた。そう、ここは前世で世界を消滅させてしまった時にやってきた、お仕置き部屋……違う、反省と再教育の部屋だ。

　今は前回のように大人の体ではなく、九つの美幼女の体だけれど、この見事なほどのなんにもなさは忘れようがない。

「はっ、あの恐ろしいアイテムは？」

　わたしは焦りながらぐるりと周りを見回し、念のためにもう一度体ごと回って、巨大な画面がないことを確認して胸を撫で下ろした。

　あの時、何もない部屋に置かれたただひとつのものが、わたしの黒歴史を繰り返して映し出す恐ろしい大画面だった。あの恥辱に満ちたお仕置き……ではなく再教育は、生まれ直しても魂の奥底に刻み込まれている。

「あれがなくて良かったわ……ここはやっぱり死んだ後の世界ですよね。神様？　いますかー？」

「ここにいますよ」

　目の前にイケメン神様が現れて、わたしを抱き上げてくれた。

「神様ー、会いたかったです！　お返事をくださらないから寂しかったの」

　わたしが甘えるように言うと、若い美青年は「おやおや、この子は愛らしいことを言っちゃって」とにっこりと笑った。

「今回はちっちゃなシャンドラちゃんだ。可愛いね」

　人形を持ち上げるようにして、ふるふると横に振る。

「神様、ただいま……と言ってよろしいのでしょうか」

　ぶら下げられたまま、わたしの人生が終わったことを確認する。

「それがねえ、全然よろしくないんだよね」

　神様はソファを具現化すると、わたしを膝に乗せていい子いい子してから、頬っぺたをつついて「ほやほやだ、気持ちいいね」と遊んだ。

「シャンドラちゃん、お疲れ様。いい感じにやり直していたね。でも、君がこれで二度目の人生を終わらせちゃうと、とても困ったことになってしまうんだ」

「どんなことになりますの？」

「また世界が消滅しちゃうんだよ」

「ええっ？　どうしてですか？」

　闇聖女ルミナスターキラシャンドラが生まれなければ、世界の破滅は避けられるはずよね？

　わたしがここで死んでしまったら、大聖女リリアンも勇者ルークも、その他の闇聖女討伐パーティのメンバーも戦う相手がいなくなるけれど、平和になった世界でそれなりに楽しい生涯を送って終わるはずである。

「これを見てごらん」

　神様が指差した所に、恐怖の大画面が現れた。わたしは「ひゃあっ、もうご勘弁くださいませ！」と言って両手で顔を覆った。

「お願い、もう堪忍して！」

「違う違う、今回はシャンドラちゃんを叱ったりしないから、落ち着いてあれを見て。今、意識を失っているところだよ」

　お仕置きタイムじゃないの？

　本当に？

　わたしは指の隙間からトラウマになった大画面を見た。

「意識を失って……まあ、あの服装はわたしだわ」

「気を失っているというか、はっきり言って虫の息というか……あ、止まったかも」

　紛うことなく、この美幼女シャンドラ・リーベルトが、煤すすにまみれた悲惨な姿で地面に横たわっている。まるで黒い丸太のようだ。

　いや、煤だけで黒いのではない。

　わたしの体のほとんどはドラゴン素材のものに覆われていたのだが、そこ以外の場所が……特に顔面が目立って焼け爛ただれて黒くなっている。自慢の輝く金髪もすべて燃え落ちて、正視に耐えない状態だ。騎士がポーションを振りかけているけれど、あれは生きているものにしか効かない。わたしの姿に変化がないということは、もう魂が神様の国へと召されてしまったということなのだ。

「いやあ……ん？」

　わたしは悲鳴を途中で呑み込んだ。

　それに勝るような悲痛な絶叫が響いたからだ。

「お嬢様、お嬢様！　そんな、お嬢様……うわあああああああーッ！　おおおおおおおおおーッ！　ぐおおおおおおおおおおーッ！」

　あの冷静沈着なエマが別人のようになって、わたしに縋りついて獣のように泣き叫んでいる。

「お姉様……ぎゃあああああああああーッ！　やだああああーッ！　いやだあああああーッ！　いやだあああああああーッ、ぐあああああああーッ！」

　地面にうずくまったリリアンが、まるで拷問にあっているかのように顔を歪めてのたうち回っている。

「嘘だろう、シャンドラ様、お嬢様、嘘だ、こんなの嘘だ、目を開けて、シャンドラ様、ああ、ああああああーッ！　ダメだ、ダメだ、こんなのはダメだあああああーッ！　うわあああああああーッ」

　ルークが、拳で地面を殴りつけて、血ち飛沫しぶきを飛ばしながら絶叫している。

　エマとリリアンとルークが絶望したように叫んでいる姿を見て、わたしは驚愕した。

「どうしてですか？　わたしが死んだだけなのに、なぜあんなにも嘆き悲しんでいるのですか？　何か変な煙とか吸っちゃったのかしら？」

　家畜小屋に危険なお薬でも隠されていて、その煙を吸い込んじゃったのかもしれない。それほどに彼らの嘆きが大きいのだ。

「シャンドラちゃんは全然わかってないみたいだけど、君の存在は彼らにとってそれだけ大きいのだよ」

「まさか！　わたしはわがままで気ままな伯爵家のお嬢様なのに。彼らに好かれるようなことはしていないと思います。わたしが死んでも、皆そのままリーベルト家で雇ってもらえると思うし、何が問題なのかわからないわ」

　神様は、少し悲しげに笑った。

「そうか。君は孤独だった前世の記憶に引っ張られているんだね。今までのことを思い出してごらん。仲良く暮らしてきた毎日は、楽しくなかった？」

「……楽しく……ずっと、このままの生活が続けばいいと思ってはいました。お父様とエマとルークとリリアンと、メンダル師匠とエリザベス夫人と一緒に……神様、もしかしてこれが……満ち足りた幸せな生活、というものだったのですか？」

「そうだよ。君は大切に思わなかった？」

「大切に……はい。大切なものでした」

　壊したくないと思うくらいに、楽しくて、居心地が良くて、わたしにとって大切な生活だった。

　もしも壊れたら、また闇聖女になってもおかしくないくらいに。

「初めてだったから、わかりませんでした……これが、幸せというものだったんですね」

　そうか、ずっと続けばいいと思うものが『幸せ』だったのね。

　孤独で気にかけてくれる家族も友達もいなくて、愛情を求めておかしくなっていた闇聖女だった時には、幸せは経験のないものだったから、わからなかったわ。

「それはね、あの子たちにとっても同じだったんだよ。ずっと続いてほしい、なくしたくない幸せな生活で、その中心がシャンドラちゃんだった」

「わたしが中心？」

「そう。皆、君のことを大好きだった」

　嘘だわ……お嬢様だから、いやいやわたしと付き合ってくれているのだと、心の奥底でそう思っていた。

　期待して、それが裏切られたらつらいから、そう自分に言い聞かせていたのよ。

「その幸せが、すべて崩れ落ちてしまったんだ。だから、あの子どもたちは絶望している。君の不在に耐えられるほど、まだ小さなあの子たちは強くないんだよ」

　わたしの目には、泣き叫ぶ三人の心が壊れそうになっているのがわかる。

　エマ、ルーク、リリアン……ごめんなさい。

「……ごめんなさいね、皆……自分の力を過信して、こんな簡単に死んでしまうだなんて、わたしったら……なんて愚かな最後だったのでしょう」

　苦悩のあまり涙も流さずに叫んでいる三人の子どもたちを見て、わたしの胸に苦い後悔が広がった。

「シャンドラちゃんが家畜小屋に飛び込んだおかげで、村の少年と大切な家畜は助かったよ。でも、ほら」

「……あの子たちの心を、壊して、しまいました。それはわたしの失敗です」

「その通り。君はもっと自分を大切に扱うべきだった。それを怠った結果がこれだよ。せっかく前世の記憶を持ってやり直しているのに、こんなことを引き起こすなんてね。わたしはがっかりしたよ」

　神様のご機嫌を損ねてしまった……。

「本当に、申し訳ありませんでした」

「そして、リリアンは将来に大聖女となるほどの強い魔力を有した子どもなんだよ」

　叫ぶのも動くのもやめて、リリアンは光を失った瞳で気を失ったわたしのことを凝視していた。

「いやだ、いやだ、いやだ、お姉様、お姉様、お姉様、いなくならないで、お姉様、いやだ、いやだ」

　低い声でずっと呟いている。

「あの子はシャンドラちゃんにとても懐いているね。いや、懐くというよりも、依存していると言った方がいいかもしれない」

「依存……させてしまいましたか。それもわたしの失敗です。申し訳ありませんでした」

　そうならないように気を付けてはいたのだけれど。

　他人に依存して愛を求めたその果てに何が起きるのか、わたしはよく知っていたから。

「君を失ったリリアンは、成長したら闇に落ちて、このままだと世界を壊すよ」

「お姉様、お姉様、お姉様、お姉様、お姉様……お姉様がいない、世界なんて、いらない……」

　一度掬い上げて、再び絶望に落としてしまったら。幼女の心は粉々に砕けてしまうだろう。

　そして、恐ろしい闇聖女となって、この世のすべてを呪い、破壊する存在になってしまうのだ。

「シャンドラちゃん、もう一度がんばれるかな？」

「はい。あの子を闇聖女になどさせません」

　あんな思いをするのは、わたしひとりでたくさんだわ。

「神様、わたしを戻してくださいませ」

　神様はわたしに頷いた。

「リリアン、リリアン、お姉様の声が聞こえますか？　神様に祈りを捧げるのですよ！　心を閉ざしてはなりません、祈るのです、さあ！」

　リリアンが体をびくりと震わせて、横たわるわたしを見た。思いが届いたようだ。

　そして、天に向かって祈りを捧げ始めた。わたしがあの子を教会に連れて行って、さんざん神様のことを教えてあげたから、あの子の信仰心は篤あついはずだ。

「お願いします、神様。お姉様を助けてください。お姉様は死んではならない素晴らしい方なんです、神様のことをとても大好きな、素敵な方なんです、わたしのすべてを神様に捧げますから、どうかお願いします！」

「おやおや、シャンドラちゃんはそんなにわたしのことが好きなのかい？」

「んもう、神様ったら、よくご存知のくせに！」

　わたしは居心地が悪くて、神様の膝でもぞもぞ動いた。

「あはははは、可愛いね、シャンドラちゃんは。それじゃあ君の妹分の願いを叶えてあげようね」

　リリアンの体が光り輝き、それは焦げた丸太みたいなわたしの体を包んで渦巻いた。

　リリアンに、聖女の癒しの力が現れたのだ……まだ魔法洗礼を受けていないのに。

「力が現れるのが少し早いけれど、緊急事態だから仕方がないよね。シャンドラちゃんがうまくあの子を導いてあげてね」

「重大任務ですね。はい、承りましたわ！　神様、またお会いできる日を楽しみに、もうひとがんばりしてまいります」

「あははは、それでこそシャンドラちゃんだね。愛しているよ」

　神様がおでこにちゅーしてくれたので、わたしは嬉しくなってえへへと笑った。

「それじゃあ頼むね、さあ、愛の騎士ルミナスターキラシャンドラとして世界を救うのだ！」

「ぎゃああああ、神様ってば、やっぱりそれを言うーっ!?」

「あはははは、照れてる照れてる」

「いじめっこーっ！」

　神様の大笑いに送られたわたしは眩しい光に包まれ、再び地上へと降りた。




「……あ」

　神様のもとから生けるものの世界に逆戻りしたわたしは、目を開けた。この背中の硬い感触はよく知っている。メンダル師匠の訓練で、毎回このように地面に倒れるからだ。

　仰向けなので、青空が見えた。雲の流れが速いから、まだ風が強いようだ。

　と、お天気に思いを馳せている場合ではない。

「お姉様！」

「お嬢様！」
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　良かった、全然体に痛みはない。丸焦げのまま息を吹き返したら、火傷の痛みで転げ回ってしまう。あれは本当に痛いのだ。前世で経験しているからわかる。

　闇聖女ルミナスターキラシャンドラは、焼かれたり斬られたり突かれたり殴られたり、それはもうひどい目に遭ったのだ。

　まあ、結果的に全人類を皆殺しにしちゃったんだから、仕方がないかしらね……。

　ありがたいことに、リリアンが発揮した聖女の癒しと呼ばれる光魔法は、わたしの体を完全回復させたようだ……ん？

　風が頭皮に当たる？

「ああ、よかっ」

「髪！　わたしの自慢のストレートヘア！　金糸のように輝く美しい髪が！」

　横たわったまま両手で頭に触れると、なんと、そこには産毛しか生えていない悲惨な状態の頭皮があった。

「いやあああああああーッ！　髪がない！　わたしの毛根が！　炎に焼かれて毛根が死んでしまったーッ！」

　お母様譲りの長い金髪は、わたしの自慢だったのに！

　乙女の宝だったのに！

　なんという由々しき事態でしょう！

　わたしは腹筋の力で一気に起き上がると、お姉様が生き返ったというのになぜか顔を引き攣らせているリリアンの肩をつかんだ。

「いいい、痛いです、怖いです、でもお姉様、生き返って本当に良かっ」

「良くないわ！　リリアン、今すぐ神様に祈りを捧げるのです！　さあ、早く！」

「え？」

「わたしの毛根を癒して、元通りの髪に戻すように全力で祈れと言っているのがわからないの？」

「ひいっ」

　こんな頭では貴族の令嬢として生きていけないわ。

　神殿に行って、現役の聖女から毛髪への癒しと回復の魔法をかけてもらえれば生えるかもしれないけれど、生えないかもしれない！

　一刻も早く魔法を使って頭皮を回復させなければ！

「今すぐ、元通りによ。長い金髪に戻すように神様にお願いするの！　わかるわね？　わかるわね、リリアン？」

「はひっ」

　小さく悲鳴をあげたリリアンは両手の指を組み合わせると、空に向かって「神様、どうかお願いいたします、お姉様の髪を今すぐ元通りに伸ばしてください、でないととても恐ろしいことが起きる予感がするのです、どうぞよろしくお願い申し上げます！　お願い！　神様、お願い！　長く長く伸ばしてーッ！」

　と、最後は悲鳴のような祈りを捧げた。

　天から温かな光が降り注ぎ、わたしの頭を優しく包んだ。

　そして、みるみるうちに毛が生えた！

　元通りのストレートロングに！

「神様、ありがとうございます！　本当にありがとうございます！」

　わたしは金髪を握りしめ涙目になりながら、天にいらっしゃる神様にお礼を申し上げて……周囲の微妙な雰囲気に気づいた。

「……」

　とりあえず、髪の毛から手を離し、何も言わずそろそろと元のように横たわって目を閉じる。

「……お姉様？　お姉様？」

　リリアンがわたしの体を揺さぶったので、わたしは再度目を開けて、何事もなかったように言った。

「あら、リリアン？　わたしは火に巻かれて気を失って……あれからどうなったのかしら？　あら、どこも怪我をしていないわ」

　わたしはゆっくりと起き上がって、幼女らしさ全開で愛らしく首を傾げた。

「どうなっているのかしら？」

「シャンドラお嬢様は大火傷をして、一度は息が止まってしまわれたのです。けれど、リリアンが祈りを捧げたら、お嬢様は元通り……元、通りの、美しい姿に戻ったんですよ！　か、髪の毛も！　良かったです！」

　頬をひくひくさせて笑いそうになったルークが、最後の方はすごく早口で言ってのけた。偉かったわ、ルーク。

　そして「いきなりなんの三文芝居ですか？　心配して損した気分……」と呟いて、じとっとした視線でわたしを見ていたエマが言った。

「あれはもしや、癒しの魔法だったのでしょうか？　リリアン様はシャンドラお嬢様と同じく、リーベルトの血を引くお方。ということは、光魔法の才能があるのかもしれませんね」

　エマが冷静に分析する。

　でも、しっかりと握り合ったその手が震えている。

　心配かけてごめんなさいね、エマ。

「魔法洗礼を受ける前に魔法を使えるようになったのは、大変な驚きですが……それでお嬢様が助かって……本当に良かったです」

　声が震えて、よく見るとエマの目が潤んでいる。

「そうかもしれないわね、リリアン、わたしを救ってくれてありがとう。いつも教会でお祈りを捧げているから、リリアンの優しい気持ちに神様がお応えくださったのね。そして皆に心配をかけてしまって、ごめんなさいね」

「本当だよ！　俺、本気で、心配したんだからな！　シャンドラお嬢様が、死、死んじゃうんじゃないかって、ううう、うわああああああん！」

　ルークがびっくりするほど大きな声で泣き出した。

「お、お姉様！　ほん、本当に、あうううう、うわああああああん！」

　リリアンが飛びついてきて、泣きじゃくった。

　エマは両手で顔を覆って静かに泣いている。

「ごめんね、皆、本当にごめんなさい。村の皆さんも、お騒がせしてしまってごめんなさいね。リリアン、怖い思いをさせたわね」

　わたしはえぐえぐと変な声を出して泣いているリリアンの、ふわふわした茶色の髪を撫でながら謝罪した。

「わたしはもう大丈夫だけど、他には怪我をなさった方はいなかったかしら？　ジムという子はどうかしら？」

　家畜小屋に取り残された少年は、母親らしい女性と共にわたしに頭を下げた。

「お嬢様、ありがとうございました。お嬢様のおかげでうちの子は助かりましたが……お嬢様が大怪我をなさって……申し訳ございません……なんとお詫びをしたらいいのか」

「お嬢様、ありがとうございました。僕のせいでお怪我をさせてしまってごめんなさい。どうしよう……」

　かわいそうに、ジムが涙目になっている。

　平民が伯爵家の者に怪我をさせたとなると、大変なことになってしまう。わたしは怯えるふたりに笑顔で「いいえ、謝罪は無用です」と言った。

「自分を過信して飛び込んだわたしの失敗です。仕事に精出して火事に巻き込まれてしまった、不運なジムのせいではありません。あなたたちは気にしないでちょうだい。むしろ、忘れなさい。ジムを責めることも許しませんよ」

「お嬢様……」

「子牛たちも助かったのなら良かったわ。村の大切な財産ですものね、大きく育ててから美味しく食べるのが牛のためでもありますよ、子牛では食べられる肉の量が少なすぎますからね。それはそれで美味しいけれど。ちなみにわたしは牛のテールをよく煮込んだものが好物です」

　ルークが泣き笑いしながら「お嬢様、それ以上残念な方向に行く前に口を閉じた方がいいと思いますよ」と突っ込んだ。

「シャンドラお嬢様……なんとお心の広いお方なのだろう」

「流石は神様に愛されているお方だ」

「シャンドラお嬢様、ありがとうございました」

　え、なんで皆、わたしを拝んでいるの？

　そこはリリアンを「天才聖女様だ！」と持ち上げるところよね？

「そうなのよ、お姉様はいつも神様にお祈りをなさっている、とても信仰心の篤い方なの。わたしにもお祈りの仕方を教えてくださったのよ。だからきっと、神様はお姉様のために、特別に癒しの魔法を使わせてくださったの。村の皆さんも、神様によくお祈りを捧げた方がいいですよ」

　リリアンも、そんなことを言っている。

　うん、それは図星なんだけどね。

「はい、リリアンお嬢様」

「わたしどももシャンドラお嬢様を見習って、しっかりと神様にお祈り申し上げます！」

　どうやら、信仰心の篤い村が誕生しそうである。

　その後、美味しい牛のしっぽが屋敷の厨房にたくさん届いたので、わたしはご機嫌でテールシチューを楽しんだ。




　村での騒動は、家畜小屋が燃え落ちて収まった。リーベルト家から、納屋の再建のための手当が支給された。

　そして、やはり、帰ってからわたしは叱られた。

　お父様には、普段はあまり見ない、ものすごい怖い顔で滔とう々とうと叱られた。

「シャンドラに無茶をさせるために、剣技や体術を学ばせたのではないよ。もしもリリアンの魔法が発動しなかったらどうなっていたか。少年の一家は責任を取って自死する羽目になったかもしれない。シャンドラは伯爵家の娘であることをもっと自覚しなさい。どんなに迷惑をかけたのか、よく考えて反省しなさい。それがわからないようならば、これからは屋敷から一歩も出さずに育てるからね」

「お父様、ごめんなさい」

　わたしはわんわん泣いた。

　エリザベス夫人にも「淑女とは……」と数日間にわたって叱られて、わたしはしくしく泣いた。長期にわたるお小言は地味につらい。

　あと、叱りながら泣かれるのはもっとつらい。

　毎日泣かせてしまってごめんなさい、エリザベス夫人。

　あと、メンダル師匠。

　騎士という、死にもっとも近い立場であり、師匠であるメンダルさんの叱り方は……ごめんなさい、怖すぎて思い出せません。

　神様の怒りにも匹敵するような、心の奥底にトラウマができるような、そんな叱り方だったことだけはお伝えできますが、それ以上を思い出そうとすると、自然に体が五体投地してしまい「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」と唱え続ける謝罪人形になってしまうので、やめました。

　シャンドラ・リーベルトは、ここに誓います。

　もう二度と死ぬような行動はいたしません。

　自分を過度に評価して行動するような真似は、二度といたしません。

　この世には、死ぬよりも恐ろしいことがたくさんあると、痛感いたしましたから！

　死んでも生き返っても叱られる。

　わたしは哀れな美幼女でございます。







幼年期の終わり




　リリアンが魔法洗礼を行っていないのに癒しの魔法を発動した件については、お父様が公にせずに話を収めるように尽力してくれたので助かった。まだ幼いリリアンが過剰にチヤホヤされて、せっかくの子ウサギが女狐にでもなってしまったら、神様に叱られるのはわたしなのだ。

　気を良くして「流石はわたしのお父様ですわ、大変良くできました」と頭を撫でながら笑顔で褒めたら「親を上から目線で褒めるのは良くないよ」と注意されてしまった。

「わたしはシャンドラの僕しもべにはならないからね」

「まあっ、なんてことをおっしゃるのですか？　わたしのように奥ゆかしくて地味で可憐な白い花のような幼女が、他人を僕扱いするなどといった非道な真似などいたしませんわよ」

「うん、無自覚だったんだね」

　解せない。

「だが、頭を撫でるのは許す」

　ますます解せない。

　わたしとリリアンも連れられて行った、教会との話し合いの結果、「これはもしかすると、シャンドラ・リーベルト嬢の信仰心が大変篤いために、特別に起きた奇跡なのではないか」という結論になった。

　どうやら教会側も、七歳の頃から自分の意思でせっせと教会に通って、毎回お小遣いからけっこうな額の寄付をして、おまけに教会が運営している孤児院にも（『自分の誕生日プレゼントはいらないから』と親に頼んで）寄付をして、事あるごとに神様に祈りを捧げているわたしのことを、ただの幼女ではないと見抜いていたようだ。

「大人でも、ここまでの信仰心を持つ方は少ないのです。シャンドラお嬢様は素晴らしいお方なので、神様も特に気になさっておいでなのでしょう」と神父様は言っていた。

　わたしのことを特に気になさっているのは確かなのだが……少し意味が違う。わたしがまた世界を破壊するのではないかと、天から目を光らせていらっしゃるのが事実である。

「二年後、十二歳になればリリアンお嬢様の才についてのすべてがわかりますので、ここは穏便に済ませましょう」ということになり、『天才聖女現る！』とせずに国の大教会へ内々に報告するだけにしてくれた。

「シャンドラお嬢様、お命が助かって良かったですね」

　顔馴染みの神父様が、微笑みながら声をかけてくれた。

「危険な行動をしてしまったのは、反省する必要がありますが……他人のためにその身を犠牲にできる素晴らしい魂をお待ちであることを、神様はよくご存知だと思いますよ。でも、お嬢様の命もかけがえのないものですから、大切になさってくださいね。お嬢様に何かあったら、わたしも悲しく思います」

　流石は神父様である。愛が深い。不覚にも、うるっときてしまった。

「ありがとうございます、神父様。たくさんの人に叱られましたし、わたしの今回の行動はうかつだったと反省しています。神様に助けていただいたこの身で、もっと有意義な人生を生きられるように、これからはさらに精進していきたいと思っています」

「ご立派です。お嬢様は小さな聖女ですね」

　初老の神父様が、まるで孫を愛でるように頭を撫でてくれたので、わたしは嬉しくなった。

「いいえ、とんでもないです！　わたしなんて、教会の隅っこでひっそりとお祈りをさせていただくだけの、ただの幼女ですから。聖女というのは、わたしを治してくれたリリアンみたいな子のことを言うと思います」

　聖女という肩書きを、リリアンにパスして逃げる。

　すると神父様が、わたしの腕にしがみつきながら話を聞いていたリリアンの頭も撫でて「リリアンお嬢様もご立派でしたね」と褒めたので、リリアンは顔を赤くした。

「シャンドラお嬢様は奥ゆかしい方です。けれど、神様はすべてお見通しでいらっしゃいますからね」

「神様がいつも見守ってくださることは、よく知っています。本当にありがたいことです」

　わたしの言葉を聞いた神父様は「信仰心が篤くて、本当に素晴らしいお嬢様ですね」と満足そうだった。

　白い世界で神様にお膝抱っこしてもらって、おでこにちゅーしてもらったことは、内緒にしておこうと思った。




　このように、十歳の時にひと山あったけれど、あとは平穏な日々が過ぎた。

　わたしとリリアンは、メンダル師匠の訓練の体力作りの前半だけ参加するようになり、後半はルークとエマがかなり本気の訓練を行った。騎士志望のルークはわかるけれど、なぜエマがと不思議に思ったのだが、聞いても笑って流されてしまう。

　そして、エマが十五歳になった時に、子爵家から抜けてリーベルト一門のクラーク家（リリアンの父親であるジルベールが子息だった、あの分家だ）の養女となった。

　エマは、子爵家ではあまり良い扱いを受けていなかったそうで、その話が決まってとても清々しい表情をしていたから、良かったと思う。考えてみたら、わたしの侍女となってから一度も実家に帰らないというのは、おかしな話だ。

　まあ、人にはそれぞれの事情があるのだろう。わたしの事情は半端なく大きいので、人様の事情までを肩に背負うつもりはない。

　そして、ルークなのだが。

　死にかけ事件の後から、彼は変わった。体もぐんぐん成長して、十二歳になった時には背が高いお父様にもう少しで届きそうなくらいに大きくなったのには驚いた。体にも筋肉がついて、彼は一気に子どもから少年へと駆け抜けてしまった。わたしもいくらかは育って、女性らしい体つきになってきたけれど、ルークの育ちっぷりは反則だと思う。

　それから彼はなんとなく、よそよそしくなったというか……まるで大人のようにわたしの行動に目を光らせるようになった。

　常に自分のことを『わたし』と呼ぶようになり、執事兼護衛としての立場に忠実になった。俺じゃなくてわたしでしょ、という注意は、もう二度とわたしの口から出ないだろう。

　エリザベス夫人にそのことをこぼすと、笑いながら「楽しい子ども時代は終わったのですよ」と言われて、寂しい気持ちになった。

「なんだかつまらないわ。いつまでも仲良く暮らしていきたいのに」

「シャンドラ様は伯爵令嬢であり、リリアン様は男爵令嬢。エマ様もクラーク伯爵令嬢におなりでございます。ルークは、亡くなったご両親は名の知れた商会の経営をなさっていたようですが、平民なのですよ。まあ、騎士として認められれば貴族と同じ扱いになりますし、将来は間違いなくそうなると思いますが、今のところは身分が違うのです。彼はとても賢いので、わきまえているのでしょう」

「子どもではなくなると、身分を考えた振る舞いをしなくてはならないのですわね」

「本当は、子どもでも、淑女は淑女の振る舞いをすべきなのですよ？　それを、お嬢様は……」

　そこからはエリザベス夫人のいつものお小言なので、割愛させていただく。




　日々は過ぎ、わたし、リリアン、ルークの三人は十二歳になったので、街の教会で魔法洗礼を受けることになった。

　エマも十二になった時に受けたのだが、魔法の才は備わっていなかったとのことだ。貴族でも、全員が魔法を使えるというものではないし、使えても手品くらいの小さなものであることが多い。その中で優れた者が、タイタネル国立学院の魔法科に進学を許されて、光魔法の才がある者は聖女科、及び神官科に進むことになる。

　本音を言うと、わたしはなるべく『聖女』と名のつくものから離れていたい。だから、聖女科には進みたくない。できれば騎士科か魔法科に進みたい。

　わたしは魔力を全身にまとえるので、身体強化ができる。これは剣士としてかなりの強みになるはずだ。また、魔力が強いので、魔法科に行って研究者になることもできるはずだ。

　攻撃魔法は研究したくないけれどね。

　だが、光魔法を使える者はとても少なく、聖女科にはタイタネル全土から有望な女子が集まるのだが、それでも毎年十人程度しか入学しないので、ほぼ強制的に全員が聖女科に入れられてしまうのだ。

　前世のわたしは癒しの魔法も浄化の魔法も苦手で、聖水なんて一滴も生成できないほどに才能がなかったから、聖女科に進んだら、また落ちこぼれるのは目に見えている。

　でも、そんな試練も一度闇聖女となってしまったわたしへの罰なのだと思うから、これはもう仕方ないから、甘んじて聖女科への進学を受け入れようと……あああああ、やだやだ、ちょー行きたくないわ！

　くっそつまんないんだもん！

　とにかく、わたしたち子ども三人と、護衛のメンダル師匠と、保護者のお父様が馬車に乗り、街の教会にやってきた。

　メンダル師匠はルークとエマのことを弟子だと公言している。わたしとリリアンは、あくまで『体力作りに参加するお嬢様』というくくりだ。

　将来、結婚する時に不利になるからかしら？　エリザベス夫人の言う「淑女の嗜みの範囲内で」っていうやつね。リリアンなんて棒を持たせたら、撲殺子ウサギですものね……。

　最近は、地獄の鬼ごっこをすることもなくなり、わたしたちは淑女教育として、新たにやってくるようになった先生にダンスやお茶会の作法などを習っている。

　リーベルトの関係する家での、練習のための『子どもお茶会』にも参加した。

　おほほほという会話に飽きて鬼ごっこを始めたら「ドレスを着て駆け回る令嬢がどこにいますか！　首謀者は、やっぱりシャンドラお嬢様ですわね！」と、エリザベス夫人にめっちゃ叱られた。

　夫人だって、ドレスを翻してわたしを追いかけ回して首根っこをつかんだくせに。

　大人はずるいわ。

　ちなみにエマは、忙しいスケジュールをよくこなすと感心するが、メンダル師匠の厳しい訓練も淑女教育も両方行っている。

　戦うお嬢様になって、どうするつもりなのかしら？　もしかすると、そのうち学院の騎士科に入るのかしら？

　でも、エマが身につけているのは、どう見ても暗殺技術とか隠密の技なのよね。

　相変わらずエマの目指すものがわからないわ。

　以前お父様から「エマは、シャンドラの忠実な侍女として一生生きるらしいよ。良かったね」と囁かれたことがあるから、何かふたりの間に密約がありそうだ。

　それはともかく、魔法洗礼だが。

「ようこそいらっしゃいました。シャンドラお嬢様、リリアンお嬢様、そしてルークくん、十二歳おめでとうございます」

　生まれた時からにこやかなおじいさんだったのかしら？　と思うほど、何年経っても変わらない初老の神父様が、わたしたちを出迎えてくれた。

「おひとりずつ、奥にある特別な祈り場に入って祈りを捧げていきます。さっそくですが、シャンドラお嬢様からどうぞ」

「はい。よろしくお願いいたします」

　この奥は、普段は聖職者しか入れない特別な部屋になっている。

　神託もそこで下されるとのことだから、もしかしたら神様とお話ができるのかもしれない。

　聖女科に入学したら、どこにいても神様の声が聞こえるようになるのかしら？

　大聖女になりたくはないけれど、厳しいけれど優しい神様とお話ができるようになりたいわ。

　わたしは神父様の後について、細い通路を歩いて小部屋に入った。

　ごく普通の、何もない部屋だ……この何もない感じはあの場所に似ているかもしれない。神様はシンプルなものがお好きなのかしら？

「シャンドラお嬢様、神様に十二歳のお祈りをどうぞ。ご自分のお言葉で大丈夫ですよ」

「あ、はい、神父様」

　部屋の中央に導かれたわたしはその場に跪き、両手の指を組み合わせて目をつぶり、神様に祈りを捧げた。

『神様、いつもお守りくださいましてありがとうございます。わたしは無事に十二歳を迎えることができました。もしも魔法の才がございましたら、洗礼とご加護をよろしくお願いいたします』

『そうかそうか。よくぞここまで成長したな、シャンドラ』

　え、何そのセリフ。おっさんくさい。

『うわー、シャンドラちゃんがひっどーい！　せっかくカッコつけてあげたのにぃ』

　拗ねている。大人げないわね。

　でも、この口調はいつものイケメンな神様だ。

　良かった、ちょっと会わないうちに、とびきりの美青年がおじさんになったかと思っちゃったわ。

　わたしの心の中は筒抜けなようで、神様は『むう、でも褒めたから許す』と文句を言った。

『シャンドラちゃんは、相変わらず自由だねえ。わたしはこれでも神なんだけどな』

『はい、わたしが大好きな優しくてカッコ良くてイケメンで最高にイカした神様です』

　心の中でそう答えると、神様は楽しそうに笑った。

『まったくもう！　そんな本当のことを！　シャンドラちゃんみたいな子のことを小悪魔系女子って言うんだよ、神をも手玉に取るとは末恐ろしいね。それでは、その部屋に神託をおろすから、そこの神父さんとよく読みなさい』

　最後の方は、威厳のある神様モードになっていた。

『はい、ありがとうございます』

　わたしがお礼を言うと、小部屋の中が眩しく光って、壁に見慣れた大画面が現れた。

　神様は大画面もお好きなのだ。

　神父様と一緒に、そこに現れた神託を読む。

「……ふむふむ、シャンドラお嬢様には光魔法の才がございますね。おめでとうございます。それに……魔法研究と、剣技まで。これは素晴らしいですね！」

「まあ、ありがとうございます。三つも才能をいただけるなんて、ありがたいことですわ」

　さりげなく、聖女科と魔法科と騎士科にも行けそうな才能をくださる辺りに、神様の思惑が感じられる。

　人生のすべての選択は自己責任で行えということなのかしら？

「お嬢様が信心深く、日々努力をなさっていらっしゃったからこそですよ」

「だとしたら、嬉しいですわ」

　メンダル師匠の特訓と、身体強化魔法をバレずに使う工夫が才となって現れた……と考えると、それもそうかもしれない。

「ご自分にどのような才があるのかを話す相手は、お嬢様が見極めてくださいね。わたしは光魔法については保護者の方と神殿にご報告させていただきますが、その他については決して他言いたしませんので」

「わかりました。神父様、ありがとうございました」

　お礼を言って小部屋を後にし、リリアンと交代する。彼女も少し緊張しながら奥の部屋へと進んでいった。

「シャンドラ、どうだった？」

　緊張気味のお父様に、わたしは笑顔で答えた。

「光魔法がありました」

「そうか！」

　ぐぐっと拳を握り、お父様が笑顔になった。お母様と同じ魔法の才がわたしにもあったので、お父様は嬉しそうだ。

　しばらくして、リリアンが「光魔法がありました！」とぴょんぴょこ跳ねながら戻ってきた。相変わらず小動物っぽいし、わたしと比べると子どもっぽいところがある。

　次はルークの番だ。神父様と一緒に姿を消した。

「リリアンも光魔法か。やはりリーベルトの血を引く者だからだね」

　お父様が言う通りだ。珍しい光魔法なのだが、出やすい家系というものがあるのだ。

「シャンドラと一緒に学院に通うといい」

「わあ、お姉様も光魔法使いなのですね。絶対にそうだと思っていました。嬉しいです」

「……一緒にがんばりましょうね」

　これで聖女科に進むのが決定した。わたしはため息をつきそうになった。

　と、そこに神妙な顔をしたルークが戻ってきた。神父様も珍しく動揺した様子だ。

　それはそうだろう。

　ルークの才は『勇者』なのだから。

　前回では、孤児院で育ったルークが十二歳の魔法洗礼を受けて勇者だということがわかり、そこから剣の修行が始まったはずだ。で、教会の後ろ盾で孤児院から学院に通わせてもらったと噂で聞いている。

　今回は、リーベルト家でたっぷりと訓練しておいたから、最強の勇者が誕生しているはずだ。敵になる闇聖女は現れないけれど……その場合、勇者って、何をするのかしらね？

「ルークはどんな才を授かったのかしら。あ、言いたくなければ言わなくてかまわないわ。後でお父様だけには教えてね。わたしとリリアンは、光魔法なのよ」

　わたしも剣技と魔法研究は後でお父様だけに話す予定だ。

　だが、ルークは首を傾げながら「いえ、シャンドラお嬢様にも聞いていただきたいです。あと、リリアンお嬢様とメンダル師匠にも」と、なんだかためらいながら続ける。

「わたしには、ちょっとよくわからないのですが……」

　どうしたのだろう？

　勇者は珍しい才能だけれど、そんなにわかりにくいものではない。

「正直申しまして、わたしも初めて見る才なので、なんと申し上げていいかわからないのですが、神様の信託によると、ルークくんはとても素晴らしい才を授かったとのことです」

　神父様も、少し困った顔をしている。

「そうか、それは良かった。ではルーク、どのような才があったのだ？」

　お父様に尋ねられたので、彼は背筋を伸ばして言った。

「ええと……『愛と光の守護戦士』です」

「は？」

　わたしはぽかんと口を開けた。

　なん、なの、それは？

　ルークは勇者よね？

「『愛と光の守護戦士』……うん、その才はわたしも初めて耳にしたよ。でも、神託で素晴らしい才だと神様より告げられたのだから……いったいどんな才能なのだろう？」

　お父様も困った顔になった。

「なんかすごそうだねえ、いいね、ルーク！　すごくいいよ！」

　メンダル師匠は嬉しそうに言って、ルークの肩を叩いた。

「まさに騎士にうってつけの才じゃないか。良かったね、ルーク。がんばって訓練してきた甲斐があったね。守護戦士なら、攻めも守りもできる騎士になれるよ」

　メンダル師匠のメンタル、すごい。

　謎の才にもまったく動じないその精神力は素晴らしすぎる。

　ルークの表情が、師匠の言葉を聞いて明るくなった。

「そう、ですよね」

「そうだよ。大切なものを守る力を授かったということは、ただ剣技に優れるよりも素晴らしいことだからね。ルークの守りたいものはなんだい？」

「え、あ、その……」

　彼は顔を赤くして「幸せ……です」と言った。

「両親を亡くして、親戚に裏切られて、ともすれば挫けて悪い心に負けそうだったわたしを、温かく迎えてくれて、たくさんの素晴らしい経験をさせてくれたリーベルト伯爵家のお嬢……皆さんの幸せを守って生きていけたらと思います！」

「そうか！　まったく素晴らしい心がけだね。流石は俺の弟子だ」

　メンダル師匠がまた遠慮なく肩を叩きまくった。

　それでも微動だにしないルーク……いつの間に、こんなにたくましくなったのかしら。

「ルーク……素敵な才を得たわね。わたしも一緒に、リーベルト家の皆の幸せを守りたいと思います！」

　リリアンも、可愛らしく笑って宣言した。

「愛と光って……なんだかキラキラ眩しいわね。おめでとう、これからもリーベルトの守護戦士としてがんばってちょうだいな」

　わたしもルークに声をかけた。

　キラキラぶりが、ルミナスターキラシャンドラに匹敵するわ！

　いいえ、それ以上かもしれない。

　そう思ってわたしがむふふと笑うと、彼は「お嬢様、わたしを馬鹿にしてますか？」と鼻に皺を寄せた。そして赤い顏でそっぽを向きつつ、こっそりと「一生離れずにお守りしますからね、ご覚悟ください」とわたしの耳元で囁いてから、ちらりとわたしを見て、少し笑った。

　なっ、何よ。

　ルークのくせに、生意気よ。







学院に入学しますわ




　ここは、タイタネル国が誇るタイタネル国立学院である。

　タイタネル国の貴族の子女が十五歳になると、この学院に四年間通う資格を得られる。平民でも領主や教会、場合によっては辺境の村の村長の推薦があれば入学が可能で、その経済状態によっては学費も免除になる。要するに、タイタネル国に有用な人材を育成するのが学院の目的なのだ。

　卒業生はそれぞれの道へと進んでいく。

　家を継ぐ者もいるのだが、ここでの勉強が一番役に立つのは、爵位を継承しない次男以下の男子である。女子は政略結婚をして他家へと嫁いで行くので、割と将来に困ることはないのだけれど、長男以外の男子は働き口を見つける必要がある。

　一番の人気は、騎士になることだ。次に大魔法使いになること。

　努力だけではなれない職業である。

　馬車から降りたわたしは『またここに戻ってきたのね』と、苦いものを噛みしめた。前世のわたしが散々馬鹿な真似をした挙げ句に闇聖女へと転落していった、いやな思い出ばかりの場所だ。

　タイタネル国立学院は総合学部と学問研究部に分かれていて、総合学部には聖女科、神官科、騎士科、魔法科がある。

　汎用性がある学問研究部は学生数が多く、卒業後には領主代行者や文官、事務方などの職に就く。

　騎士科と魔法科は共学なのだが、聖女と神官はなぜか別である。未熟な学生たちは、水に入って禊みそぎをする時や、横たわって瞑想する時に異性がいると、気が散ってしまうからだと思う。

　騎士科と魔法科の授業は、気が散ったら即、そのまま命に関わるから……異性どころではないのだろう。もしかすると、貴重な光魔法使いを減らしてしまうわけにはいかないから、わたしたちは特別に配慮されているのかもしれない。

　騎士科なんて、自然淘汰させているの？　というほど荒っぽい場所らしい。心身共にタフでないと、授業についていけない。だからこそ、騎士科を卒業してどこかの大貴族の家の騎士となり、あるいは王宮の騎士となって手柄を立てた者は貴族と同じ地位と力を持つ者として尊敬されるのだ。下級貴族でも平民でさえも、その能力によっては高い地位に昇ることが可能だから、騎士は憧れの職業なのである。

　そんな、荒っぽくて厳しい騎士科の首席として卒業したのがメンダル師匠なのである。なるほど、訓練があんな感じになるのも仕方がない。

　でも、師匠のやり方は嫌いではないわ。

　怖いけれどとても面白かったもの。

　そして、年齢にそぐわない身体能力と剣の技術をわたしに身につけさせてくれたのは、この師匠なのだから、とても感謝しているの。

　わたしとリリアンは、左胸に青い薔薇の刺繍がされたブレザーツーピースを着ている。これは聖女科と神官科の印で、騎士科のブレザースーツには赤い薔薇がついているのだ。ちなみに、魔法科の薔薇は黄色で学問研究部はすべて白い薔薇である。

　リリアンとわたしは淡いブラウンの女子の制服を着ている。リボンタイを結ぶようになっていて、きっちりしているけれどなかなか可愛いデザインだ。膝上の長さの、赤いチェックのスカートの下には黒いスパッツやタイツを履き、脚の肌が見えないようになっている。そこは淑女の嗜みというやつだ。

　そんな制服に、わたしはドラゴン素材のブーツを合わせている。これは防御力がとても高い上にしなやかで履き心地が良く、運動するのにも適しているので、普段から愛用している。いつでも全力疾走できるように身だしなみを整えるようにというのが、メンダル師匠からの教えなのだ。

　ちなみにリリアンは学院指定の靴だ。この学院は、品の良さに気を付けるならば、身につけるものを多少アレンジすることは許されている。

　というわけで、リリアンの靴もアレンジされていて、靴底と爪先に鉄板が仕込まれていた……って、そっち方面のアレンジなの!?

　あと、そんなものを履いて全力疾走できる子が、なんで聖女科なの？

　まあ、わたしも人のことを言えないけれどね。

　ジャケットの裏にもドラゴンの革が張ってあるし……スパッツの素材もドラゴンだし……お金に糸目をつけないお父様が、少しでもわたしが生き残る確率が高くなるなら国中のドラゴン素材を買い占めてもいい！　という勢いで用意してくれました。

　ありがとう、お父様。

　愛を感じて嬉しいわ。

　でもね、わたしは聖女科に入学するのよ？

　騎士科のような命がけの戦闘をする予定はありませんわ。

「わくわくしますね、お姉様！」

　重いはずの靴を履いているリリアンは、子ウサギのようにぴょんこぴょんこと元気に跳ねた。

「そうね」

　わたしは馬車も通れる大きな学院の門を見上げた。石造りの立派な門のそばには門番の詰め所があり、槍を持った門番が交代で一日中この学院を守っている。

　前世では、この学院での生活はつらいものだった。

　自分は大聖女になるべくして生まれたシャンドラ・リーベルト伯爵令嬢であると、入学するなり威張り散らして、そのくせろくに聖女に必要な魔法が使えずにいた。そんなわたしに友達などいなかったし、関わるのは身の回りの世話をしてくれたエマと、恐る恐るといった様子で声をかけてくれたリリアンだけだった。

　もちろん、エマには理不尽に当たり散らし、リリアンには憎しみをぶつけたわ。

　家庭の事情で色々と拗こじれたにしても、わたしの振る舞いはひどかった。

　でも、今回のわたしは違う。

　生まれ変わったシャンドラは、路傍にひっそりと咲く花のように地味で可憐で奥ゆかしい目立たない令嬢として、気弱げに微笑みながら学生生活を過ごすのよ。

「では、参りましょう！」

　わたしが胸を張り先頭に立って門を通ろうとしたら、両肩をルークにがっちりとつかまれてしまいましたわ。

「ああん、痛いわ。何をなさるの、ルークさん」

「わたしが先に進んで、危険のないことを確かめてからにしてください。あと、その気持ち悪い話し方は二度としないでください」

　気弱な令嬢っぽくしようとしただけなのに、気持ち悪いって何よ！

　身長が伸びて、とうとうお父様を追い越してしまったルークは、青い瞳でわたしの顔をじっと見ながら言った。

「あなたが飛び出すとろくなことにならないことを、もっと自覚してください」

「……学院の寮に向かうだけなのよ、危険なんてないわよ。あと、顔が近すぎるので離れなさい」

　先に到着したエマが、わたしとリリアンとルークの部屋を整えておいてくれているのだ。そのため、わたしたちはのんびり領地を出発して、入学式を明日に迎えた今日、学院に着いた。

「ほら、どいてよ」

　わたしは彼の胸に手を置いて、押し退のけた。

　……びくともしなくて腹が立つ。

　彼は美形の青年（成長が早いから、少年っぽさがないのよね）だから目の保養になるとはいえ、年頃の異性の顔が近くにくるのは落ち着かないわ。

「もしかすると寮が燃え上がっているかもしれません」

　彼はわたしの瞳をのぞき込みながら、大真面目に言った。ルークは、家畜小屋全焼事件の後に変なトラウマができてしまったらしく、わたしが先頭に立とうとすると必ず阻止してくるのだ。

「学院の寮がそう簡単に燃え上がってたまるものですか。このシャンドラ・リーベルトがリーダーとして先に行きますわ」

「ダメです」

「平気よ」

「ならば、わたしがお嬢様を担いで行きますよ」

「やめなさい！」

　わたしは伸びたルークの腕から逃げるように飛び退いた。確かに『愛と光の守護戦士』の才能のせいか、体力お化けとなったたくましいルークなら、わたしを担いでも涼しい顔で全力疾走するだろうけど、そんなことをされたら悪目立ちしてしまう。

「お姉様、わたしが先に行きますから。お姉様に危険がないように、わたしが露払いをいたします！　それは妹分としてのわたしの役目ですから！」

　リリアンが元気に言う。

「リリアンお嬢様、ぜひお願いします」

「お任せを！　ルークはお姉様が飛び出したり転んだり何かと戦闘を始めたりしないように見張っていてくださいね」

「心得ました」

「あなたたち、このわたしをなんだと思っているのよ！」

　というわけで、ぴょこぴょこ歩く（だから、そんな重い靴を履いているくせに、なぜそんなに無駄に跳ねられるの？）リリアンの後ろから、わたしとルークが並んで歩いていく。

　わたしは隣のルークをちらりと見た。

　リラックスしているように見せかけて、実は辺りへの警戒を怠らない彼は、淡い茶色に焦げ茶がアクセントカラーに入っている、かっちりしたデザインのブレザースーツを着ている。肩にはもちろん、赤い薔薇の刺繍入りだ。

　背が高くて肩幅があり脚はすらりと長いから、スタイル抜群で見栄えが良い。美少年だったルークは、気が付いたらとんでもない美青年に育っていた。

　前世（というのかしら？　皆一回死んでるんですものね）での勇者ルークは、もっと細くて背も低く子どもっぽかった気がするけれど。今回はリーベルト家にやってきて栄養状態が良かったから大きく育ったのかしら。

　性格も、もっと素直で素朴な感じだったと思うんだけどなあ……。

「どうなさいましたか、お嬢様？」

「なんでもないわ。その制服、似合っているわよ」

「ありがとうございます」

　ルークは薄く笑って「お嬢様は何を着てもお美しいですね。でも、そのように胸元にリボンを結ばれると、よりいっそう愛らしさが増します」と、ベタベタに甘いことを言ってきた。
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「そういうのはエリザベス夫人に習ったの？」

　歯の浮くような褒め言葉を展開するのも、貴族の男性の嗜みなのだ。ルークは騎士を目指すので、騎士爵を賜った時に困らないようにとエリザベス夫人の教えも受けているのでその効果が出ているのだろう。

「そうですが……」

　彼は、今度はメンダル師匠のようににっこりと笑って言った。

「心からそう思ったので、申し上げました」

「なっ！　何よ、ルークのくせに生意気ね！」

「おや、美しきお嬢様のご機嫌を損ねてしまったならば遺憾です」

　こいつは……絶対に女たらしだわ。

　育て方を間違えたみたいね。




　実は、ルークを学院に入れる時にひと悶着あった。学院にわたしが在籍している間には自分が護衛をするつもりだから、自分は騎士科への入学を遅らせたい、などと言い出したのだ。

　過保護にもほどがあるのだが、ルークの言葉を聞いたお父様は、わたしのことを見て「あーあ、シャンドラちゃんのせいだよー」と責めてきた。

「うちのお嬢様が平気で燃え盛る火の中に飛び込んじゃうから、ルークは心配で勉強に身が入らないそうだ」

「わたしは、お嬢様をお守りするためにこのリーベルト伯爵家に雇っていただいた身ですから、お嬢様の安全を第一にしたいのです」

「従者の鑑かがみだけど……どう責任を取るの、シャンドラちゃん？」

　ふたりに畳みかけられて、わたしは必死で言い訳をする。

「あっ、あれは、わたしが無分別で無謀な子どもだったからです。もう大人になった今は、そのようなことはいたしませんわ、本当に、淑女のわたしを信じてくださいませ」

「お言葉ですが、お嬢様の中には一生変わらない何かがあるように思えるのです。大人になってもまた騒ぎの中に飛び込むような行動を取るのではないかという恐れを、わたしはどうしても捨てることができません」

「もうやらないってば。わたしのようなか弱い淑女が、そのように荒っぽい振る舞いをするわけが……何よ、その目は！　お父様！　ルーク！」

「うん、シャンドラちゃんは、もう少し現実を認識した方がいいね」

「わたしはお嬢様を一生守り続けることができるのならば、騎士になることを断念してもかまわないと考えています」

「ありがとうルーク、立派な忠義心は確かに受け取りました。でももう、過保護はやーめーてーっ！　おとなしく騎士になってちょうだい。幼い頃からの夢だったでしょ？　ちゃんと叶えなさい、これは命令よ！」

「お嬢様の安全はわたしの夢よりも優先されるべきだと考えます」

「やめてったら。わたしはルークの人生の障害になんてなりたくないわ」

「障害だなんてとんでもない！　お嬢様の存在は、わたしの人生の輝きだというのに……」

　ルークが悲し気に目を伏せて、ちらっとわたしを見た。

　あ、まつげ長ーい。こてこての美形に育ったわよね、ルークくん。

　って、それどころではないわ。あと、この『ちらっ』っていう流し目は彼の演技だわ！

　なんということでしょう、ルークにエマのあざとさが移ってしまったようです。

　彼はけっこう頑固な性格なので、なかなか考えを曲げてくれなかった。このままでは危うく勇者ルーク……ではなくて、愛と光の守護戦士ルークの将来を潰してしまうところだったので、わたしは本気で焦った。

　最終的に彼を説得してくれたのは、エマとメンダル師匠だった。

「ルーク、わたしも一生お嬢様のそばでお守りいたします。学院の中でもしっかりと目を光らせて、二度と危険な目には遭わせませんわ」

「皆が入学してしまうからね、せっかくお嬢様の専属護衛になったのに、俺の仕事がたいしてなくなっちゃうんだよ。というわけで、リーベルト家騎士団から出向して、学院の剣術の教師になることになりました。よろしくね。学院の中には手練れの戦士である教師もたくさんいるし、貴族の子女が生活する地だから警備も厳しいし、安全性がとても高いから安心するといいよ」

　メンダル師匠はリーベルト家の騎士団に所属しているのだけれど、伯爵令嬢付きの騎士というのは騎士団の中でも、選ばれし者しか務められない名誉な仕事である。今回は伯爵令嬢が通う学院の安全性を高めるという名目で、我が家の騎士の身分のまま出向するようにお父様から命じられて、学院の教師になるらしい。

「……そういうことならば、安心できます」

　というわけで、過保護従者のルークも、リーベルト伯爵家からの推薦で無事に騎士科に入ってくれました。

　本当、めんどくさい子だわ！

　……え、やっぱりわたしが悪いの？




　タイタネル国立学院は全寮制で、学生は男女別の建物の中から好きなタイプの部屋を選ぶことができる。無料の部屋もあるし、毎年寮費を払うことになるがお値段なりに豪華さが加わって、とても寮とは思えない部屋まである。

　あまり財政に余裕がない領地を持つ貴族はシンプルなひとり部屋や二間の部屋に入り、わたしのような大貴族の令嬢ともなると、侍女や使用人の部屋もついた広いスイートルームとなる。そこには専用の浴室や簡単な厨房もついている。

　わたしの部屋には、侍女のエマ以外にお父様が手配してくださった王都のメイドがひとりつくことになった。リンダというこのメイドは、王都にあるリーベルトの別邸で働いていた身元の確かな者だそうだ。

　基本的に食事は学院で用意してくれて、食堂に食べに行ってもいいし、部屋に運んでもらうこともできる。そちらは学生も教師も従者もメイドもみな無料だ。食事が良いとやる気が出るということで、国の大神殿から補助金が出ているらしい。

　リリアンはあまり領地の広くないウィング男爵家の養女であり、男爵家には財政的な負担をかけたくないとのことなので、ひとり部屋に入る手続きをした。

　ルークも男子寮のひとり部屋らしい。

　ひとり部屋は無料とはいえ、清潔なベッドや質のいい家具が置かれていて狭苦しくはなく、住み心地は良いとのことだ。

　ちなみに学舎や大ホールなどは総合学部も学問研究部も一緒で、専門実習のための建物が別館として付属している。

　例えば、騎士科には鍛錬場や闘技場、魔法科には結界が張り巡らされた魔法練習場、そして聖女科と神官科にはそれぞれの小さな神殿だ。わたしたち聖女のたまごはそこで光魔法を使って、将来のための修行を行うことになる。

　ちなみに神殿と教会の違いだが、神殿には光魔法を使える聖女と神官がいて、教会には信心深いが光魔法の才はない神父様とシスターがいる。神様を信仰するのは同じだが、職務の内容が違う。けれど、どちらもこの国に大切なものだ。普通の人々に馴染み深いのが、各地にある教会である。わたしもかなりお世話になった。

　エマがあらかじめ荷に解ほどきをしておいてくれたので、わたしはこれから四年間暮らすことになる部屋に行ってくつろいだ。といっても、ベッドに大の字に寝転んだりはしない。

　十五歳にもなると一人前の大人として扱われるし、もちろん社交界にデビューもできる。ただし、デビューしてしまうと本格的に大人の仲間入りということで、婚約がどうのという煩わしいことも多くなるので、学院に通っている者は学業優先ということで遅らせることも多い。わたしも正式な社交界への参加は学院の卒業後にすると決めた。

　リーベルト家が用意した触り心地の良いソファに腰かけて、ティータイムの支度をするエマに言った。

「考えてみたら、ルークとリリアンが一緒じゃなくなるのは初めてよね」

　ふたりとは夕食の時に合流する約束をしている。

　リリアンはわたしの部屋に来たがったが、そのままこちらに入り浸りになりそうなので断った。子ども時代にはべったりと依存させて可愛がったが、そろそろ姉離れして歩んでいく練習をしなくてはならない。

　ここでの生活の中で、リリアンに良き友人が見つけられたらいい。素直で人懐こいリリアンだから、心配はしていない。低位の貴族の男性と再婚して子どもも生まれたというセーラ夫人とも和解をして、ほど良い距離で付き合いが始まったらしいし、あの子はもう大丈夫だと思う。

「お嬢様にはわたしがしっかりとお仕えいたしますから、ご安心くださいませ」

　十八歳を迎えてすっかり大人の女性になったエマが、ティーカップにお茶を注いでくれる。こぽこぽと満ちる赤く透明なお茶を見ながら、わたしは「エマは、結婚しないの？」と尋ねた。

　学院に入らない令嬢は、十五歳を過ぎるとさっさと結婚してしまうことも多いのだ。わたしの侍女をしてくれるのは助かるけれど、良い縁談を逃してしまったら申し訳ない。エマには前世も今世もとてもお世話になったから、そろそろわたしから解放されて自分の幸せを見つけてもらいたいのだ。

「お嬢様を置いて、結婚などいたしませんわ」

　あらま。

「エマは独身主義？　結婚を強制するつもりはないのよ」

　文武両道のエマは、知識も技術も一流なのだ。どこに行っても仕事には困らないし、彼女ならば王宮に就職することすら可能だと思われる。

「そういうわけでもございませんが。お嬢様のおそばにお仕えしていられるなら、結婚してもしなくてもよろしいと思っております」

　涼しい顔で、そんなことを言っている。

　どれだけわたしのことが好きなの？　と冗談を言いたくなるが、やめておいた。

「うーん、その条件を満たす夫を見つけるのは難しいと思うわよ」

「そうですわね」

　淡いブルーの髪を後ろに結って、涼しげな鳶色の瞳を持つエマは、美少女からとても美しい女性に育った。クラーク伯爵家の養女となり、我がリーベルト一族の後ろ盾がある彼女には、きっと縁談が山ほど届いているに違いない。

　わたしも十五歳になって、お母様譲りの美貌にますます磨きがかかっているため、おそらくお父様のところに縁談がたくさんきているはずだ。

　わたしが「ええー、いやーん、シャンドラはお父様とずーっと一緒に暮らしたいから、お嫁になんて行かないわ。ね、いいでしょ？」と、こてこてに可愛らしくお願いしてあるから、すべてお断りされていると思う。

　あ、婿を探されたらどうしよう？

『シャンドラ、お父様よりもイケメンでカッコ良くて強くて賢くて身分も最高の男性じゃないと結婚したくなーい！』も付け加えておくべきだったわね。

　プライドの高いリーベルト伯爵には、自分以上の男性など決して見つけられませんでしょうからね、おほほほほ。

　ちなみに、わたしは独身主義者だ。将来はひとり立ちして、リーベルト伯爵家から離れて生きていこうと考えている。聖女としての才がないのはわかっているから、どこかの教会のシスターになって、神様に祈りを捧げて過ごしたい。

　だって、わたしは大罪人だもの。

　人並みの幸せを求めてはならないのよ。

　この世界の存続を確認しながらひっそりと生きて、ひっそりと死ぬの。

　そうね、リリアンが無事に大聖女になったら、この世界にわたしはいらないわ。

「お嬢様、何を考えていらっしゃるのですか？」

「なんでもないわ。将来に思いを馳せていただけよ」

「そうでございますか」

　自分の分のお茶も用意したエマは、テーブルについて言った。

「信心深すぎるというのも考えものですわね。時折、お嬢様が空気に溶け込んでしまうような気がいたしますわ。あまり神様の世界にお近づきにならないようにしてくださいませ」

　エマの勘の良さには驚かされるわ。




　夜になって鐘の合図があったので、食堂に向かった。

　学生食堂は、広いカフェテリア方式（トレーに載った料理を自分で持ってくるのだ）のカジュアルなテーブルと、レストランのように予約が必要なテーブルがある。テーブル席の場合は、各々が連れてきた使用人が食事をサービスすることになっている。

　提供される料理はどちらも同じで、メンダル師匠によると「めっちゃくちゃ美味しいからね、すごく楽しみだね！」というレベルの味だ。

「おなかいっぱい食べてたくさん学ぶんだよ。俺もおなかいっぱい食べて本気で教えるからね！」と、師匠はとても張り切っていたから……騎士科の皆様、ご愁傷様です。命だけは取られないと思いますけれどね、最初は魂が抜けそうになること請け合いです。

　リーベルト家のテーブルが予約されていたので、そちらに向かうと、既にリリアンとルークが席についていた。

「お待たせしてしまったかしら」

　ルークに椅子を引いてもらってわたしとエマが席につくと、メイドのリンダが食事をサービスしてくれる。

「ワインはいかがなさいますか？」

「けっこうよ。基本的に、学院ではお酒はいただかないことにするから、甘みのない飲み物を用意してちょうだい」

「承知いたしました」

　前世では浴びるように飲んでいたお酒も、今回は断つことにする。

「特別な時間以外はお酒はやめておくつもりだけど、リリアンとルークは飲む？」

「不要です」

「いいえ、わたしも大丈夫ですよお姉様！　お姉様に会えなくて寂しかったです」

　さっそくリリアンから寂しい子ウサギアピールをされてしまった。ひとりで暮らした経験がないから、ひとりの部屋が不安なのかもしれない。

「リリアンには侍女がいないものね。誰か新たに侍女とメイドを手配して、あなたも大きな部屋に入れるようにしましょうか？」

「いいえ、いりません。お姉様以外の人では意味がないんです……」

　上目遣いの子ウサギはあざといほど可愛い。

　わたしは、可愛いよりも美しい寄りになってしまったから、愛らしさではリリアンに負けるわね。

　美しさでは圧勝ですけどね！

「リリアン、そんなことを言っていたらダメですよ。もうすぐ大人の仲間入りをするのですから、きちんとなさいね」

「むうう」

　わたしがお姉さん風を吹かせると、リリアンは唇を尖らせた。前世と違って、感情をしっかりと表せる甘えん坊さんに育っている。

　今思うと、リリアンがわたしに必死で食らいついてきたのは、義理の姉であるわたしに救いを求めていたのかもしれない。あの頃のわたしは自分のことで精一杯で、幸せいっぱいに見えるリリアンのことが鬱陶しくて憎らしいという感情しか持てず、この子が心の中に抱えたものに気づかなかった。

　神様に言わせると、それもわたしの罪なのかもしれない。

　やり直してみて、初めて見えてくるものがたくさんあるのに驚かされる。

「ルーク、あなたの方はどう？　落ち着いた？」

「良い部屋をいただきましたよ」

　余裕の笑みを浮かべるイケメンは、既に女性からの熱い視線を集めている。テーブル席にしておいて良かった。

「それなら良かったわ。何か足りないものがあったら、すぐに知らせなさいね。不足があって学業に支障があったらリーベルト伯爵家の名がすたりますからね」

「はい、よろしくお願いいたします。早く授業を受けたいものです……特に、剣技の」

　見た目は大人になったけれど、瞳の中にはまだ少年のルークがいた。不意に懐かしさを感じて、少しだけ胸が痛くなった。

　もう、一緒に木登りしていた頃には戻れないのだ。

　宝物のように輝く、子どもの頃の思い出。

　気持ちを切り替えるように背筋を伸ばして言った。

「あのねルーク、お手柔らかにね？　同級生をやたらに叩きのめしてはいけませんよ」

「大丈夫ですよ、殺し合いのその先に友情が芽生えるものだとメンダル師匠に教えられましたから、ちゃんと半殺しにとどめます」

「え、待って、大丈夫？　それ、間違ってない？」

　師匠はたくさんのことをわたしたちに教えてくれたから、感謝し、尊敬もしているけれど……そこには巧妙に隠された『非常識』があったりするから、気を付けなければならないのだ。




「お食事中、申し訳ございません。畏れながら、少々お時間をいただけますか？」

　我がリーベルト家のテーブルに見知らぬ学生が近づいてきて、深く頭を下げた。その女子の胸には黄色い薔薇の刺繍があるので、魔法科らしい。

「よろしくてよ」

　わたしが許可を出すと、彼女は「ありがとうございます」と言って顔を上げた。

「わたしはシェリーと申します。このたびリーベルト伯爵様の後ろ盾を得まして、タイタネル国立学院の魔法科に入学させていただきました」

「ああ、お父様からお聞きしているわ。入学おめでとう、よろしくね」

　領地の村に魔法の才能がある者がいたとお父様が話していた。頭が良さそうなので学院に入れて勉強させることにしたのだろう。他にも数人、うちの領地から来た者がいるはずだ。

「どうぞよろしくお願いいたします。そして、お嬢様、その節は本当にありがとうございました」

「なんのことかしら」

「ジムを助けていただいたことです。わたしはジムの、二番目の姉にあたります」

「ジムというと……ああ、あの村のジムね！　そうだったの、ジムには優秀なお姉様がいたのね」

　家畜小屋全焼事件、そしてわたしの丸焼き事件が起きた場所だ。

　エマたち三人が、びくりと体を動かした。

　トラウマにしちゃってごめんなさいね。

「はい、お嬢様が猛火の中に飛び込み、命をかけて助け出してくださいました、あのジムの姉でございます。あの子はとても働き者で、とても心根の良い男の子なのです。大切な家族の危ないところを助けてくださって、本当に、本当にありがとうございました！」

　その学生は「ありがとうございました、ありがとうございました」と何度も頭を下げて、涙を拭った。

「お怪我を負ったお嬢様のお姿を、わたしも拝見しておりました。本当に……幼いお嬢様が……あのようなひどいお姿に……」

「あ、いいのよ、あれは思い出さない方がいいわ」

　こんがり焼けた幼女の姿は、同い年の彼女にもトラウマになるくらいに衝撃だったと思う。エマとルークとリリアンも惨事を思い出してしまったらしく、少し顔が青ざめている。

「今のわたしは、このように後遺症もなくピンピンしていますからね。気になさらないで。それより、ジムは今も元気かしら？」

　トラウマ増産装置にはなりたくないので、わたしはことさら元気そうにしながら尋ねた。

「はい。体つきもしっかりして、今は一人前の働き手となり家族の力となっております。これもみな、勇敢でお優しいお嬢様のおかげでございます」

　またジムの姉の連続「ありがとうございました」が始まってしまい、わたしたちのテーブルは食堂中の視線を集めてしまう。

「リーベルト伯爵家のお嬢様が、火の中に飛び込んで領地の少年を救ったらしいぞ」

「あの美しい、聖女科のお嬢様が？　火の中に？」

「その話は耳に挟んだことがある。なんでもご自分も大火傷を負ったとか」

「……驚いたな。領地の民のためとはいえ、そのような勇敢なことをなさるには、美しすぎるお嬢様じゃないか」

　困ったわ、シャンドラ・リーベルトは地味に美しいお嬢様でありたいのに、予想外に目立ってしまうわ。

「シェリーさんとおっしゃったわね。そのお話は、もうここだけにしてちょうだいね。そして、お互いに学業に励んでいきましょう」

「はい、お嬢様。このご恩は一生忘れませんので、何かございましたらこのシェリーをお使いくださいませ。お嬢様のためならどのようなことでもいたします」

「ええ、頼りにしましょう。丁寧な挨拶をありがとうね、シェリーさん」

　わたしが『これで話は終わりよ』というように笑みを浮かべて頷くと、シェリーは顔を赤くして「ああ、二度もわたしのお名前を口にしてくださった……もったいのうございます、もったいのうございます」と言いながら後ろに下がって行った。真面目そうな、良い子である。

　別に、手下にしようなどと思っていませんわよ？

「さあ、お食事にしましょう」

　本格的に食事が始まってしまえば、緊急事態を除いて誰も声をかけられなくなる。それでも、広い食堂だと視線が気になる。こっちをちらちら見ながら噂をされるのは不快だ。

「お嬢様、衝立をお待ちしてもよろしいでしょうか？」

「そうね、お願いするわ」

　気の利くメイドのリンダが、下に車輪がついて女性でも簡単に動かせる衝立を運んできて、他の席からこのテーブルが見えないようにしてくれた。これでようやくゆっくりと食事を味わえる。

　数種類のメニューの中からコース料理を頼んであるので、アミューズ、そして前菜と可愛らしく盛りつけられた料理が運ばれてきて、わたしたちはノンアルコールの甘みのないドリンクを飲みながら舌鼓を打った。

「メンダル師匠の話の通り、とても美味しい料理だわね」

　コースといっても、多くのカトラリーを使うものではなく、フォークレストに置いてあるナイフとフォークを使ってすべて食べられるので、気軽に食事をすることができる。まあ、晩餐会ではなくて寮のごはんなのだから、これで十分だろう。

　ちなみに、この方式が気になる学生は、自分でカトラリーを用意しても良いらしい。

　わたしは買い食いも手づかみも全然平気な令嬢だから、気にしないわよ。

　スープをいただき、メインの魚料理と肉料理は、片方でもいいし両方食べてもいいとのことなので、初めての今夜は皆で両方いただくことにした。

「美味しいですね。やはり、大量に仕入れることでコストが抑えられ、品質の良い食材を低価格で用意できるのでしょう」

　ルークがそう言うと、エマは「そうですわね。多くの料理を作るとなると質が落ちる恐れがありますが、こちらのシェフや料理人は王宮で修業した人がほとんどとのことです。レベルが高い食事を大量に出せるのは、夜会で作り慣れているからなのでしょうね」と頷いた。

「ふうん」

　お魚美味しい。

　お肉も美味しい。

　これは明日からも両方食べなくっちゃね！

　前世ではいつも、エマに当たり散らしながら自分の部屋で食事をしていたから、味なんてわからなかった。やっぱり、料理が美味しくなる一番の秘訣は、気のおけない仲間と楽しく食べることなのだろう。

「お嬢様……話の内容がわかりますか？」

　わたしはルークに笑顔で答える。

「腕のいいシェフが、良い食材を使ったから、こんなに美味しいのね」

　ルークがかわいそうな子を見るような表情で、わたしを見た。

「シャンドラお嬢様は、リーベルト伯爵家を継ぐのですからね。領主になるのですから、物事の表面だけでなく、裏の事情も推測して考察できるようになる必要がありますよ」

「わたしは家を継がないわよ」

　他の人に聞かれると困るので、わたしは小さな声で言った。

「向いていないのはわかるもの。だから、お父様にも他の家から適当な人を引き抜くようにお願いしてあるわ」

「それはなりませんよ、お嬢様」

　エマが怖い顔をして言った。

「お嬢様こそ、リーベルト伯爵家を継ぐのにふさわしいお方です。大丈夫です、このエマが一生お嬢様にお仕えして、お手伝い申し上げますから」

「ええー、めんどくさいし、絶対に向かないと思うわ。むしろ、どこを見て向いてるなんて思うのよ」

「お嬢様には人望がございます。どんなに有能でも、人がついてこない者ではリーベルトの広大な領地を治めることはできません」

　わたしのどこに人望があるっていうのよ。闇聖女をやっていた時だって、最後は手下が全員逃げ出すほどに人望がなかったんですからね、おほほほほ。自慢にならないけれど。

　まあ、仕事はできる人に丸投げして、わたしは遊んで暮らしてもいいってことなのかしら。

「領地の経営とか他の貴族との腹の探り合いとか、そういう面倒なのは、頭のいい人に任せたいわね……あ、ルーク！　あなたは賢いから、領主業に向いているんじゃないの？　人の頭の中を見透かすことも得意だし、このままお父様の息子になっちゃえばいいのよ、そうなさいな」

「お、お嬢様！」

　そうよ、前世の勇者、今世の愛と光の守護戦士なんて、領主に最適じゃない。卒業したら、リーベルト伯爵家の養子になってしまえばいいのよ。

「お嬢様はそれがどのような意味なのか、わかっておっしゃっているのですか……あ、はい、わかりました。わかっていませんよね」

　返事をする前に、なぜかルークがひとりで会話を完結させて、顔を赤くしてため息をついた。

　ほら、そういうとこよ！

「いいんです、お嬢様はそういう方だとわかってましたから。改めて確認しただけです」

「何よそれ、どういう方よ。ほら、難しい話はいいから、お食事を楽しみましょう」

　エマがルークと「ご愁傷様です、相手が悪うございましたね」「ありがとうございます、知ってましたから」と謎の会話をし、リリアンが「デザートは何かしら？　まあ、選べるの？　いくつでもいいの？」と、メイドのリンダにケーキをふたつ頼んでいる。

　おなかを空かせた若い学生（そして、食欲旺盛な若い教師）も満足できるような、美味しくてボリュームのある料理を食べ終わると、デザートとコーヒーをいただいた。

　わたしたちは「師匠の話通りに、とても美味しかったわね。コーヒーまで用意してあるなんて、素晴らしいわ」と談笑した。

「食事時以外は、この食堂はカフェとして使えるんじゃないかしら？」

　サクサクのパイにカスタードクリームとフレッシュなイチゴが挟まったデザートを食べながら、わたしはエマに尋ねた。

「はい、その通りでございます。上の階にはいくつかサロン部屋もございます。リーベルト伯爵家のサロンも用意してありますので、放課後はそちらに集まってお話や勉強会などされるのも良いかと思いますわ」

「手配をありがとうね、エマ」

　うちの有能な侍女は優雅に微笑んで「畏れ入ります。こちらのコーヒーも、いい豆を使っています。味がよろしいですわね」と言った。

　リンダにデザートのお代わりを勧められたので、わたしたちは「おなかがいっぱいだけど……食べましょう！」と、それぞれ好みのものを頼んだ。わたしはチョコレートムースとミルクプリンが重なった素敵なケーキにする。

　この調子だと、聖女科に入ったけれど、騎士科並みに運動しないとあっという間に太りそうだわ。




　夕食後にはそれぞれの部屋に戻ってきたので、わたしは用意された教科書に目を通したりしてからゆっくり休み、一夜が明けた。

　今日は学院の入学式である。エマに身支度してもらい、鏡の前で確認する。

「よし。今日も美しいわね」

　わたしは満足して頷いた。

　サラサラの長い金髪は朝の光にまばゆくきらめいているし、さながら高価な宝石のような赤い瞳も、ぱっちりとして可愛らしい。

　前世のように拗ねてねじ曲がった性格でなくなったわたしには、可愛らしさという新しい武器が備わったのだ！

　無敵のお嬢様と呼んでもよろしくてよ。

「よく寝た朝は、我ながら美人度が増すわね」

　わたしは様々なポーズを取って「ねえ、エマ、どう？　ほら、可愛い？　綺麗？」と尋ねた。

　目を縁取るまつ毛は焦茶に近い濃い金色なので、わたしの目には存在感がある。メイクをしなくてもはっきりとした目鼻立ちのわたしは、リーベルト伯爵家の美しき姫君だ。断然、清純派なのだ。

　肌を荒らすような厚化粧はもうしない。

　しないったらしないのだ。

「お嬢様、自分のことがお好きなのはよろしいのですが、そのように見惚れていると時間が無駄に過ぎますわ」

「タダなんだから、いくら見てもいいじゃない。ねえ、リボンタイの色は赤でよかったわよね？」

「お似合いでございます」

　白いブラウスに淡いブラウンのジャケット、スカートは赤のチェックである。そして、胸元にリボンタイを結ぶのだが、この色はそれぞれの個性で選んで良い。ボーイッシュな感じにしたいなら、リボンタイではなくネクタイにすることも可能だ。

　わたしは自分の瞳の色に合わせて、鮮やかな赤のリボンタイにした。

　支度が済んだら、男女共用の建物に行き、食堂で朝食を食べて校舎に向かう。式は大ホールで行われるとのことだ。

「皆さん、おはよう」

　リーベルト家のテーブルに行くと、ルークとリリアンがいた。

　色を決めた時にリリアンも「わたしのリボンもお姉様の瞳の色にしたいです！　ね、いいでしょう？」とおねだりをしてきたので、同じ色にすることを許した。

　ご機嫌な子ウサギになった。

　ルークは男子だからネクタイをつけるのだが、焦茶色を選んだようだ。

「あら、わたしの瞳の色にしなくていいのかしら？」とからかったら「お嬢様の瞳の色は、ほら、この腕に咲き誇っていますから」と肩の赤い薔薇の刺繍を指差した。

　見事に返り討ちをくらってしまい、悔しいわ。

　最近のルークはすっかり生意気になったのよ。

　ルークはおそらく、朝の鍛錬を済ませて来たのだろう。幼い頃からメンダル師匠にしっかりと仕込まれているし、ここでも師匠の授業を受けるのだ。少しでも腕が鈍っていたら、あの師匠から非常識な課題が課せられるに違いない。

　流石にここでは地獄の鬼ごっこはしないだろうけれどね。

「おはようございます、お姉様」

「おはようございます、お嬢様」

　先に挨拶をしようとして食い気味のリリアンと、落ち着いた様子のルークは、前世の役割が逆転したようだ。

　前世ではおどおどしながら、懸命にわたしに話しかけようとしていたリリアンも、嫌われ者のお嬢様にためらいなく話しかけて、ぴしゃりと断られ、子犬のように悲しい目をしていたルークも……やがて、わたしに牙を剥く存在となった。

　今回は違う。

　皆、違う運命を進んでいるのだ。

　そう思っても、最後のところで心を許しきれないわたしがいる。

　三人の幼馴染みたちは、幸か不幸か人の気持ちに敏感なたちだったので、わたしの心の奥底にあるものに気づいているのだろうけれど、見ないふりをしている。そこに触れたら、わたしが消えてしまうとでも思っているのかもしれない。

　一番長く一緒にいるエマには、時折「お嬢様、ひとりで遠くに行かないでくださいませね」と囁かれる。ぼんやりと風に吹かれている時とか、仮眠に入ろうと、うとうとしている時に。

　わたしはとても臆病なのだ。

　あんなに欲しかった友達なのに、いざ手に入れたら失うことが怖すぎて逃げ出したくなる。

「お嬢様、おかけください」

　耳元でルークに囁かれて、はっとした。椅子を引いて、わたしが腰かけるのを待っていたのだ。

「ぼんやりしてしまったわ、ごめんなさいね」

「緊張しているのですか？　それとも、あまり良く眠れなかったとか？」

　彼は腰を屈めて、青い瞳でわたしの目をのぞき込んだ。

　間近でその青を見ると、わたしの記憶が揺さぶられる。

「大丈夫よ、心配しないでちょうだい」

　わたしは心の中で『そう、大丈夫、大丈夫、今度は彼はわたしを殺さない』と自分に言い聞かせた。皆が子どもではなくなり、闇聖女討伐パーティにいた姿に近づいてきてしまった。とても怖い。

　いつかまた、わたしのことを憎むのではないかと……いいえ、そんなことはないわ。

　余計なことを考えてしまうのは、きっと着慣れたデザインの制服に身を包んだせいね。

　しっかりなさい、シャンドラ・リーベルト。

　今度は世界を滅ぼしたりしないと誓ったのだから、神様のご期待に応えてもっと誇り高く生きなさい！

　食事を終えると、エマは寮に戻っていき、わたしたち三人は大ホールへと向かった。

「科で席が分かれてしまうわね」

「お嬢様、聖女科では入学式の後に何かあるのですか？」

「ええと、魔力測定があったかしら」

　リリアンに尋ねると「はい、そうですわ」と頷いた。

「騎士科はすぐに解散すると思いますので、お迎えに上がります」

「あら、ゆっくりしていていいのよ。お友達を作ったりすれば？」

「お嬢様に悪い虫がついたらいけませんので」

「過保護な人ね」

　唇を尖らせると、彼は笑って「そういう可愛い顔を、男性の前でやたらと見せてはいけませんよ」などと、お父様みたいなことを言う。

「それでは、リリアン様、お嬢様をお願いいたします」

「任せてよ。また後でね」

　なんで妹分に面倒を見てもらわなくちゃならないの？

　唇を尖らせたままリリアンを見ると「シャンドラお姉様が、美しすぎるからいけないのですよ！」とおでこをつつかれてしまった。

　うーん、そればかりはどうしようもないわね！

「お姉様、あの方が第三王子殿下ですよ。同じ学年の騎士科に入学された、リナリオ殿下です」

　式場で隣に座ったリリアンが、小さな声で教えてくれる。

「そうなのね。なかなかハンサムじゃない」

　式は順調に進み、燃えるような濃いオレンジの髪に金の瞳をした青年が、新入生の代表として挨拶している。この金色の瞳は王家の瞳と呼ばれる、いかにも王者らしい鋭い光を放つ瞳だ。

「え……お姉様、まさか、ああいうのがお好みなのですか？」

　わたしは、大勢の学生たちの前で臆することもなく、良く通る声で話す若者から目を離さずにひと言で答えた。

「全然」

　悪いけど、暑苦しい男は嫌いなのよね。前世で聖女パーティにいた彼は、熱血タイプの大剣使いで、力任せの攻撃をガンガン放ってきたのよ……闇聖女ルミナスターキラシャンドラに向けて、ね。

　壇上では、余裕の笑みを浮かべながら、リナリオ王子殿下が『国のために役立つ人間になるべく学問に励もう！』みたいなことを言っている。

「でも、あの王子がどのくらい強いのかには興味があるわね。ルークといい勝負ができるかしら」

　個人的には、ルークにこてんばんにやっつけられてほしいところだわ。這いつくばるイケメン王子を足蹴にするのもまた一興……ふふふ。

　わたしがそんな失礼なことを考えながら口元に笑みを浮かべると、挨拶を終えたリナリオ殿下と目が合ってしまった。

　負けず嫌いなわたしは、笑顔のままでその視線をがっつりと受け止める。

　やはり、前世では敵だったからか、熱血王子を見ると血が騒ぐのよね！

　するとなぜか、リナリオ王子は驚いた様子で目を見開き、それから顔を少し赤らめて視線を逸らしてしまった。烈火の如く激しい気性の戦士も、今世では気が弱くなったのだろうか？　もう戦うことはないだろうから、わたしには関係ないことだが。




　式が終わると、わたしはリリアンと連れ立って聖女科の教室にやってきた。今年は十二人が入学したとのことだ。席が決まっているようなのでさっそく座る。学院側もリーベルト家に気を遣っているのか、ちゃんとリリアンが隣に配置されている。

　すると、金髪を後ろでふたつに結び、それぞれを縦ロールにしているという派手な髪型をした令嬢が、わたしたちのことをちらりと見た。

「ゴージャス、怖い」

　条件反射で呟いてしまった。

　それが耳に入ったのか、彼女はわたしのことを軽く睨んだ。

　すぐに教師がやってきたので、名も知らぬゴージャス令嬢とはそれ以上のことはなかった。

「皆様、タイタネル国立学院へようこそ。わたしは聖女科を受け持つことになりました、ミリアム・ローリーです。四年間という限られた時間を無駄なく使って、精一杯それぞれの能力を向上させてください」

　三十歳をかなり過ぎていそうな女性が、わたしたちの担任のようだ。しかし、その目つきには優しさがない。

　なんだろう、この人は聖女科の担任だそうだが、いわゆる『聖女っぽさ』に欠ける気がする。

「聖女の仕事というのは、おそらく皆さんが考えるほど甘いものではございません。根気よく、自分を律して務めなければならない仕事なのです。光魔法が使えるから即、聖女になれるなどと思わないように。妙な選民意識をお持ちならば、今すぐ捨ててください。よろしいですわね？」

　笑みのまったくない表情でいきなりそんなことを言われて、教室に戸惑いが広がる。

　わたしたちは、光魔法が使えるというだけで強制的にこの学院の聖女科に入学させられた。他のことがやりたくても、そちらの道には進めない。元々聖女を目指していた者以外は、選民意識だなどと言われて少しモヤっと（わたしはかなりイラッと）しているだろう。

　光魔法という貴重な当たりくじを引いてしまったようなものだから、仕方がないと諦めているし、聖女も神官もこの国に必要な仕事だから、皆もできるだけがんばろうとも考えているはずだ。それがいきなり『選民意識』とは畏れ入る。『光魔法が使えるから自分は偉い』などとは思っていない者がほとんどだろう。

　ああ、そうですわね、お恥ずかしいことに前世のわたしは『未来の大聖女ですわよ、おほほほほ』と偉ぶっていましたけれどね。

　それ以外のことでは自分を肯定してもらえないと思っていた、哀れな美少女をお許しくださいませ。

　戸惑いと怒りを声に出す者がいないため静まり返った教室で、ミリアム先生は続けた。

「これからわたしは、なるべく多くの聖女を卒業させることができるように、厳しく指導していきますので、覚悟をしてください」

　あー、この人、エリザベス夫人を百倍くらいにキッツイ感じにしたような雰囲気だわ。エリザベス夫人には愛が感じられるから、厳しい指導をされても彼女のことを嫌いにはならなかったけれど、この女、じゃなくてミリアム先生はどうだろうか。

　見た感じ、愛などなさそうよ。

　あと、経験者だからわかるけど、この人はなんだか拗らせているわね。

　それにしても、前世では別の人が担任だったような気がするんだけど、なぜこの人に替わったのだろうか。不思議である。

「まずは、ひとりずつ簡単に自己紹介をしていただきます。アライア・チェスターさんからどうぞ」

「はい」

　ゴージャスなふたつ結びロールさんが立ち上がった。廊下側の一番前の席から、自己紹介が始まるようだ。

「チェスター伯爵家の長女、アライアでございます。どうぞよしなに」

　チェスター家も力のある上級貴族だ。リーベルト一族ほどではないけれど。綺麗なカーテシーを行って、アライアさんは座った。そのまま、名前を告げるだけの自己紹介が進んで、わたしの番になる。

「シャンドラ・リーベルトですわ。どうぞよろしく」

　クラスメイトへの自己紹介にカーテシーなんてしてられないので、わたしはにっこり笑って会釈するだけにとどめて席につく。

　リーベルト伯爵家の名前は当然ながらよく知られているので、少しざわつきながら注目を浴びた。

「シャンドラさんは、エレーナさんのお嬢さんなのですわね？」

　ミリアム先生に聞かれたので「はい」とだけ答える。

　彼女の顔が少々強張って見えた。ミリアム先生はお母様の知り合いで、しかもさほど仲が良くなかったのかもしれない。

「リリアン・ウィングです。シャンドラお姉様の妹分にしていただいております。どうぞよろしくお願いします」

　こうして淡々と自己紹介が進み、最後のひとりまでいくと先生が「ようございます」と締めた。

　驚いたことに、わたしは前世でのクラスメイトの名前や人となりをすっかり忘れていた。これは、巻き戻った時に記憶がなくなってしまったのか、それとも今回の聖女科の学生が一新しているのか……神様にしかわからないし、わたしはどちらでもかまわないのでこのまま放置しようと思う。

「それでは、今の順番で、こちらにある光魔法専用の判定石を使っていただきます。これで聖女としての光魔法を使うための魔力がどれくらいあるかわかります。アライア・チェスターさん、いらっしゃい」

　ふたつ縦ロールのアライアさんが立ち上がり、両手で子どもの頭ほどある透明な石に触れた。

　ふわっと青白い光が輝く。

「そこそこです。次の人」

　魔力の量に自信があったらしいアライアさんは「そこそこ……」と口元をひくつかせながら席に戻り、次の学生に代わる。

「まあ、そんなものでしょう。次」

「はあ、なるほどね。次」

「ふむ、そうきましたか。次」

　わたしはミリアム先生の判定を聞いて、感心した。いちいち学生を苛立たさせるような言葉を、色んな方向から口に出しているのだ。

　もしかすると、これも聖女としての修行の一環なのだろうか。

　聖女は精神力を鍛えて、どのような状況でも動じない心を持たないといけない。攻撃が飛び交う戦地に赴くこともあるし、大怪我を負った人の治療をする時に、患者の無惨な姿に動転したり気を失ったりしたら困るからだ。

　そんなことを考えていると、わたしの番になった。

「シャンドラ・リーベルトさん」

「はい」

　十二人とはいえ、全員の名前を覚えているのは素晴らしい。

　わたしは教壇の前に進み出て、両手で石に触れた。

　あら。

　やだ。

　全然反応がないわ。

「ミリアム先生、この石は、もしかすると癒しとか浄化とか、そういう魔法を使うための魔力しか反応しないとか……」

「その通りです」

　なるほどね。このシャンドラ・リーベルト、闇聖女として力を振るった時も、身体強化とか光線とか爆発とか、威勢の良い魔法が得意だったのよね。そして、聖女科の授業での魔法は苦手だったの。

　でも、皆無ということはないはず。

「ふん……んんんんん……ふぬぬぬぬぬぬぬぬ」

「シャ、シャンドラ、さん？　あなたは何をしているのですか？」

「んぬあああああああああーッ！」

　めちゃくちゃ気合いを入れてみた。

　全力で魔力を石の中に叩き込む。

　するとようやく、ごくごく小さな青白い光が石の中に微かに浮かび上がった。

「出た！　先生、ほら、ここ、ここのところです！」

「え、はい」

「見えました？　光ってましたよね？」

「……微かに……おや、まあ」

「ふう、疲れた」

　わたしが額の汗を拭おうとしたら、すかさず駆け寄ったリリアンが「お姉様、お拭きいたしますわ」と、ハンカチでぽんぽんと押さえてくれた。

「お疲れ様でございます」

「ありがとう、リリアン」

　わたしが笑顔で頷き、やりきった感を出して胸を張りながら席につこうとしたら、ミリアム先生に呼び止められた。

「シャンドラ・リーベルトさん！」

「なんですか？」

「あなた……もしや、ふざけているのかしら？」

「先生ったら、なんてことをおっしゃるのですか！」

　わたしが「全力を貶められては黙っておりませんことよ！」と憤りながら先生の方へ数歩進むと、彼女は怯みながら言った。

「いえ、その、失礼申し上げましたわ。けれどもあなたはエレーナさんの娘ですよね？　姿形がそっくりだし……」

「そうですわ。エレーナ・リーベルトは間違いなくわたしの母です」

「エレーナさんはとても力のある聖女だったのですよ。大聖女と言っても良いほどに強い光魔法を使い、多くの人々を癒して……」

「その娘のわたしに、聖女としての魔力が少ないのはおかしいとおっしゃるのですか？　ミリアム先生。母は母、わたしはわたしですわよ」

　わたしはふんぞり返って、ものすごい上から目線で言った。

「姿は似ていても、わたしは母とは別の人間です。母の魔力は強大だったかもしれないし、聖女に向いていたかもしれませんが、わたしの魔力は今ご覧になった程度ですし、正直、聖女向きではないのです。光魔法が使えるというただそれだけで、こちらの聖女科に入学したまでです」

「……」

「ええ、自分の力がどのくらいなのかはわきまえておりますわ。力不足で退校処分になさるというのなら、わたしはかまいません。転科できるのならそちらを望みますわ。気持ちを切り替えて、自分に向いた勉強を始めたいと思います」

　ミリアム先生は、なんとも言えない顔をしてわたしをまじまじと見ていたが、やがて「けっこう。席に戻りなさい」と言って視線を逸らした。

　というわけで、わたしの魔力量がクラスでもダントツに少ない（あくまでも、聖女の使う魔法のための魔力だが）ことがわかって、本日の授業は終わった。

「行きましょう、リリアン」

「お待ちになって」

　声をかけてきたのは、ふたつ結びの縦ロールさんだ。

「ゴージャス……いえ、アライア・チェスターさんでしたわね。何か？」

　この学院内では、身分とか貴族階級とか、そういうことにはとらわれない決まりになっているので、わたしはチェスター家の令嬢にも気軽に返事をした。

「シャンドラさん、あなた、その魔力量でどうやっていくおつもりなの？」

「どうって……こればかりは生まれついてのものだから、どうしようもないもの」

「あらそう」

　アライアさんは、呆れたように肩をすくめた。

「光魔法の才があるからといって、すべての者に入学を認める規則は現実的ではないわね。あなたでは、聖女の魔法はろくに使えないのではないかしら？」

「ほぼ間違いなく、使えないわね。でも、この国の法律のせいで入学を辞退することはできないから、仕方がないわよ」

「……そうですわよね」

　アライアさんは、腕を組んで、わたしを怖い顔で見た。

「あなた、絶対にわたしたちの足を引っ張ると思うから、無理だと思ったら何事も早めに離脱なさいな」

「あら」

「下手に手を出されると迷惑だと言っているの。聖女の務めはできる者に任せておけばいいのよ。よろしくて？」

　すると、隣で真っ赤な顔をしてぷるぷる震えていたリリアンが「そんな言い方はひどいと思います！」とアライアさんに向かって言った。

「もしかしたら、これからお姉様の魔力量が増えるかもしれないし」

「リリアン」

「お姉様は素晴らしいお方なんです、魔力量がわずかでもその素晴らしさは」

「リリアン、黙りなさい」

　わたしは手のひらで妹分の口を塞いだ。

「勘違いしないの。アライアさんがおっしゃるのは、少ない魔力量をなんとかしようとして、わたしが無理をしないようにと、そういう時にはクラスメイトに頼りなさいということなのよ」

「……え？」

　わたしの言葉を聞いたリリアンがアライアさんの顔をまじまじと見ると、彼女はふたつの縦ロールを揺らして「ふん」とそっぽを向いた。

「心配してくださってありがとうございます。アライアさんって、誤解されやすい方でしょう？」

「べ、別に、そんなことはなくてよ！」

　冷静を装っているが、耳が赤い。

「リリアン、わたしはとても思慮深くて観察力があるから、アライアさんの本当の気持ちがわかったの。わかりにくいので仕方がないけれど、彼女のお気持ちを傷つけるような発言をしてしまったのは良くないわね」

「わわわ、わたしったら！　申し訳ありません、アライアさん！　勘違いしちゃって恥ずかしいです！」

　リリアンが深々と頭を下げると、アライアさんは「ふんっ、まったく、全然、あなたの発言などこのわたしの耳に入っておりませんわよ」と鼻を鳴らした。

「リリアン、アライアさんはあなたの失言をお許しになると言っているのよ」

「流石はお姉様、わたしにはわかりませんでしたわ！　ありがとうございます、アライアさん。これからよろしくお願いしますね」

　すると、ゴージャスな巻き髪をしているけれど実は親切なチェスター家の令嬢は「仕方ありませんわ、こうして同じクラスになってしまったのですから、多少の無礼なら見逃しても良くってよ、では失礼」と言って去っていった。

「今のは『クラスメイトとして仲良くしましょうね』という意味よ」

「あんなわかりにくい言い回しがよくわかりましたね！」

「ふふふ」

　素直になれないところが前世のわたしにそっくりだから、彼女の心の中が手に取るようにわかるのよね。




　聖女科の教室を出る前にまずはこっそりと廊下をのぞいてみると、面白いものが見られた。

　うちの『愛と光の守護戦士』様が、女学生に微妙な距離を取られ、しかし明らかに取り巻かれて少し困った顔で立っていたのだ。遠距離包囲である。

「あらら、うちの従者にモテ期がきたようだわ……」

　リーベルト家で暮らしていたルークはわたしの従者なので、伯爵家で雇われている女性もアプローチしてこなかったし（そんなことをしたら、たちまち首を切られてしまうからだ）街や村に出かける時にはルークはいつもわたしの護衛としてついてきていた。休みの日には出かけたりしないで剣の鍛錬をしていた。

　だから、若い女性と直接関わることはほとんどなく、自分の容姿が優れていることに気づいていない……かな？

　鏡を見たらわかるわよね、ふふふ。ただ、男性と女性とは感じ方が違うから、平民上がりの騎士志望である彼は、見た目が多少良くても自分がモテるとは考えていないのかもしれない。

「お姉様を差し置いてルークに近づくなどとは、不届きな……あれ？　誰も近づいてはきませんね」

「彼にはある種の迫力があるから、話しかけにくいのかもしれないわ」

　スーパースターの持つ輝き……彼にはそれが備わっている。たぶん、前世が勇者だったからだろう。

「メンダル師匠に鍛えられてきたからか、存在感がありますよね、ルークもお姉様も」

「わたしは野辺に咲く可憐な花程度の存在感だけど」

「うふふ、面白い冗談ですわ」

　あっさりかわされてしまった。この子のメンタルも相当鍛えられたわね。

「正直な話、エマさんの存在感のなさの方が、わたしは怖いです」

「あれはね、ないんじゃなくて高度なテクニックで存在感を消しているのよ」

「いつ喉をかっ切られるかと思うと怖すぎて、夜しか眠れません」

「わたしに敵対しなければ、喉は安全よ」

「死んでも敵対しませんからね！」

　死んだらダメでしょう。

　いくらエマでも、死霊の呼び出しなんてしないと思うし……しないわよね？

「でも、ルークって本当にルックスがいいですよね。シャンドラお姉様の美しさといい勝負になってきました」

「ふうん」

「もちろん、お姉様の圧勝ですけれどね」

「よしよし」

　従順な子ウサギの頭を撫でておく。

　だが、女学生たちの反応は無理もないかもしれない。

　真新しい制服に身を包んで、首周りが鬱陶しかったのか少しタイを緩めて、窓辺で風を受けるルークは、貴族の鑑賞に耐えうるレベルの芸術品……ではなく、美青年なのだ。

　彼は顔立ちが美しいだけではなく、すっと伸びた背筋と高い身長に長い脚、そして制服を着ていてもわかる鍛え抜かれた筋肉質の体と、これでもかと女子ウケ要素を盛っている。

　そんなルークに親しげに話しかける勇敢な女の子はいないようだ。しかし、珍獣でも発見したような興奮ぶりで、そわそわしながら距離を置いて彼を見る女学生の輪ができていた。

　ほとんどは聖女科の学生のようだが、胸の薔薇を見ると黄色や白も交ざっている。流石に赤はないようだ。騎士科から後をつけてくるような、勇猛果敢な将来の女騎士がいないことにはほっとした。

　見ると、ひとりなどは美術に覚えがあるのか、手に持った紙に彼の姿をスケッチしている。こっそり描いているつもりだろうけど、ものすごく真剣な表情でルークを見ているから、気合いが全方位に放射されてバレバレなのだ。

　後で見せてくれないかしら？

　気になるわ。

　まあ、サラサラの黒髪を風に揺らす青い瞳のルークは、客観的に見てもわたしたちの学年で一、二を争うイケメンだと思うから、外見で多くの女性の心をさらうだろうなとは思っていた。

　でも、彼はわたしの下僕……ではなく、側近ですからね。

　おさわり禁止ですわよ！

「シャンドラお嬢様、お疲れ様です」

　わたしが何食わぬ顔で教室から出てきたのを見て、彼はほっとしたように微笑んで言った。それを見た女学生からため息がこぼれる。

「ルーク、ごめんなさいね。待たせてしまったかしら？」

　長い脚で数歩進んだ彼は、わたしの前に立った。品のある滑らかな所作（剣技を極めると仕草も美しくなる、というのがメンダル師匠の考えで、無駄を省いた技は確かに美しいものだ）（そしてお作法に関しては、うちの執事とエリザベス夫人に叩き込まれている）は長年の訓練の賜物なのだが、それを知らない者は、彼のことを生まれついての高貴な存在ではないかと誤解するかもしれない。

「お嬢様、謝る必要などございませんので、どうぞお気遣いなく。お嬢様のためならわたしは何時間でも待ちますよ」

「あら、そう」

　んまああああ、というひそやかな感嘆の声が上がる。

　ちらりと見ると、通りすがりの女学生たちも加わって人数が膨れ上がっている。

　あなた方、早く目的地に向かいなさいな。

　こんな所で油を売っていていいの？

「あ、お嬢様」

　彼はそっけなく頷いたわたしの前に屈むようにして「失礼。タイが歪んでおります」と、わたしのリボンタイを結び直した。彼は護衛兼執事なので、エマがいない時は身につけているもののチェックも怠らないのだ。

「わたしのタイも直されたい……」

　そんな声が聞こえたけれど、ルークはわたしの従者なので、タイを直すのもわたしのだけなのよ。

「お嬢様、どうされましたか？　聖女科で、何か問題でも？」

　耳元でひそひそと話されて、わたしは「大丈夫、問題ないわ」と答えた。

「それなら良いのですが……何か気がかりなことがありそうな顔をしていますよ」

「気のせいじゃない？」

　美麗な顔がこんなに近いと、冷静さを保つのに苦労してしまう。

　あと、声が問題。声変わりしてから、ルークの声が良すぎてつらいのだ。

　彼はわたしだけに聞こえるようにしたい時、少し低めのかすれた声で話すのだが、最近はそこに色気のようなものが乗ってきている。

　ほんの最近まで、一緒に勉強したり、遊び回ったりするやんちゃで優しい幼馴染みだったのに。生意気にも大人になっちゃって。

「そうね、わたしが今気になるのは、今日のランチのメニューだわ」

　そう言うと、ルークは「それはわたしも気になります」と、子どものように笑った。

「はうっ」と変な声がした。誰か倒れたのかもしれない。

「それでは、昼食をいただきに参りましょう……お手を失礼いたします」

　学生たちで混雑している廊下（その原因は、間違いなくルークである）を通り抜けるので、彼はわたしの右手を軽く握った。人通りの多い街の中で買い物をする時は、いつもこうして手を握っていたのだ。腕を組むと万一の時の防御や迎撃に支障が出るからと、彼はいつでも前に出て戦えるように、右手を空けてそっとわたしの手を握る。

　それを見て、周りからざわめきが起きた。

「まあああーっ、あのふたりって……」

「もしや、そうなの？」

「嘘でしょ、わたしの失恋最短記録だわ！」

　いえいえ、そうではありませんわよ。

　と、わたしの左手も握られた。

「なんか、おなか空いちゃいましたねー。早く食堂で美味しいごはんをゆっくり食べましょ！」

　元気な子ウサギが、ニコニコしながら手をつないでいた。

　右手にイケメン、左手に可愛い子ウサギを連れて、わたしは微笑んだ。

「そうね、お昼のメニューも、きっと美味しいでしょうから楽しみね」

「わたしはやっぱり肉料理が食べたいですよ。できれば魚も」

「両方だなんて、ルークはまだまだ育ち盛りなのね」

「わたしは食べた分は動いていますからね。お嬢様は……」

「皆まで言わなくて、よし！」

　わたしたちの頭の中は、お昼ごはんでいっぱいだったので、もう他人のことなどかまわずに食堂を目指して行った。

　皆様、色気より食い気で申し訳ございませんわね。




　翌日から、主にミリアム先生の『聖女的な』授業が始まり、数日が過ぎた。

　聖女科に入ったのは、ひとりを除いては貴族だったので、一般教養はそれぞれの家で家庭教師を雇い、学び終えている。

　平民出身の生徒だけがまだ知識を身につけていないが、聖女魔法を学ぶために特に支障がないので一緒に授業を受ける。そして放課後に、他の科の平民出身と家庭の事情により学習レベルが十分でない貴族の学生（貧乏な貴族、というものも存在するのだ。領地に生産に向かない土地、例えば資源にならない岩山や作物が育ちにくい土質の土地などが含まれている場合、領地の経営はかなり厳しくなる）は知識を補うために特別授業を受けるのだ。

　スージーさんという平民の生徒も放課後の授業を受けているが、なかなか苦労しているようだ。光魔法の才があるというそれだけで、強制的にこの学院に入れられてしまうので、たとえ勉強に向いてなくてもやらなければならない。

「ふわあああ、眠い……」

　目の下にくまを作った長いおさげのスージーさんは、教室に入ってくるなり机に突っ伏した。きっと遅くまで勉強しているのだろう。

「ああもうつらい、つらすぎる……聖女科やめたいよう、おうちに帰って爆睡したい」

「なんてことをおっしゃるの！　スージーさんは！」

　ふたつの縦ロールを震わせて、腰に手を当てて横に立つのは、言葉がすべて上から目線になる呪いにかかった（としか思えない）アライアさんだ。

「わたしたちは神様から貴重な才を与えられたのですわよ。それなのに、まだ始めて間もないというのに、弱音を吐くなんて情けないですわ」

「うあー……アライアさん……じゃなくて」

　わたしはぼんやりと頬杖をつきながら、おさげ対縦ロールの戦いを眺めていた。

「これはこれはチェスター伯爵家のご令嬢ではございませんかー、えーと、本日もご機嫌麗しゅう類い稀なる美しき輝ける金髪があれまあ今朝もまばゆく目に刺さって痛い眠いもうマジやめたい」

　スージーさんが、作法の授業で習ったらしい『淑女としての丁寧な話し方』を試みて、途中で見事に撃沈した。

　彼女は机をバンバン叩きながら叫んだ。

「あたしには無理なのよ！　なんで八百屋の娘に光魔法なんて才が下されるの！　才能の無駄遣いってやつじゃないさ！　計算が速いとか甘い果物を見分けられるとか男運が良いとか、あたしが欲しかったのはそういうささやかなやつだったのに！　無理だよ、あたしには無理だよう……おうちに帰してよう……」

　いや、男運は違うだろう。

「スージーさん、『あたし』じゃなくて、『わたし』ですわよ。……かなり深刻な感じね。まったく、ろくな勉強をしてこないでこの教室の席に座ろうなどと、無謀の極みですわよ。さあ、どこがわからないの？」

「計算が……」

　アライアさんは目を見開いた。

「まさかのそれ？　八百屋の娘として計算が苦手というのはどうかと思いますわよ！　ほら、さっさと教科書を出してごらんなさい」

「うわーん、ありがとう」

　今朝も上から目線が絶好調のアライアさんは、スージーさんの隣の席から椅子を借りてくると、そこに座ってスージーさんに教え始めた。

　わたしは窓の外を見て「あー、わたしも聖女科やめたい」と呟いた。

「大丈夫？　シャンドラさん」

　その言葉を耳にして、クラス委員長のアルマさんが声をかけてくれた。

「大丈夫じゃないわ。わたしはどう見ても、聖女科にいるのがおかしいでしょう」

　アルマさんは「うーん、まあ、でも……」と困った顔で笑った。

「確かに、かなり苦戦しているみたいね。でもまだ勉強を始めたばかりじゃない？　入学式の日には聖女魔法の発現も確認できたんだし」

「これっぽっちの光だったけれどね、ほら、こーんなの」

　わたしは指先で、とっても小さな粒を表した。

「ミリアム先生も、目を凝らさないと見えないくらいだったわ」

「たとえ小さくても、あるのとないのでは大違いだし、これから魔力が育つかもしれないじゃない」

　アルマさんは、頭が良くて面倒見もいい、とても優しい令嬢なので、そう言ってわたしを励ましてくれる。

「手伝えることがあるなら、いくらでも力をお貸しするわ。そう気を落とさずに、ね？」

「ありがとう、アルマさん」

　黒髪に茶色い目をしたアルマさんは、微笑んで自分の席に行った。優しいし、まさに聖女にふさわしい女性だ。

　今日も顔が怖いミリアム先生が教室にやってきて、わたしたちの顔をぐるっと見回してから「聖なる文言の授業を始めます」と言った。

　これは控えめに言って、大変つまらない授業だ。神様がお姿を現した時に発したとされる言葉をかき集めて、それらしくまとめた本を、順番にひたすら読み上げる。前世では、自分が大聖女になるのだと信じて丸暗記していたわたしだから、これ以上勉強する必要がないし、今はその内容に引っかかりを感じるのだ。

　神様に直にお会いしたわたしが言うのだから、間違いない。

　これ、絶対、神様は言ってない！

　神様の言葉なら「やあ、シャンドラちゃん、元気にやってる？　今度世界を壊したらデコピン百連発しちゃうからねー、でもそれ以外は楽しく暮らしていいよ！」って感じになると思う。

　間違っても「汝ら迷える愛し子たちに、聖なる指標となる言葉を授けよう」なんてことは言わない。神様は神様としてのお仕事はきちんとやるし、せっせと神託を授けてくれて、いつもわたしたちを（ハラハラしながら）見守っているけれど、やたらに偉ぶったりしないし、「皆いい子だねー可愛いねー」とは言うだろうけど「我を崇め奉らん」なんて言わない。

　そんなのを聞いたらきっと「うわー、ダッサ！」と、鼻の頭に皺を寄せるだろう。

　今日もいい天気だ。

　窓から入る風はとても爽やかで……眠りを誘う……。

「シャンドラさん！　起きなさい！」

　おう、驚いた！

　ミリアム先生は瞬間移動ができたのかしら？

　机の脇で、先生が眉を吊り上げていた。

「授業中に背筋を伸ばして白目を剥いて眠るのはやめなさい。その器用さを、どうして魔法に生かせないのですか？」

　あら、わたしったら一瞬で落ちてたのね。

「そんなにわたしの授業を受けたくないのなら、どうぞ廊下にお行きなさい」

「寮に帰ってもいいですか？」

「ダメです！　しばらく廊下に立ってなさい！」

　わたしが「はーい」と言って立ち上がると「『はい』は伸ばさない！」と、また叱られてしまった。

「そのように不真面目で聖句を覚えないのだから、ろくに魔法が使えないのです」

　いや、丸暗記してるのよね。

「先生、それは違うと思いますよ。こんなのは神様の言葉じゃないから、いくら覚えても魔法には関係がないんじゃないかなって……」

「口ごたえは許しません！　さっさと出て行きなさい」

「はーい」

「『はい』は」

「伸ばさない」

「シャンドラさん！」

　また先生が怒鳴る前に、わたしはとっとと廊下に出て扉を閉めた。

「意味のない授業を受けるより、ここにいた方がましだわ」

　授業の時間はそれぞれの学科でずれていることもあるので、廊下にはかなりの人通りがある。そして「あれ、また立たされてるの？」「君は授業の初日から立ってるよね、あははは」なんて声をかけられるので、とりあえず手を振って応えている。

　聖女科のシャンドラ・リーベルトは、前世とは違った意味で有名人になりつつありますわ。

「シャンドラさん、お疲れ様ね」

　くすくす笑うのは、騎士科のお姉様であるジェシカさんだ。

　オレンジ色の髪をきりりと後ろで縛ったジェシカさんは、わたしと同じ赤い瞳だ。二年生の彼女は、新入生ながら剣術に長けたルークに目をつけて、彼の主人である聖女科の美女とはどのような人物なのかと見に来たら……廊下に立たされる常連だった、というわけだ。

「授業はつまらないから、廊下の方が居心地がいいですわ」

「もったいないわね……騎士科に転科できればいいのに」

　ジェシカさんはルークから、わたしも幼少時からメンダル師匠に鍛えられたことを聞き、聖女科にしておくのはもったいないとおっしゃるのだ。

「メンダル先生の鬼ごっこから長年生き残ってきた逸材を、廊下に立たせておくなんてね。国の決まりとはいえ、才能の無駄遣いだわ」

　メンダル師匠、さっそく鬼ごっこをやってるんかい！

　心の中で、全力のツッコミを入れてしまったわ。

「わたしもそう思います。ミスリルの真剣を持って追いかけてくるメンダル師匠から、逃げ続けてきたあの日々を無駄にしたくありません」

「み、ミスリルの真剣を、ですって？」

「最初はナイフでしたけど」

「……今は訓練用の木剣を持って追いかけてくるのよ。それでもあんなに怖いのに……ええー、ミスリルの真剣はいやだわー」

　ジェシカさんは、ポケットからチョコレートキャラメルをひと粒取り出した。

「ほらこれ、美味しいからあげるわ。なんとか転科できないか、学生会でも聞いてみるわね」

「わあ、ありがとうございます！」

　おやつをもらって、大喜びである。

　ジェシカさんは美人で剣が強くて優しい、素敵なお姉様である。おまけに、一年次から学生会に所属している才媛なのだ。

　わたしはジェシカさんを見送ると、さっそくチョコレートキャラメルを口の中に入れた。

「んー、美味しいわ」

　もっきゅもっきゅと噛んで、口の中に甘く蕩けるキャラメルの味に酔いしれる。かなり大きなキャラメルなので、食べ応えがある。

　騎士科では、激しい訓練でスタミナを消費するから、甘いおやつを持ち歩く人が多いのだ。この数日、廊下に立たされている時に、何人かの親切な先輩がおやつをくださって、その時に聞いた。

　もっきゅもっきゅしていたら、急に教室の扉が開いた。

「……シャンドラさん！」

　おやつがバレた。

　そしてわたしは、放課後にお祈り室に行って聖句を書き写すという（これももうお馴染みの）罰を受けるのだった。




　しばらくは、ミリアム先生の座学が続いた。どれもこれもが一度学んだもので、しかも優等生だったわたしはその内容をほぼ完璧に覚えているものだから、時間の無駄でしかなく、結果、居眠りの常習犯となった。

　理由はわからないけれど、わたしは前世での学内の学生や先生に関する記憶が定かではない。行事についても『そんなことがあったっけ』くらいしか思い出せない。なのに、勉強の内容だけははっきりと覚えている。

　これは、神様がおまけしてくれた、ということで合っているのだろうか。

　それとも、巻き戻したことで多くの人々の運命が変わってしまって、彼らに授かった才能にも変化があり、結果として学院に集まった人々の顔ぶれが変わったのだろうか。

　聖女科では、座学の知識がどの程度定着したのかを調べるため、たびたび小テストが行われた。そのたびに満点を出すわたしのことを、先生は変な虫でも見つけたような表情で見ていたが、だからといってわたしの居眠りを見逃すわけでもなかった。

「先生、睡眠学習というものがあってですね」とまことしやかに言い訳をした時は「わたしの授業を起きたまま受けるのも、聖女としての勉強です」と、廊下行きにされてしまった。

　ミリアム先生はある意味、大変公平な教師であると言えよう。彼女の辞書には『お目こぼし』という言葉はなさそうだ。

　というわけで、わたしは廊下でぼんやり立っていたり、反省室、もといお祈り室の常連になった。

　先生には申し訳ないけれど、足腰が異常に丈夫なわたし（もちろん、メンダル師匠のしごきの成果である）は何時間廊下に立っていてもまったく苦にはならなかったし、いつの間にか顔馴染みになった通りすがりの同級生や先輩とひそひそお喋りをして、ちゃっかりおやつをもらったりしているので、そこそこ楽しく過ごしていた。

　お祈り室では、暗記している聖句をとっとと書いてから、本来の使い方をして神様にお祈りをし、学院生活が意外に楽しいのですよとか、最近ルークが変だけど、わたし、彼に何かしたかしら？　なんてことを報告している。

　もちろん神様の返事はないけれど、たまに小さな青白い光をチカチカしてくれるので、面白がって聞いているのかもしれない。

　わたしが奮闘した話が一番光るのよ。

　あと、ウケるのはミリアム先生との攻防ネタね。




「今日は、神殿での授業となります」

　ミリアム先生がそう言って、わたしたち聖女科の学生は先生の後について学内神殿に向かった。

「いよいよ実技ね」

「神殿には見学でしか行ったことがないから、緊張するわ」

　聖女科のお嬢様方が、お上品に囁き合っている。

　わたしたちが聖女や神官としての活動をするための訓練が、この学内に建てられたそれぞれの神殿で行われる。ここには聖女の魔法を効率よく使うための道具や施設が備わっていて、小ぶりながら、そのレベルも作りも国の正式な神殿とほぼ同じである。

　二度目の学院生活なのでわたしには見慣れた建物だが、リリアンは「すごーい！」を連発して神殿内部を見回している。確かに、品の良い壁画や彫刻が施されていて、見た目も美しい建物だ。

　ここで聖女科の学生が製作したものが王都で販売されて、その収益がこの建物の維持に使われている。王都には聖女科マニアという人々もいて、文化祭では特別に売り出される、出来たてほやほやな聖水が大人気だそうだ。

　そんな人たちも流石に神様のことを畏れているらしく、学生に対してあまり不届きな振る舞いをする者はいないのが幸いである。

　最近わたしは、リリアンを少し遠ざけている。入学当初はわたしがいないと不安になるのかべったりくっついて離れなくて、このままだと姉離れができないのではないかと思い、エマに相談した。

　その後に、エマの策略で「お嬢様に不利なことがないように、リリアンさんはなるべく多くの学生と交流して、噂や内緒話などの情報を手に入れてもらえないでしょうか？　聖女科だけではなくて、学院の学生の中にひそやかに潜入するのです。そして、このことはお嬢様には内密にお願いいたします」と謎のミッションを告げられたリリアンは、元々の明るい性格を生かしてコミュニケーションを取りまくり、入学して間もないのに一学年での有名人となっていた。

　彼女は当然ながら、わたしの妹分としての位置は他に譲らないものの、多くの友人もできて楽しそうに毎日を過ごしている。ふわふわした小動物っぽいリリアンは、男子学生にも人気があるらしい。ルークに続いてモテ期がきたのだろうか。

　わたしはというと、誤解されやすいチェスター伯爵令嬢の通訳として、クラスで活動している……わけではないけれど、それなりに楽しく過ごしている。

　チェスター家はリーベルト家に並ぶほどの力を持った伯爵家なのだが、アライアさんの独特な口調とわかりにくい性格のせいで、学院でうまくやっていけるのか、下手したら多くの敵を作るのではないかとご家族に心配をされていたらしい。

　そんなアライアさんからの手紙に、こともあろうにシャンドラ・リーベルト伯爵令嬢という大物の名前が出てきて慌てたらしいが、素早く調査をした結果、わたしのおかげでアライアさんが誤解されることなく、スムーズに学院生活を送れていると知り安堵したとのことだ。

　これは、学院に紛れ込んでいたチェスター家の間諜を捕まえて聞き出したので、確かな情報である。

　いえ、拷問なんてしていませんわよ？

　メンダル師匠譲りのにこやかなお顔でお話し申し上げただけでございますわ。

　さて、本日の実技は聖水作りである。

　聖水とは文字通りの聖なる力を封じ込めた水で、魔除けとか、アンデッドという呪われた魔物を退治する時にとても効果を発揮する。聖なる魔法を使う時の補助にもなる。

　教会や神殿での儀式にも使われるし量が限られたものなので、裕福な貴族や平民の家以外では手に入りにくいが、大事なものや食べ物に振りかけたり、飲み物に入れて飲むこともある。

　ちなみに、その効果はというと、神様への敬虔な気持ちが強く信心深い者ほど、大きな効果を発するらしい。わたしは飲んだことがないから、よくわからない。

　教会で、神父様が神託をいただけるように、聖水を飲んだ信心深い人が特別なお恵みをいただき、病気が快癒したり望みが叶ったりするのだろう。

　ちなみに、個人的な欲望はほとんど叶えられないらしい。だが、素敵な男性と出会いたい、とか、お誕生日のプレゼントは欲しかったおもちゃがもらえますように、くらいの可愛らしいものなら良いという。

　神様はきっと『面白いか面白くないか』も重要視しているのだと思う。

　そんなことを言ったらミリアム先生に立たされるから、言わないけれどね。

　で、今日はその聖水を作るのだが……実はわたしは、前世でもこの聖水作りが苦手であった。なんと、いまだに一滴も作れていないのだ。

　まあ、世界を滅ぼすような邪悪な心を持つ闇聖女だったのだから、当たり前だわね。聖水じゃなくて変な汁を作り出しそうよ。

　わたしたちは先生の指示に従って、神様の像（全然イケメンじゃない……こんなの神様じゃないから作り直しを要求したい！　リーベルト家から寄付をしてもらって新しくしてしまおうかしら）の周りに置かれた人数分のクッションの上に、靴を脱いで座った。

　そして、学内神殿の神官様が、わたしたちひとりひとりにティーポットくらいの壺を手渡してくれた。

「気持ちを楽にしてくださいね。うまくできなくても、神様は優しいお気持ちで見守ってくださいますよ」

　まだお若い神官様は、そんな優しい言葉をかけてくれた。わたしが暗い気持ちになっているのに気づいたのかもしれない。

「ありがとうございます」

　わたしはお礼を言って、カラカラに乾いた壺を受け取って、絶望した。

　ああ、聖水を出せる気がしない……。

　皆のもとに壺が行き渡ると、神官様は神様の像に向かって感謝の祈祷文を唱えた。そして、学生で聖歌を斉唱する。神様の像に、キラキラした青白い光がまとわりつくのが見えた。神官様の魔力かもしれない。

　それからわたしたちは、それぞれの壺に向けて、聖水を賜るための祈祷文を唱えた。すると、斜め前にいたリリアンが「あっ、先生！」と声をあげた。

「リリアンさん、どうしましたか？」

「壺がいっぱいになりました」

「そうですか。それでは、こちらの瓶に注いでください」

　先生は、台車に載った巨大なガラス瓶を彼女に示した。リリアンは壺を持って立ち上がると瓶に近づき、ゆっくりと壺を傾けた。ほのかに光る聖水がガラス瓶の中へと流れて底に溜まる。

「自分の場所に戻り、祈祷文を……」

「あ、またです。いっぱいになりました」

　流石は大聖女だったリリアンだ。空けたばかりの壺には、なみなみと聖水が満ちている。

「……あなたは瓶の脇に立って、祈祷していなさい」

「はい」

　リリアンは壺を持って立ち、聖水ができたら瓶を空け、またできたら瓶を空け、という聖水製造機と化した。

「魔力が尽きそうな感覚はわかりますね？　そうなる前にやめるのですよ」

「はい、先生」

　いや、リリアンの魔力は無尽蔵なのだ……しばらくしたら、もう一台の台車がやってきた。ガラス瓶のお代わりを用意したようだ。

「ある程度聖水ができた学生は、わたしに見せてからこちらの瓶に注いでください」

　聖水作りに成功した学生たちが、嬉しそうに立ち上がって、出来たての聖水を先生に見せては瓶に注いでいく。

　それを横目で見ながら、わたしは必死に壺に力を込める。

「聖水……聖水、出てこーい……」

　やっぱり無理。

　一滴も出ない。

　ふんばっても出ない。

「あとは、シャンドラさんだけですね」

　しまった。

　いつの間にか、わたし以外の学生は皆、聖水作りに成功していた！

　というか、これは失敗する方が難しいと言われている、聖女の仕事の基礎の基礎なのだ。

「祈祷文を唱えるのに、気持ちがこもっていないのではないですか？」

「そんなことはないと思います！　めっちゃ気合いを入れてます！」

　わたしは壺を抱えて「ふんんんんんんぬぬぬぬぬぬぬ」と魔力を込めた。しかし、わたしの聖女的な魔力はほんのちょっぴり光る程度のものなのだ。

「先生、出ません……」

　一滴も聖水が作れない。

　わたしは本当に、才能がないのだ。

　しかし、先生は許してくれなかった。

「出ません、ではありません。神様にお祈り申し上げて……」

「お祈りしてます！　でも、わたしには作れないんです！　わたしには聖女としての才能はないんですよ、先生！」

「シャンドラさん、落ち着きなさい」

　逆ギレしたわたしを見て、ミリアム先生はため息をついた。

「才能があるかないかは、神様がお決めになります。確かにごくわずかでしたが、シャンドラさんは魔力測定の石を光らせたではありませんか」

「ちょっぴりにもほどがありましたけど！　あれではせいぜい壺が湿るくらいしか……聖水、出せません……」

　わたしは悲しくなって「わたしは落ちこぼれだから、聖女にはなれないんです」と壺を抱えてクッションにうずくまった。他の学生たちがわたしを同情の目で見ているのがつらい。

　ミリアム先生は、わたしの言葉を聞いて、ふんと鼻で笑った。

「そうですわね、シャンドラさん。あなたは授業を真面目に聞かないし、教科書を真面目に読まないし、内容にケチをつけるし、困った学生です。なのに聖句も祈祷文もしっかり覚えていて、お祈り室に入ると暗くなるまでずっと神様にお祈りをしている、変な学生です。そんなあなたは、なんのために聖水を欲しましたか？」

「……え？」

　わたしは、いつものように冷たい声でわたしを叱るミリアム先生を見た。

「あなたは、なぜ、聖水が欲しいと思ったのかと聞いているのです」

「なんのため？　それは……なんのためかしら……」

　この壺に聖水があったら。

「聖水は……誰かを癒すかもしれないし、守るかもしれない。神様へのお祈りに使われるかもしれないし……誰かを幸せにするかも……だから、聖水があったらいいと思う……」

「そうですか。ならば、その気持ちを聖なる壺に伝えて、聖水をくださるように神様にお祈りしなさい」

　わたしは、わたしを見下ろすミリアム先生に「祈祷文は？」と尋ねた。

「心の伴わない祈祷など、子守唄にもなりません」

「眠くなるから子守唄にはなると思います」

「お黙り」

　ミリアム先生に睨まれたので、肩をすくめ、また壺に向き合った。

「神様、聖水をください。わたしの大切な人を守るために、聖水が欲しいのです」

　すると、壺から手のひらに何かが響いて伝わってきた。

「……ああっ！」

　わたしは壺の中をのぞき込んで声をあげた。

「できたわ！　神様が聖水をくださったわ！」

　壺の底には、ティースプーンに五杯ほどであるが、青白い光を放つ聖水が湧いていたのだ。

「できたではありませんか」
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　ミリアム先生はまた鼻で笑うと「それでは、お道具を片付けたら教室に戻りますよ」と、皆に授業の終わりを告げた。

「聖水……わたしの作った聖水……ふふ……うふふ……」

　わたしは壺の中をのぞき込みながら優しくゆすって、聖水が放つ光が躍る様を楽しんだ。前世と今世を通して、初めて自分の力で作り出した、貴重な貴重な聖水なのだ。心なしか、輝き方が普通の聖水とは違って美しい気がする。青と金と赤の光をきらめかせる聖水……美しいわたしが作ると、聖水まで美しくなるのね。

　ううん、可愛い聖水ちゃんめ。

　このこのー。

　壺をゆすると、聖水も楽しそうだわ。

「シャンドラさん、いい加減になさいな。顔がだらしないわよ」

　そんなわたしの楽しみを邪魔したのは、アライア・チェスターさんだ。言い方はキツいけれど、先生から注意される前にと考えてくれたのだろう。

「ねえ見てちょうだい、うちの子、すごく可愛くない？　がんばって生まれた我が子よ」

　わたしがアライアさんに壺を示すと、言葉は上から目線だけど実はとても性格が良い令嬢は「うちの子って、あなたねえ……ええ、なかなか綺麗じゃないの」と壺の中を見て微笑んでくれた。

「ありがとう、自慢の我が子よ」

「ねえ、シャンドラさん、いっつも思うんですけどね、特に今日は頭の中が大丈夫なのかしら？　一度校医さんのところに行った方がよろしくてよ。聖女科の学生がストレスとプレッシャーで少しおかしくなることがあるって話を耳にしたの」

　アライアさんが眉根を寄せて、心配げにわたしを見下ろした。

「とにかく片付けに入りましょう。ほら、あっちのガラス瓶に聖水をまとめて入れるのよ」

「ええっ、そんな！　ダメよ、わたしはこの子から離れたくないのよ」

　皆は涼しい顔で壺に二杯も三杯も聖水を出しているから気にしてないみたいだけど、わたしの聖水は苦労して生み出した、わたしの血と汗と涙の結晶なのだ。そう簡単には手放せない。

「何を言ってるのよ、壺を持って教室に帰れないわよ」

「いやー。じゃあ、帰らない」

「あなたねえ……ねえアルマさん、この駄々っ子をなんとかしてちょうだいな」

　アライアさんが、クラス委員のアルマさんを呼んだ。彼女は「シャンドラさんは、いつも自由ね」と困ったように微笑みながらやってきて言った。

「初めて出せた聖水ですものね。情が移るのもわかるわ。でも、授業で出した聖水は、学内神殿が管理することになっていて、個人で持つことは禁じられているの。さあ、わたしがその壺を預かりましょう」

「やだ！　わたしの子を取らないで！」

　やっとやっとやーっと出せた聖水だし、もしかするとわたしが一生涯に出せる聖水はこれだけかもしれないのだ。

「シャンドラさんったら……え？　あなた、泣いてるの？」

　アルマさんは、涙ぐむわたしを見て驚愕の表情になった。アライアさんは、壺を抱えて座るわたしの横で仁王立ちになった。

「はあ？　どうしてそんなことくらいで泣くのよ！　先生に何度叱られてもめげないあなたがそんなことで！　聖水はとても貴重なもので、聖女が個人的に所有してはならないって授業で習ったでしょう。本当に必要な方に届けるべきものであって……」

「わたしにはこの聖水が世界一必要なの！　アライアさんはたくさん聖水が出せるから、わたしの気持ちがわからないのよ、この壺の底にちょっぴりしか出せないわたしの気持ちが！　わたしはもう二度と聖水を作り出せないかもしれないのよ？　これが最初で最後の聖水ではないと、あなた、言い切れるの!?」

「いやだわ、シャンドラさんったら、何を熱くなってるの……あ、ミリアム先生」

　わたしたちの声が大きくなったので、苦い顔をしたミリアム先生に気づかれてしまった。

「神聖な神殿で、何を騒いでいるのですか？　シャンドラさん、お立ちなさい」

「いやです。この壺は渡しません」

　わたしが、大切な人のために出した聖水は、ちゃんとその人のもとに届けたいの。スプーンに五杯しかないけれど、特別な聖水なの。

「シャンドラさん！　どうしてあなたはいつもそうなのですか！」

「でもこれは、大事な、大事な聖水なんですう……うう……」

　クラス委員のアルマさんは、本格的に泣き出したわたしの肩を抱いてくれた。

「そうなのね、シャンドラさんは、とても苦労してその聖水を出せたのですものね、それはとても素晴らしい聖水だわ」

「ありがとう、アルマさん……ううううう」

　アルマさんがハンカチを出して、わたしの涙を拭ってくれた。

「まあ、お姉様！　どうされたのですか？　まさか、いじめられたのでは……」

　異変を察知したリリアンが、半ば戦闘モードに入りながら飛んできた。

「アルマさん、誰がお姉様を泣かせたんですか？」

「違うわよ、リリアンさん。誰もシャンドラさんをいじめていないから、殺気を引っ込めなさいね。ここは神殿なのよ」

　アルマさんが優しく言い聞かせるが、リリアンは両手の拳を握りしめて言った。

「お姉様を泣かす者は、誰であろうとこのリリアン・ウィングが許しませんよ！」

　凶暴な子ウサギは、鉄板の入った靴で足の床をガツンと蹴った。聖なる魔法で守られた頑強な床だから良かったものの、普通の石だったら間違いなく砕けていると思う。

「ふたりとも、困るわね……リーベルトの一族はこれだから」

　アライアさんは、わざとらしくため息をついて言った。

「ほんと、見た目と中身のギャップが激しすぎるのよ、リーベルト一族は」

　どうやら問題児なのは、わたしとリリアンだけではなかったらしい。

「穏やかな気性のチェスター家を見習った方がいいわ」

　コミュニケーションに問題がありすぎるあなたに言われたくないわ。

　わたしたちの様子を見ていた学内神殿の神官様が「ミリアム先生、ちょっと」と言って先生を隅の方に連れて行った。

「少々なら、都合をつけて差し上げてはいかがでしょうか？　あの学生さんは、かなり努力をして聖水を出していたようにお見受けしました。きっと、とても気持ちのこもった大切な素晴らしい聖水なのでしょう。心に傷をつけるような事態はできるだけ避けた方が、学生さんのこれからの成長にもよろしいかと思われますよ」

「でも、こちらで作った聖水は、すべて神殿に納めるのが決まりですわ。一部の学生を甘やかすような真似は……シャンドラさん、そんな、人でなしを見るような瞳でわたしを睨むのはおやめなさい」

「みりあむせんせいいいいい……」

　せっかく親切な心の広い神官様が言ってくれたのに！

　ミリアム先生の鬼！

　鬼鬼鬼ーッ！

「変な声を出さない！　まったく、あなたという人は！　他の学生をご覧なさい。わがままを言って聖水を欲しがるのはあなただけですよ」

「……」

　わたしが猫だったら、牙を剥いて「シャーッ！」と威嚇しているところだ。

「あの、先生。こちらをお使いになるのはいかがでしょう」

　神官様が、キラキラ光る何かを取り出した。

「これは……聖水の容器ですわね。よろしいのですか？」

　ちらりと見ると、先生が鎖のついたガラスの小瓶を受け取っていた。

「熱心に課題に取り組んだのですから、少々ご褒美があっても良いかと。実はですね、こちらは、わたしどもが新たに製作したペンダント型の聖水入れなのです。いつもこれを身につけることで神様に対する信仰心を高めようという意図で近々売り出すのですが、その事前調査ということで学生の皆さんに使っていただいて、感想をお聞かせいただけると、神殿として助かるのですが……ぜひともお願いいたします」

「まあ、そんな……我が校の至らぬ学生をお気遣いくださいまして、ありがとうございます」

「いえいえ、わたしどもにも良いお話ですので。他の学生さんたちも、少しご自分用に聖水を出して、こちらに詰めてみてください」

　神官様が、ペンダントを皆に配ってくれた。

　わたしには、かつかつと足音を立てて近づいてきたミリアム先生が直接手渡す。

「いいですか、シャンドラさん。いつもいつもわがままが通るなどとは思わないことですよ！」

　嫌味を言いながらも、ペンダントの蓋を開けてくれる。

「そら、入れなさい」

「先生、こぼれませんか？」

　小さな瓶の中に、うまく聖水が入るのか心配である。

「聖水は決してこぼれないものです、これは覚えておくように。そして、必要とする人のところに届けられるものなのですよ……この聖水は、どこに届くのでしょうね」

　わたしは壺を傾けて、小さな瓶の口に当てた。とてもゆっくりと滑り落ちてきた大切な聖水は、生き物のように瓶の中に入った。

「あら？」

　入ったのは、きっちりスプーン一杯分。

　スプーン四杯分の聖水は、壺から出なかった。

「壺に残った分は、あなたのものではないということですよ。さあ、向こうのガラス瓶の中に入れてきなさい」

　先生が小瓶の口を閉めて鎖をわたしの首にかけてくれたので、わたしは「はーい」と言って、残りの聖水を皆のものと一緒にしようと駆け出した。

「『はい』は短く！」

「はい！」

　わたしは素直に返事をして、壺の中身をガラス瓶の中に移した。スプーン四杯分の聖水はするんと中に入り、美しく光を放った。




　教室に戻ってきて今日はそれで授業が終わりかと思ったら、最後にわたしの大嫌いな基礎練習をやるようにと先生からの指示があった。

「それぞれの練習用の石を机の上に出しなさい」

　机についている引き出しを開けて、水晶の原石を出す。神官様が祈祷してくれた特別な石で、ここに魔力を込めると聖なる力を持つ魔力の分だけ輝くのだ。

「これ、嫌い」

　わたしが呟くと、ミリアム先生から「聖女の授業に好き嫌いを言わない！」とすかさずお小言が飛んでくる。

　でも、本当に嫌いなのだ。

　これは、入学式の日に使った魔力量判定石の劣化版なので、大きめの魔力（ただし、聖女魔法用）を流さないと反応しない。つまり、わたしのちょっぴり魔力だと、なんの反応も見られないのだ。虚しいにもほどがある。

　しかもしかも、わたしは普通の魔力量は多いのだ。

　ということで、それに耐えられなかった石が何度も割れてしまい、そのたびに先生から「シャンドラさん、またしても神官の方々の努力を粉々に砕きましたね」などの嫌味を頂戴した。

　最初に壊した時は先生が新しいものを用意してくれた。しかし、二度目からはわたしが自分で学内神殿に行き、神官様に謝って新しい石を用意してもらわなければならないことになった。

　神官様は決してわたしを責めたりせずに、むしろ慰めてくれながら新たな石に祈祷をして持たせてくれるので、余計に心苦しい思いをするのだ。

　ミリアム先生に嫌味たっぷりに責められるのも嫌だけれど、いつ神官様に見放されるのかとびくびくしながら石をいただきに行くのも心臓に悪い。

　かといって、魔力を加減しながら流すと、石は永遠にまったく反応してくれない。クラスメイトたちの机からほのかな青白い光が放たれる中で、うんともすんとも言わない石と向き合い続ける時間を卒業するまで過ごすというのは、虚しいにもほどがある。

　そして今日も、まったく反応してくれない石にうっかり魔力を流しすぎて、水晶を砂に変えてしまった。わたしは無言でミリアム先生が用意してくれた袋に水晶だった砂を詰め込んで、上目遣いで先生を見た。

「はい、それでは本日の授業はこれで終わりにいたします」

　先生が教室から出て行くと、クラス委員のアルマさんがわたしの席に来て「一緒に行きましょうか？」と優しいことを言ってくれた。

「ありがとう。でも、アルマさんは放課後に図書室に行くんでしょう？　お勉強の邪魔をするわけにはいかないわ」

「そうよ、ぱんぱんぱんぱん石を割りまくるシャンドラさんのことは放っておきなさいな。たかが石じゃないのよ、誰も迷惑をかけていないんだから騒ぐほどのことじゃないわ」

　アライアさんは、相変わらずの口調でわたしに言った。ものすごくわかりにくいが『たいした失敗じゃないから気にしなくて大丈夫』だと慰めてくれているのだ。

「怪我はしてないわよね」

「ええ、鋭いかけらはできなかったから。ありがとうね、アライアさん」

「べっ、別に、心配したわけじゃないわよ。あなたがこれくらいのことで怪我なんてしやしないってわかってるし！　ほら、さっさとお行きなさいな。何を凹んでるのよ、さっきは聖水を出せてはしゃいでいたくせに」

　これは『怪我がなくて良かった、聖水が出せるというとても良いことがあったのだから、落ち込むことはない』と……本当に、アライアさんったら！

　わたしは砂の入った袋を持って、聖女用の学内神殿に行った。日中は、国の大神殿から神官か聖女が派遣されて来ているのだ。

「失礼いたします」

「おや、シャンドラさん。今日は良かったですね……あ」

　実技の時にお世話になった神官様が笑顔で迎えてくれて、わたしの手にある袋を見てくすりと笑った。そして「そんな、泣きそうな顔をなさらないでください。学生のお仕事は失敗を繰り返しながら成長することなのですからね。大丈夫ですよ、この学院にいるうちにたくさん失敗しておいてくださいね。それはあなたの財産になりますから」と優しく慰めてくれたので、思わず涙をこぼしそうになってしまう。

　前世では、誰もそんな風に慰めてくれなかった……いいえ、違う。

　優しい言葉をかけられても、わたしのねじくれた心には届かなかったんだわ。

「何度も、申し訳ありません」

「いえいえ、お気になさらず。実はね、今回はシャンドラさんのために、特製の石を用意してみたのですよ」

　砂袋を受け取った神官様の後に続いて、たくさんの石が置いてある部屋に入る。そこには祭壇もあり、石への祈祷を行えるようになっている。

　神官様は、棚から黒くてつやつやした不透明な拳大の石を手に取った。

「これは黒曜石といって、魔力に耐性のある石なのですよ。これを毎日聖水で磨いて、祈祷してみました。シャンドラさんの強い魔力にも耐えられるようになっているはずなので、こちらをお使いになってみるのもいいですよ」

「まあ、神官様！　ありがとうございます」

　わたしの手に、どっしりとした黒い石が乗せられた。

「さあ、こちらでお祈りをしてみてください」

「はい」

　わたしは祭壇に石を乗せると跪ひざまずき「神様、この石を使って魔法の練習をしてみたいのです。よろしくお願いします」と祈るというより神様に話しかけた。すると、石から青白い光が放たれた。

「光りました！」

「良かったですね。それでは、こちらでがんばってみてください。何か気になることがありましたら、いつでも相談に乗りますからね。気を楽にして、練習を続けてみてください」

「はい、ありがとうございます！」

　わたしは、祭壇に向けてと神官様に向けてと二回続けて頭を下げ、急いで教室に戻って自分の席についた。そして、机の上に黒い石を乗せて、両手をその上に乗せて魔力を流してみた。

「よーしよしよし、聖なる魔力よ流れろー、こいこいこい」

「あ、お姉様」

　廊下からリリアンがやってきて、石をのぞき込んだ。

　黒曜石は神官様の言う通りに魔力への耐性が大きくて、かなりたくさんの魔力を流しても壊れる様子はない。

「……あっ！　光りましたね！」

　水晶だと光る前に粉々に砕けてしまうが、黒曜石だと砕けることなく、ぼんやりと光り始めた。魔力を注ぎながら心の中で『神様、ありがとうございます！　出てます出てますー』とお礼を言い、さらにがんばっていると、我が人生において最大量の聖なる魔力が出せたようで、黒い石が青白くなってきた。

「すごいですわ、お姉様！」

「うふふふ、できたわ！」

　魔力を流すのをやめても、黒曜石はしばらく光り続けたので、わたしは手の上に乗せて嬉しい気持ちで見守った。

「この石にはクロマルという名前をつけましょう。この子はわたしのクロマルよ」

　いい子いい子とクロマルを撫でる。

　クロマル、長生きしてね。

　砕けたら、きっとわたしは泣くわ。




　用事があるというリリアンと別れて、わたしは騎士科の教室をのぞいた。学生は不在で連絡ボードに『野外訓練場』と授業の場所が書かれていたので、わたしは小走りでそこに向かった。

　広い訓練場では、授業が終わったらしく、学生が軽く手合わせをしたりメンダル師匠に質問したりしていた。ルークも見覚えがある学生……たぶん、入学式の時に挨拶をしたリナリオ第三王子と練習用の木の剣で型練習をしていた。

　低い柵で隔てられた見学席に行くと、わたしの姿を見つけたメンダル師匠に「シャンドラお嬢様！　こっちにどうぞ」とにこやかに手を振られた。

「メンダル師匠、お久しぶりです。お邪魔ではないですか？」

「大丈夫ですよ、もう授業は終わりましたからね。体を動かしに来たんですか？」

「いえ、そうではないのですけれど……」

　騎士科の学生たちの間から「聖女科のお嬢様だ！」「綺麗な人だなあ……」「なんでメンダル先生と知り合いなんだ？」という声が聞こえた。

　わたしはぐるりと柵を回って訓練場にお邪魔をしようとしたのだけれど、その前に「お嬢様！」と駆け寄ってきたルークに両手で腰を持ち上げられて、ふわっと柵を飛び越えた。

「聖女科の授業は終わったのですか」

「ええ、そうよ」

「失礼、タイが乱れましたので」

　ルークがわたしの胸元のリボンタイを結び直していると、周りから「ルークの大事なお嬢様か！」と先ほどよりも大きなざわめきが起きた。

「ありがとう。あのね、今日はね、神殿で聖水を作る授業があったのよ。それで、これをルークに渡そうと思って」

　わたしは首にかけていた聖水の小瓶付きペンダントを外した。鎖が長いので、ブラウスの中にしまっておいたため瓶が少し温かい。

「ルークはこれから騎士科の勉強で、魔物と戦ったりするでしょ？　だから、お守り代わりにこれを持っていてほしいのよ。わたしが作った、初めての聖水なの」

「これが聖水……」

　ルークは小瓶を太陽の光に透かした。中で色々な光がきらめいて、ルークは眩しそうに目を細めた。

「とても美しいですね。これをわたしに？」

「ええ。なかなかうまくいかなくてくじけそうになったんだけど、ルークに必要だなって思って作ったら、成功したのよ」

「それは光栄です。ありがとうございます」

　ルークがとても嬉しそうに笑ったので、わたしは聖水を出せて本当に良かったと思った。野営をする時に魔物除けに使えるし、剣に垂らせば聖なる力で鋭さが増すのだ。

「一生大切にします」

「あら、必要な時にちゃんと使ってね？　お水に垂らして飲むと、怪我も早く治るらしいわよ」

「それなら……怪我をしないようにしなくては。減らしたくありませんから」

「ルークったら！　減ったら、また作ってあげるわよ……たぶん。たぶん、コツをつかめばまた出せるような気がするから……」

　自信がなくてもじもじすると、ルークは「わたしにはこれがあれば十分ですから」と小瓶を握りしめた。

「そうだ、お嬢様が首にかけてくれませんか？」

「え？　仕方ないわね、ほら、よこしなさいな」

　ルークは背が高くてそのままでは全然届かない。すると、膝に手を当てるようにして屈んだので、急に顔が近づいてきてドキドキしてしまった。

「お願いします」

　青い視線が、まっすぐわたしを貫いた。

「え、ええ」

　わたしは鎖を広げて彼の首にかけた。なんだか両腕で彼の頭を抱き寄せるような感じになって、顔が熱くなる。

「はい、これでどう？」

「ありがとうございます」

　彼はシャツの中に小瓶をしまい込んで、その上をそっと押さえて微笑んだ。

　メンダル師匠が「いいねえ、青春だねえ」と、相変わらずののほほんとした声で言ってから「皆さんもがんばって青春を楽しんでくださいねー」と騎士科の学生たちに声をかけた。

　そして「先生、傷口に塩を擦り込むようなことを言うのはやめてください！」「なんなら、聖女科の女子を紹介してください！」「騎士科の士気を高めるために出会いパーティを開くべきだと思います！」と、学生から抗議（？）されていた。

「そうだ、お嬢様も体を動かしていけばいいですよ。机に座りっきりで、体が鈍なまっているんじゃないかな？」

　メンダル師匠が、意味ありげに「ここのごはんは美味しいでしょう？」と言って笑った。

「確かに、ここのところは座学ばかりでろくに運動をしていませんわね」

「では、ぜひどうぞ。いつもの鬼ごっこですよ」

　騎士科のお邪魔をしては申し訳ないので、もう帰ろうかなと思っていたのだけれど、メンダル師匠の鬼ごっこに誘われたら断るわけにはいかない。

「ふふふ、楽しそうですわね。でも、鈍った体で騎士科の皆様についていけるかしら……」

「軽く流していけば大丈夫。こっちの学生もけっこう激しい訓練をした後だから、全力では動けないよ。軽く軽くーで気軽にどうぞ、お嬢様」

　メンダル師匠はそう言うと「せっかくだから、シャンドラお嬢様が鬼ね。誰か、地面に大きな円を描いてー」と言いながら柵の木材を一本引っこ抜いて、ナイフで削ってわたしの腕くらいの長さの小ぶりのショートソードもどきを作ってくれた。

「聖女科のお嬢様が参加するのか？　確か、大貴族のリーベルト家のお嬢様だよな」

「怪我をさせないように気を付けなければ」

　ひそひそとそんなことを話している。騎士科の一年生は四十五名なのだが、そのうち七名が女性だ。女騎士を目指して、剣のトレーニングを積んだ人たちだろうから、女性だからといって容赦する必要はないだろう。

「はい、シャンドラ様」

「ありがとうございます。師匠は器用ね……」

　わたしが小さな声で「例の、よく効くポーションはお持ちですか？」とメンダル師匠に尋ねると、彼はいい笑顔で「もちろんだよ。だから遠慮なくやっちゃって」とウィンクした。

「学生たちはこのソードを喉元に当てられたら、速やかに円の外に出るようにね」

「はーい……い？」

　わたしがショートソードで素振りを始めると、しゅんッ、しゅんッと風を切る音がしたので、騎士科の学生たちが無言になった。

「先生、攻撃はありですの？」

「怪我をするといけないので、なしで。でも、偶然当たっちゃうのは仕方ないから気にしないでいいよ、全力で追い詰めてね」

「はい」

「骨折くらいなら、すぐに治せるし」

「はい」

「首の骨を折ったり頭蓋骨を陥没させるのは、治すのに時間がかかって授業に遅れてしまうから、なるべく避けてね」

「はい、なるべく頭には当たらないようにします。あの、わたしはほんの少しなら癒しの魔法を使えるようになったんですよ。まだ骨折は治せないけれど……」

「あ、そうなんだね。じゃあ、ちょっとくらいなら平気かな？」

　学生から「平気ではありません！」と、必死の声があがった。

「聖女科のお嬢様相手に、腑抜けたことを言ってはいけないよ。これは気楽な鬼ごっこなんだからね」

「メンダル師匠」

　ルークが手を上げた。

「なんですか、ルークくん」

「騎士科を全滅させたくなかったら、例のアレを封じておいた方がいいと思います」

「あっ、そうだね」

　メンダル師匠にこっそりと「身体強化魔法はなしでね」と言われてしまった。

　まあ、困ったわ。

　か弱き聖女見習いのわたしが、魔法なしで騎士科の皆さんと対等に鬼ごっこができるかしら？

「それじゃあいくよ、鬼ごっこ開始！」




　師匠の合図と同時に、わたしは剣を振り上げながら学生の群れに突っ込んだ。

「うわあ、バーサーカーかよ！」

　殴って倒すわけにもいかないし、捕まえても体格の優れた騎士科の学生相手では力任せに振り切られてしまうだろう。というわけで、わたしは訓練で疲れている皆さんの体力を削っていく作戦に出ることにした。

　円の中を縦横無尽に駆け抜けて、笑顔で学生たちを追い回す。

「うふふ、うふふふふ、楽しいわー」

「うわあああーっ！」

「早くお逃げなさい、ほらほら、捕まえますわよー」

「うわあああああああやめろおおおおおおおおーっ！」

「首を刈り取りますわよ、首刈り鬼ですわよー、おほほほほほ」

「来るなっ、くるなああああああああーっ！」

「なんだこの異常な恐ろしさは！」

「いやあああああ、こないで、来ないでええええええーっ！」

　女子が泣き出してしまった。でも、手加減はしない。それが師匠の教えなのだ。

　同情したら、自分の足をすくわれるのが戦いというものだ。

「ひいっ！」

　恐怖で脚をもつれさせて、ひとりの女学生が転んだ。わたしはゆっくりと喉元に剣を当てた。

「ふふふ、首、もーらった」

　メンダル師匠譲りの、わたしの殺気に満ちた笑顔を見た女学生は、四つん這いになって円の外に出てから号泣した。

　メンダル師匠はというと、逃げ惑う学生たちの姿を見て大笑いをしている。

「あははははは、可愛いお嬢様の姿に惑わされて油断したね！　シャンドラお嬢様はこの鬼ごっこを六歳の時からほぼ毎日続けてきた強者なんだよ。いついかなる時も、相手を甘く見てはならないということがよくわかっただろう？」

「先に教えておいてください！」

「先生の鬼！」

「いやだなあ、これも訓練なのに……シャンドラお嬢様、やっておしまいなさい」

「はい、師匠。ふふふふふ、もっともっと首をちょうだあああああーい！」

「ぎゃああああああああああああ！」

　阿鼻叫喚である。

　鬼ごっこ慣れしたルークは、軽やかなステップで逃げながら「お嬢様、いい笑顔です」と笑い、彼と同じくらい身のこなしに優れたオレンジ頭のリナリオ王子は「なんなのだ、あの人は、いったいなんなのだ」と、ぶつぶつ呟きながら素早く逃げた。

　学生たちは互いにぶつかり、つまずき、体力が尽き、次々に地面に沈む。わたしはそこへ素早く近づいて首に木の剣を当てて「首、もーらった」と笑顔で宣言した。

　そして、残るはリナリオ王子とルークだけになった。優秀な剣士だと評判のリナリオ王子は、身長はまだまだルークには追いつかないけれど体力はあるようだ。

　ふふふ、リナリオ。

　前世でわたしに剣を向けた聖女パーティの剣士。

　ここで会ったが百年目……。

　剣を振り上げて彼に飛びかかり、『うっかり』一撃くらわそうとしたわたしだったが、残念なことに脚が力尽きていたようで、ふらっと体が傾いでしまう。

　地面に激突しないように受け身を取ろうとしたわたしの腰を、たくましい腕が抱き止めた。

「お嬢様、大丈夫ですか？」

「あ……ルーク、ありがとう」

　どうやら自分で思っていたよりも体力が落ちていたようだ。

　わたしはルークにお礼を言ってから、彼に抱きつくようにして「捕まえた！　首、もーらった」と背後から木の剣を当てた。

「捕まっちゃいました」

　ルークは笑いながら、わたしのおでこに自分のおでこを当てた。

「お、おのれ、ルークめええええええ」

「最後の最後にそんな精神攻撃をしてくるとは……くそっ、羨ましすぎて涙が出てきやがるぜ……」

　メンダル師匠は、また大笑いをした。

「いいねいいね、体を沈めてから心をまっぷたつに折る、見事な攻撃だよ。流石はシャンドラお嬢様だね」

「ありがとう……ございます？」

　精神攻撃をした覚えはないのだけれど。

「じゃあ、この鬼ごっこの優勝者はリナリオくんだね。はい、皆拍手ー」

　師匠の合図で、皆はリナリオ王子に拍手を送った。

「リナリオ様、流石だな！　精神攻撃にもびくともしないしな！」

「首狩り鬼から生き残るとは……流石はクラスのトップだ」

　当の王子は、何か釈然としない表情だったが、軽く片手を上げて「ありがとう」とお礼を言った。

「そうだわ、これを」

　わたしは、少しふらつく脚でリナリオ王子に近づいて、メンダル師匠作の木のショートソードを両手で持って、彼に渡した。

「優勝おめでとうございます。記念に、この剣をどうぞ」

　わたしは、今度は殺気を込めないで笑顔で言って、目をぱちぱちさせているリナリオ王子に剣を渡した。

「ああ、シャンドラ・リーベルト嬢……その、ありがとう……」

　少し顔を赤くして剣を受け取った王子は、なぜかわたしの右手を取って言った。

「あの、良ければ……シャンドラ嬢の剣士として……」

「シャンドラお嬢様！」

「きゃっ！」

　素早く駆け寄ってきたルークに抱き上げられて、わたしは小さく悲鳴をあげた。

　王子は空中に手を残したまま、ぽかんと口を開けている。

「今日はお疲れのようですから、わたしが寮までお送りいたします。さあ、このまま戻りますよ」

「え？　そんな、大丈夫よ、ひとりであるけ……」

「途中で転んでお怪我をされてはいけません。では、失礼いたします」

　彼は師匠（なぜかおなかを抱えて笑い転げている）と騎士科のクラスメイト（なぜか地面に倒れて目を擦っている）に頭を下げると、わたしをお姫様抱っこしたそのままの姿で歩き出した。

「ねえ、おろしてよ」

「ダメです」

「恥ずかしいし……わたし、たくさん汗をかいたから……」

「いい匂いです」

「にゃっ！」

　変な声が出てしまった。

「早く汗を流したいのなら、少し急ぎましょうか。わたしの首にしっかりつかまってください」

　体力があり余っているのか、厳しい訓練の後だというのに、わたしを抱き抱えたルークはかなりの速度で寮に向かって走り出した。

　わたしは落ちないように彼にしがみつきながら『ルークったら、お日様の匂いがするわ……』などと頭の隅で考え、赤くなった顔を見られないように彼に押しつけたのだった。







Side.S その１




　聖水に異変が起きた。タイタネル国王都にある大神殿ではなく、国立学院の中にある学内神殿でのことだ。

　その日、大神官のわたしは、大神殿で神の像に向かって祈りを捧げていた。

「次は……豊作の祈祷、ですね」

　ある村の村長から出された豊作祈祷の申請書を読んでいると、ひとりの神官が「おつとめの途中、失礼いたします」と部屋に入ってきた。

「お疲れ様です。何か異変でもありましたか？」

　どこかで災害でも起きたのかと緊張するわたしに、息を切らしながら神官は言った。

「大神官、異変といえば異変ですが、祝福といえば祝福であります。どうぞこの聖水をご覧になってください」

「おやおや、悪い知らせではなくてほっとしましたよ」

　国立学院を出てもう五年になる有能な神官が、いつになく慌てた表情をしていたので、わたしは内心の胸騒ぎを隠しながら彼の手に持つ聖水の小瓶を受け取った。

「こちらは先日、学内神殿から納められたもので、一年次のクラスの実技で作られた聖水の一部なのですが……」

「なるほど。今年の新入生もがんばっているようですね」

　美しい光を放つ聖水は、神殿の収入源にもなっている貴重な品である。

　ちなみに聖水というものは神より賜るものであり、生成するためには魔力が必要ではあるが、誰が作っても同じ品質のものが出来上がる。

　つまり、聖女見習いである聖女科の学生が作ったものも、神殿の大神官であるわたしが作ったものも、その効能は同じになるのだ。

「大神殿に搬入した時には、おそらく普通の聖水であったと思われます。保管庫に数日置いておいたところ、この聖水が入っていた大瓶だけが不思議な光を放つようになりました」

「不思議な光を？」

「日に当てるとよくわかります」

　聖水は光魔法の使い手であり、聖なる魔法、すなわち聖女と神官が使う、主に癒しの魔法を使うための特殊な魔力を扱える者にしか作れない特殊な物質なので、その管理も厳しく行われている。誰かが手を加えたとは考えられない。

　わたしは受け取った小瓶を持って窓辺に行き、光に透かしてみた。

「……おや？　この色は、とても美しくて……ええ、とても光ってますね。これは素敵な聖水ができましたねえ」

　赤、青、黄色、緑、薄桃色と、様々な光がゆらめく瓶に見惚れてしまう。役立ちそうで美しい聖水ができたようだ。

「違うんです、色が美しいという話ではなくてですね」

「色が問題ではないのですか」

　わたしは小瓶を開けると、手のひらに一滴だけ聖水を落とした。そして、よく観察してから匂いを嗅いでみる。

「……無臭ですね」

　わたしは祭壇に行き、小瓶を置くと、手のひらに取った聖水をおしいただきながら額につけた。そして、先ほどの申請書にあった村のために、神へ豊作のための祈祷を捧げた。

「……どうぞ、額に汗して熱心に働く善き人々のために、謹んでご加護をお願い申し上げます」

　すると、木彫りの神の像が七色の光を放ち、そのまま天に昇っていくのが見えた。

「おやおやおや、これは驚きました。神様の像も綺麗に光りましたね」

　窓の外を見ると、光は豊作を願う村へ向けてものすごい勢いで虹の橋を作っていく。

「なんと！　ここまで力のある聖水とは！」

　神官は興奮しながら虹の先を目で追った。

「ねえ、素晴らしい美しさです。とても綺麗な虹ができました。あれを見た皆の心を明るくしますね」

「大神官様！　畏れながら、目のつけどころがずれていらっしゃるように思えます！」

「そうですか？」

　人の心の慰めになるということは、とても素晴らしいことだと思うのだが……。

「あの聖水は、とにかく、使うと様々な効果が倍増するのでございますよ。それを学生が作ったというのです」

「素晴らしい才能の誕生ですね。では、さっそく感謝の祈りを捧げましょう」

　わたしは小走りで祭壇に戻り、祈りを捧げた。

　神官は「いやいや、それも違うのですが……わたしも祈りを捧げましょう」と言って隣にやってきて「新しき聖女のたまごに祝福をお願い申し上げます」と祈った。

「今日はいいことがありました」

「はい。……ではなくて、ですね。これは大変なことなのですよ、大神官様！」

「わたしに『様』はつけなくていいのですよ。わたしたちは同僚なのですからね」

「申し訳ございません、つい、学生の時の癖が出てしまいました。で、いいですか？」

「はい」

「この瓶には、新入生クラス十二人分の聖水が混ざって入っています。つまり、その中のひとり以上が作り出した聖水に、特別な力があるのだと考えられます」

「大きな瓶の中の聖水を、特殊な力を持つ美しい聖水に変える力を持つ聖水……なかなかロマンのある話です」

「ロマンはこの際、横に置いてください。わたしが申し上げたいのは、このような力を持つ者は今までいなかったということです。これはもしや、大聖女の誕生の兆しではありませんか？」

「大聖女が……おお、それは喜ばしいことですね。神に感謝をしなければ」

　わたしたちは大聖女が誕生するかもしれないことに対して、感謝の祈りを捧げた。

「よき知らせをありがとうございました」

「畏れ入ります……ではなくてですね！　このことは、王家にご連絡差し上げなければなりませんよ」

「ああ、そうでしたね！　大聖女が誕生するかもしれないなら、お知らせしなければなりませんね。ありがとうございます、あなたはしっかり者で、助かります」

「畏れ入ります」

「しっかり者の同僚を配してくださったことに感謝を」

　わたしは、神に感謝の祈りを捧げた。




　こうして、この不思議な聖水のことは王家に報告されて、大神殿の者と王族がタイタネル国立学院の聖女科へ授業参観と称して、未来の大聖女が誰なのかを調べるために査察に向かうこととなったのだ。







面倒ごとは嫌いですの




　なんだか知らないけれど、王族の偉い人と、国の偉い人と、大神殿の偉い人が学院を見学しに来るらしい。これは急に決まった話らしく、今日は朝から学内がバタバタしている。警備の人たちも増員されて、準備が色々と大変そうだ。

　だけど、どうして聖女科の一年生の教室に来るのだろうか。タイタネル国立学院の授業レベルを知りたいのなら、より高学年の授業内容や学生の様子を見学した方が効率的だと思うのだ。

　わざわざ自分で見学に来る辺りも奇妙である。偉い人たちは、わたしが想像するよりも忙しくないのだろうか。

　お父様はいつも仕事を有能な部下に丸投げして「ああ、領主の仕事はなんて忙しいんだろう」と言いながら、わたしの方を褒めてもらいたそうにちらちら見るから、上に立つ者ほど自分は働かないのかもしれない。

　それにしても、入学したてのうちのクラスに来たって得るものなどなさそう……なるほど、わかった！

　嫁が目当てなのだわ！

　まだまだ純情可憐な一年女子を見定めて、うちの息子とか親戚とか孫とかの嫁にと無理矢理話を進めてくるあれだわ。

　そして、あわよくば若い女の子のエキスを吸い取ろうとか考えているに違いないわ。ま、まさか、愛人候補を探しに来るなんてことも……。

　いやねえ、不潔だわ。

　偉い人って怖い。

　この学院は、いつから悪あく徳とく嫁よめ斡あつ旋せん業ぎように手を染めたのでしょうか。

「学生は、くれぐれも無礼のないように細心の注意を払うように。特に、シャンドラ・リーベルトさん。失礼のないようになさい。なるべく口もきかず、わたしの指示したこと以外では動いてはなりませんよ。わかりましたね」

　ミリアム先生から名指しされてしまった。おそらく、わたしが一番純情可憐な美しい学生だからだろう。お母様譲りの艶やかな金髪に、宝石のように輝く赤い瞳を持つ、薔薇色の頬をしたわたしをひと目見たら、下手をすると偉い人たち本人が「ちょっと離婚してくるから、わたしと結婚してくれたまえ！」「すべての地位も名誉も富も捧げるから、わたしと結婚してくれたまえ！」などと血迷ったことを言い出すかもしれない。

　それは、愛人になるよりも罪作りである。

　わたしは他所の家庭を崩壊させたくない。

　なんといっても、わたしは『今世は何も壊さない』美少女、シャンドラ・リーベルトなのだ。

　だから断らせていただく。

「わたしは結婚するつもりはありません」

「……は？」

　先生は目を細めて「またあなたはわけのわからないことを。いいですか、淑女にふさわしい振る舞いを心がけて、くれぐれも、くれぐれもですよ、妙な行動を取らないように。我が学院の教育方針に泥を塗るようなことは慎む……いえ、絶対に、してはなりません。それから……」と延々とお説教を始めた。

　わたしは机の中からそっと石を取り出して『クロマル、今日も良い手触りで可愛いわねえ。あなたは世界で最高に素敵な石よ』と愛でながら、退屈なお話を軽くスルーした。

　今日は天気も良く、木登り日和だわ。

　風も爽やかに吹いているし、偉い人に気を遣って過ごす授業よりも、外でのんびりした方が精神的に良さそうよね。

　ほら、わたしってとても繊細だから。

　精神が曇って、うっかり闇聖女方面に転んだら大変でしょ？

　というわけで、世界の平和を考えたわたしは、休み時間になると教卓に『おなかが痛いので帰ります』とメッセージを残して教室を後にした。




　寮に戻ったわたしは、エマに「面倒なことに巻き込まれそうな予感がしたから、今日は授業には出ないことにしたの。裏庭にある登り心地が良い木の上に隠れているから、あとでおやつと飲み物とお昼ごはんを届けてちょうだい」と頼んだ。

「わかりました。お嬢様はそういう勘がよく働きますものね」

「そうよ。出席すると世界が崩壊するような気がしてならないの」

「それは困ります」

　というわけで、わたしはエマに重要指令を出すと、ハンモックを持って学院の裏庭に向かった。

　目をつけていた木はかなり高いが、既に木登りマスターを名乗っているわたしには造作もないことだ。素早く中ほどまで登ると、持ってきたハンモックを木の枝にセットして、居心地よく整えた。

　邪魔な枝を払ったら下に山ができてしまったけれど、あれもエマに片付けてもらおう。寝ている時に落下したら困るので、腰に巻くための命綱も用意してある。メンダル師匠の教えを受けたわたしには、全方位にぬかりはないのだ。

「お嬢様」

　できる侍女のエマが、あっという間に必要物資を調達してきてくれたので、ロープを下ろして袋を受け取った。何も言わないうちに、落ちた枝も処分してくれる。彼女もメンダル師匠の教えを受けた身、ぬかりはない。

　さあ、これで昼寝の準備は整った。午前中は聖水作りの実技があるから、クラスメイトも先生も学内神殿に向かっただろう。

　まだお昼前だけれど、袋の中に入っていた薄手の毛布を体にかけて、気持ちの良い風に吹かれて目をつぶった。




　お昼の鐘が、わたしをまどろみの中から現実へと連れ戻した。

「……うん、おなかが空いたわ」

　わたしは起き上がると枝に座り直して、ハンモックの結び方を変えた。こうすると、居心地の良いソファが出来上がるのだ。

　エマが用意した袋をのぞくと、飲み物が入った瓶とハムやチーズや炒めた野菜がたっぷり挟まったサンドイッチが入っていたので、いそいそと取り出す。瓶の中には、レモンとハーブの香りがついた水が入っている。喉が渇いていたので、遠慮なくごくごく飲むと、生き返った気がした。

　現実にはもう二回生き返っているけれど。

「偉い人たちはもう帰ったかしら。だとしても、授業に戻る気はないけれどね」

　わたしはパンの最後のひと口を上品に口の中に押し込んでから、瓶の飲み物を飲んだ。空中のランチはとても美味しいものだ。ここにエマやリリアンやルークがいたら、もっと美味しかっただろう。でも、そんな楽しい時間はもうやってこない……。

「こんにちは、勇敢なお嬢様。すごい所にいるね」

　不意に声をかけられたので下を見ると、金髪の若い男性が手を振っているのが見えた。

「わたしもお邪魔させてもらおうかな」

「あら、この木に登るのはかなり難易度が……あなた、すごいわね」

　素晴らしい身のこなしで彼が登ってきたので、わたしは驚いて顔を見た。

　金髪に金の瞳をした男性は、かなり整った顔をしている。ルークが影の貴公子（ふふふ、大サービスしてみたわ）だとすると、この人は光の貴公子という言葉がぴったりだ。おそらく社交界では、たくさんのお嬢様方の心をつかんで離さないのだろう。

　わたしの心？

　この世のものならぬ美貌をお持ちの神様に、さんざん教育的指導を受けたわたしは、今更整った顔如きで気持ちが揺れたりしないのですわ。

　あの美しいお顔で、天上の笑みを浮かべながら、神様は何度も何度も前世の姿を見せつけてはわたしの精神力を削って削って折って折って……ああ、一瞬意識を飛ばしてしまったわ。

　その男性の胸に、学院に入る許可証である紫の薔薇のブローチがつけられていたので、わたしは安心してこの秘密の場所に招いた。

「ごきげんよう。こんな所に登るお客様がいらっしゃるなんてね」

「ごきげんよう。わたしも、こんな所に聖女見習いのお嬢様が隠れているとはと、驚かされたよ」

　制服の胸にある青い薔薇を見た彼は、上品な身のこなしで「お嬢様、失礼いたします」と近くの枝に腰をかけた。

「実を言うとね、この枝にはわたしも何度か登ったことがあるんだよ。わたしはこの学院の卒業生なんだ」

「まあ、先輩でいらっしゃったのですね。騎士科ですか？」

「いや、魔法研究科だよ」

「そうでしたの。てっきり体力勝負の方だと……」

「うん、当たり。わたしは魔法剣士なんだ」

　なるほど。だから木登りが上手なのね。

「名乗りもせずに失礼いたしました。わたしは聖女科の一年次に在籍しております、シャンドラ・リーベルトと申します」

「わたしのことは、ランディと呼んでほしい」

「ランディ先輩ですか。よろしくお願いいたします……あの、その瞳は……」

　金の瞳を見逃すわけにはいかない。彼は王家の血を引く者が持つ、特別な金の瞳の持ち主なのだ。

　わたしがやんわりと指摘すると、この上品なんだかやんちゃなんだかよくわからない貴公子は「今日はお忍びだから、単なる先輩ってことでよろしくね」と笑った。

　こんな木の上で、身分がどうのとこだわるつもりもないので、わたしは「承知いたしましたわ、ランディ先輩」と頷き「それでは、一緒にデザートでもいかがですか？」と袋の中をのぞいた。

「あっ、特別に美味しいりんごが入ってるわ！」

　エマが、蜜の滴るような甘さと爽やかな酸味のバランスが最高の、わたしの大好きな種類のりんごを入れてくれていたので、思わずにやけてしまう。

「あとはナッツと……干したお肉とビスケット？　エマったら、野営じゃないんだから。それとも、ここで夜明かししてもいいってことなのかしらね？」

　わたしが呟いていると、ランディ先輩は「まさか、君は野営をしたことがある……わけじゃないよね？」と尋ねた。

「野営の経験は何度もありますよ」

「え？　聖女科だよね？」

「この学院に来る前に、剣とか木登りとか野営とか鬼ごっことか、ありとあらゆることを教えてくれる師匠に習ったのですわ」

「……変わった淑女教育を受けたお嬢様なんだ」

「否定はしません。でも、とても楽しかったんですよ。先輩は、野営の経験はございますの？」

「学院にいた時に、実習で何度かね……ありがとう。見事な魔法の操作だな」

　わたしが光魔法の応用（光をうんと圧縮すると、なんでもすっぱりと切れるようになるのだ）でりんごをふたつに切って手渡すと、ランディ先輩は感心したように切り口を見て、「……聖女科だよね？」とまたわたしに尋ねた。

「で、シャンドラさんはどうしてこんな所にいるの？」

　イケメンというのは、りんごを持っただけでポーズが決まるわね、などと思いながら半分こにしたりんごを食べていたわたしに、ランディ先輩が言った。

　わたしもランディ先輩のようにがぶりとかじりたかったが、外部からのお客様が見ている手前、淑女らしくひと口大に切り分けながらいただいた。

　マナーとしては美しいけれど、細い光でりんごを切る姿を、ランディ先輩に珍獣を見る目で見られたのが少しつらかったわ。

「あと、それのやり方を教えてほしいな」

「光の波長と方向を揃えて一点に収束させて密度を上げるのですが……先輩、まさか、光魔法を使えますの？」

　剣士であり、魔法の研究者であるランディ先輩は、光魔法も使えるのだろうか？　それではあまりにもオールマイティすぎるけれど、『金の瞳をお持ちの方』なのだから、もしかすると、もしかするの？

「……使えないよ。ああやっぱりそうか。残念！」

「びっくりさせないでくださいませ。使えるのかもと思ってしまいましたわ」

　金の瞳をお持ちでも、光魔法が使えたらやっぱり神官コース行きになるのだろう。

　それにしても『光で切断』というのは男子心をくすぐるのだろうか。そういえば、ルークもメンダル師匠もとてもやりたがっていた。

　メンダル師匠なんて「俺に光魔法が使えたら、絶対に光の剣を作ったのに！　うおおおお！」と、珍しく感情を露わにして悔しがっていた。

　いやいや、光魔法が使えたら、進路は神官一択になりますからね。いつもニコニコ顔のメンダル神官が誕生していたでしょう。

「で、どうして木の上でのんびりしているの？　わたしにはサボり以外の理由は思いつかないけれど」

「ええ、サボってますの」

「聖女科のお嬢様が、木の上に隠れて授業をサボるなんて……何か学院でつらいことがあったんだね」

　つらいことなんて何も、と言いかけて、なぜだか言葉に詰まってしまう。

　このわたしが、つらい？

　前世ではあんなにも悪逆非道なことをしておいて、たかが聖女に向いていないことがつらいですって？

　あまりにも身のほど知らずすぎて、笑ってしまうわ。

　シャンドラ・リーベルト、贅沢なことをほざくのではありません。

　ぼろぼろに切り刻まれたルミナスターキラシャンドラが、全身を血に染めながら、虚無でできた目でわたしを見る姿が脳裏に浮かんだ。

『お前はこんなにたくさんのものを手に入れたくせに……』『まだ欲しがるの？　強欲な女ね』『何が不満なの？』『すべての人に愛されないと気が済まないの？』

　何もない、洞穴のような瞳で、金髪を華やかに巻いた孤独な闇聖女がわたしを見つめ、つかんで虚無の中に呑み込もうとする。

『いい気になるなよ、シャンドラ・リーベルト。お前は大罪人なのだからな』

　暗い世界にわたしを連れて行こうとする闇聖女……。

「ごめんなさい、シャンドラさん。今の質問は撤回します。わたしが踏み込みすぎました」

「えっ、あっ！」

　変な幻を見ていたわたしは、困り顔のランディ先輩に謝られて慌てた。

「こちらこそごめんなさい！　あのですね、違いますのよ、ランディ先輩がお悪いのではございませんの。お気遣いさせてしまって申し訳ございませんでした。恵まれた身のくせに、つらいなどという感情を持った自分に少し……呆れただけで……わたしは……」

　木の上というのは秘密の場所めいていて、心の扉の鍵が緩んでしまうのかもしれない。

「先輩、わたしはね、落ちこぼれ聖女なのですわ」

　そんなことを、彼に話してしまった。




「……こんな感じなのです。平民のスージーさんでさえ、一般教養の学習と並行しながら専門科目を学んで、わたしよりもずっと上手に癒しの魔法を使うことができるし。正直な話、先生の授業は今ひとつ納得できないし。結果、わたしは反抗的でろくに聖水も作れない、落ちこぼれとしてクラスの中で足を引っ張っているのですわ」

　わたしはため息をついた。

「今日も国からの査察……ではなくて見学でしたっけ。それで国の偉い人がやってくるから、なるべく気配を隠して、目立たずにいろと指導されて……何もせずに身を潜めていようかと思いましたが、それならばいっそ、わたしがいない方が丸く収まると思いまして」

「なるほどね」

　ランディ先輩は、黙って話を聞いてくれた。

「クラスでは居心地が悪いのかな」

「いいえ、皆様至らないわたしのために手助けをしてくださるし、流石は聖女のたまごと言うのもおかしいのですが、親切でお優しい方ばかりなので……居心地は悪くはないのです。けれど、やっぱり負い目がありますわよね」

　毎日ミリアム先生に叱られるわたしのことを、邪険にする人はいない。八百屋のスージーさんだって「シャンドラさんは、美人だからうまく魔法が使えなくてもカバーできるんじゃないですか？　商売なんて、意外とそんなものですよ」と、少しピントがズレたことを言って励ましてくれる。

　これが、わたしのことを責めて攻撃してくるようならば、かえって気持ちが楽だったかもしれない。喧嘩を売られたら叩き潰せばいいだけだ。だが、クラスメイトのお嬢様方は違う。わたしのことを心から応援して、うまくいかないと同情して、励ましてくれる。

「皆様、本当に優しいのです。でも、このままだといつかわたしのことを見捨てる日がくるのではないかと……思って……ああ、そういうことなのね」

　わたしは、怖かったのだ。

　優しくしてくれる人たちに見放されてしまうことが。

　前世のリリアンは、明るくて優しくて聖女の魔法が上手で、とうとう大聖女に選ばれるくらいで、当然ながらクラスの皆にも先輩にも先生にも愛された。

　対して、先生からの覚えも悪くて問題児で聖女の魔法も少ししか使えないこんなわたしなのに、どうしてなのかわからないが、今世は仲間として扱ってもらっている。面白がっておやつをくれる先輩もいるし、どんなに迷惑をかけても神官様は笑って応援してくれる。

　でも、こんな、実力のともなっていないのに好意なんて、すぐになくなってしまうのではないか……わたしはまたひとりぼっちになるのではないか……それならば、なくなる前に手放してしまえばと……。

「シャンドラさんは、甘えん坊で、怖がりさんで、他人を信用しきれないんだね」

「うう……」

　いい笑顔で容赦なく言われ、わたしはうなりながらランディ先輩を上目遣いで見た。

「裏返すと、自分のことを信用していないってことかな」

「うううう……」

「シャンドラさんは、クラスに落ちこぼれた子がいたら、仲間はずれにして見捨てる？」

「それは……どうかしら。しないと思うわ」

「なぜ？」

「聖女科でうまくやれなくても、他にできることがあるでしょう？　別に聖女になるだけが人生ではないもの。聖女科で落ちこぼれたくらいで見下したりはしないわよ……あ、いたしませんわ」

　うっかり敬語を落としてしまったわ。

「そうだね。どうしてクラスメイトはそうは考えないと思うのかな。君の不安ってつまり、クラスメイトたちは皆、聖女科至上主義で、頭ががっちがちで、聖女の魔法がうまく使えないシャンドラさんのことを見下して見捨てるってことでしょう？　つまり、聖女科のクラスはその程度の人間の集まりってことだね」

「違います！　皆様はそんなことはしませんわ！」

「それでは、何が怖いの？」

　金の瞳が、わたしをまっすぐに見た。

「え？」

　わたしは何を恐れて、逃げ出したのだろう。

　言葉を失ったわたしに、ランディ先輩は「大丈夫、皆同じだよ」と優しく声をかけてくれた。

「シャンドラさんは、まだ十五歳くらいでしょう」

「はい」

「光魔法の才があるからと、強制的にタイタネル国立学院の聖女科に入れられて、環境が激変しているところで思った通りには聖女の魔法が使えなくて、先生に厳しくされて、色々悪いことを考えちゃったんだろうね」

「そう……ですね。そうかもしれません」

「うん。もっと肩の力を抜きなさい。まだ勉強は始まったばかりだよ。もしかしたら、これから魔法がぐんと上達するかもしれないし、やっぱりしないかもしれない」

「そこは、希望を持たせてくださいませ！」

　ランディ先輩は笑った。

「魔法がダメでも、他のところが伸びるかもしれない。未来に何が起きるかは誰にもわからないからね」

「はい」

「怖くて我慢できなくなったら、ここで昼寝して休めばいいよ。何ができてもできなくても、シャンドラさんはシャンドラさんだし、クラスメイトさんたちも、魔法の強さで人の価値を決めたりするようなことはしないはずだからね。少しずつでもいいから、友達を信用できるようになれるといいね」

「はい……」

「それから、シャンドラさんは、聖水がティースプーンに五杯しか作れないと言ったよね」

「はい」

「でも、その聖水は、誰かにとって必要な聖水なんだよ。その誰かはスプーン五杯の聖水で救われるんだから、そこは自信を持っていいんだと思う」

「そう……かしら」

「そうだよ。もし良かったら、わたしにもシャンドラさんの聖水を分けてほしいな。スプーン一杯分でも、シャンドラさんががんばって作った聖水には特別価値があると思うよ。わたしのお守りにしたいんだ」

「ランディ先輩……わかりました！　わたし、ランディ先輩のために聖水を作ってみせますわ」

「ありがとう、楽しみにしているよ。わたしは卒業生だし、先生に託してくれればわたしのもとに届くからね。じゃあ、がんばって……がんばるけど肩の力を抜くんだよ」

「先輩、それって難しいんですけど」

　ランディ先輩はわたしの頭を撫でて「君ならできるよ」と励ましてくれてから、軽い身のこなしで木から下りると「りんごをごちそうさま。また会えるといいね」と手を上げ、姿を消した。

　気が付くと、もう夕方になっていた。

　あら、もしかして、ランディ先輩はこの学院に用事が残っていたんじゃないのかしら？　時間をもらって悪いことをしちゃったわ。

　わたしはハンモックを外して丸めると、袋の中にしまって木から下りたのだった。







Side.S その２




「こちらの瓶が、当日に聖女科の学生たちが作った聖水です。個別に保存したものと、混合したものになります」

　本来の決まりならば、学生が作り出した聖水は、必ずひとつの瓶に集めることになっていた。

　聖水とは、単に魔法で生成したものではなく神からの賜り物であるため、個人の技量には関係なくまったく同じ品質のものが出来上がる。学生であろうと大神官であろうと、神の御技により現れた聖水はすべて同じものだ。

　しかし、今回は『効き目が異常に高い特殊な聖水が存在する』という事態を解明しなければならない。そこで、聖女科の一年生たちが授業見学中に作り出した聖水を、「聖女科の教育の参考にしたいので」という名目で、学内神殿の神官が混ぜずに大神殿に持ち込んだ。

　神官が大神官に報告する。

「こちらの大瓶にある聖水は、生成された時より五日間観察いたしましたが、通常のものとなんら変化は見られませんでした。それぞれの瓶にも変化はありません」

「ふむふむ……なるほど、普通の聖水ですね」

　大神官は「前回の特殊な聖水は、生成してから何日で変化したのですか？」と尋ねた。

「記録によると、三日後でした」

「もう過ぎていますね」

「はい、過ぎていますが変化が見られません」

「あと二日、観察してから国王陛下にご報告いたしましょうか」

「そうですね」

　というわけで、さらに二日間の観察が行われたが、ガラス瓶の中の聖水は不思議な光を発することもなく、聖なる青白い光をゆらめかせていた。




『特殊な聖水が生成された件』についての会議が、王宮で行われた。出席したのは大神官と授業見学の時に学内神殿にいた神官、タイタネル国王、宰相、そして王太子だ。

「……このように、わたしたちは七日間の観察を行いましたが、特殊な聖水はできませんでした」

　大神官の報告を聞いて、壮年の宰相は「ううむ、それは残念です」とうなった。

「ふむ、ご苦労であった。宰相はそう気を落とすでないぞ」

「大聖女様のご誕生かと、期待してしまいました」

「そなたは執務においては冷静沈着なのに、聖女に関してはぐだぐだになるからのう。聖女科の授業見学は楽しかったのであろう？」

　なんと、忙しいはずの宰相はうまく仕事をやりくりして、今回の見学会にちゃっかり参加していた。

「はい。毎年やってもいいですか？」

「それはダメだ」

「やはり……ははは」

　力なく笑う宰相は聖女マニアであった。もちろん、タイタネル国立学院の文化祭には毎年お忍びで参加して、聖女科学生による『作りたて聖水』の即売を買うのを楽しみにしている。

　見学会に立ち会った神官が意見を述べる。

「しかし、聖女科の学生が特殊な聖水を作り出したというのは紛れもない事実です。ですので、一年次の学生の中から大聖女になる者が現れる可能性は依然としてあるのです。実はひとり、大変な才能を持つ学生がおります。リリアン・ウィング男爵令嬢です。彼女は驚くほど大量の聖水を、わたしの目の前で作り出していました」

「ほほう。ウィング男爵というと」

「はい、リーベルトの一族です」

「なるほど、聖女を多数輩出しているリーベルト家か」

「リリアンさんは、とても信心深いお嬢様で、聖なる魔力の量も際立って多い方です。実技においては、聖水の生成の他にも浄化や癒しの魔法にも長けていらっしゃいます。そして、これは非公式な情報なのですが……」

　神官が書類を国王に渡した。

「リーベルト伯爵家の領地で、昔、火事が起きました。その時に瀕死となったリーベルト家の令嬢を、まだ魔法洗礼を受けていないリリアン嬢が治癒魔法を使って助けたのです」

「治癒魔法を魔法洗礼前に、ですか？」

　宰相は席を立つと、国王の隣に行って書類をのぞき込んだ。

「な、なんですかこれは、令嬢は一度息を引き取っていた可能性があると……つまり、リリアン嬢が使ったのは蘇生魔法だった可能性があるのでは？」

「宰相閣下」

　大神官はにこやかに言った。

「そのようなことを口になさってはなりませんよ。生死は神のみが司ること。人の身でありながら、亡くなった人を死の世界から呼び戻すようなことは、決してしてはならないのです。令嬢は息を引き取ってはいなかったのですよ」

「そ、そうでしたね。これは失言をいたしました」

　宰相は汗を拭いて、自分の席に戻った。

「けれど、リリアン嬢に非凡な才能があることは事実です。現時点で限りなく大聖女に近い位置にいるのは彼女だと思われます」

「ふむふむ。そのリリアン・ウィング男爵令嬢には、タイタネル国に末永くとどまってもらいたいものだな……うむ？」

　会議の途中だというのに扉がノックされたので、国王は眉を上げた。

「畏れながら、失礼いたします。至急、大神官様にご覧になっていただきたいものがあると、学内神殿より神官がこちらにお待ちでいらっしゃるのです」

「おやおや、何やら緊急事態が起きたようですね」

　大神官はちっとも緊急性が感じられない、のほほんとした口調で言うと、席を離れて部屋の外に向かった。

　国王は大神官の背中を見ながら、空気と化してひと言も意見を言わない息子に向かって言った。

「ランドルフよ、リリアンという令嬢をそなたの妃に迎えると言ったら、どうする？」

「それはいささか気が早いのでは、と申し上げますよ、陛下。その令嬢は優れた聖女になりそうですが、大聖女なのかはまだ不明でしょう。わたしの妃になるというならば、将来はこの国の王妃になるにふさわしい人物でなければなりません。今の状況では、婚約をするのは不適切でしょう」

「確かに、勇み足だな。しかし、力のある聖女を他国に取られたくないのだよ……可愛い子だったか？」

　国王は、息子にしかわからないように片目をつぶった。父の下手なウィンクを見てくすりと笑ってしまった王太子は「なかなか魅力的な令嬢でしたよ」と、こちらは見事なウィンクで応えた。

　と、そこで部屋に大神官が戻ってきた。

「お待たせいたしました。先ほどの報告にもございましたが、見学当日には学生が一名、体調不良で欠席をしていましてね。例の、火事で大怪我をしたというリーベルト伯爵家の令嬢なのですが」

「ふむ」

　国王は、何かを感じたのか目を光らせた。

「シャンドラ・リーベルト伯爵令嬢から、ランドルフ王太子に聖水を献上したいという申し出がございまして、その確認をしてまいりました」

「それが緊急事態なのか？」

「はい。こちらがその、本日、シャンドラ・リーベルト嬢が殿下のためにお作りになった聖水なのですが」

　大神官はランドルフ王太子のもとにやってきて、ペンダントになった聖水の瓶を彼に手渡した。

「とても美しいでしょう？」

　ランドルフは窓から射す光に瓶を透かして、七色に躍る光のきらめきを見た。

「……とても綺麗だね」

　彼は微笑みながら「で、これがその、特殊な聖水なんだね」と大神官に念を押した。

「そうなりますね」

「なんですって！」

　宰相が飛び上がり「それでは、大聖女になるかもしれないのは、シャンドラ・リーベルト伯爵令嬢、ああ、やはり、リーベルトではないか！」と興奮して叫んだ。

「ちなみに、シャンドラ嬢の母上は、聖女エレーナです」

「あの金の聖女の、エレーナ様の、お嬢様だったのか！」

「瓜二つだと言われていますねえ」

「美しき金の聖女エレーナに瓜二つ！　なんと、なんということだ！　いやしかし、リリアン嬢が幼い頃に治癒魔法を使ったというのも、稀有な才能を持つのも事実だし、ああ、これはどういうことなのだ」

「どういうことなのでしょうねえ。すべては神様の御み心こころですねえ」

　大神官はニコニコしながら「他の聖女科の学生たちも、皆さんがんばりやさんの良い子ばかりですし、素晴らしいことです」とその場で神への祈りを捧げた。

「ふむふむ……ランドルフよ、婚約者をふたりというのは……」

「陛下はわたしを節操がない男にしたいと？」

「いやいやいや、そうではない、そうではないのだが……」

　前のめりな宰相が、王太子の言葉を遮って言った。

「良いではないですか！　ふたりとも、王太子殿下の婚約者になっていただき、将来は……」

「良くありませんね」

　今度は大神官が会話をもぎ取る。

「ふたりの令嬢のうちで大聖女になった方と結婚しよう、などということをおっしゃっては困りますねえ……聖女を目指す清らかなお嬢様をそのように扱うなどと……宰相閣下は、神様のお怒りがこの国に降り注いだらどうなさるおつもりなのでしょうねえ……」

　にこにこにこにこ。

　慈愛に満ちた大神官の笑顔を見て、宰相と、『ふたりと婚約』を言い出した国王は凍りついた。

「しかし、だな、大神官よ。万一、大聖女に他国に行かれてしまったら……」

「だからといって、婚姻で縛りつけるのはいかがなものでしょうね。国王が命じたら、いくら大貴族のリーベルトであっても、いや、リーベルトだからこそ、断ることはできません。ありがたい話だと、ふたりのお嬢様を差し出すことになるでしょう」

　にこにこにこにこ。

　すごい笑顔が国王に襲いかかった。

「陛下。畏れながら申し上げますよ。高い地位にいる者こそ、その力を使う時には細心の注意を払わなければならないものです」

「うむ、そうだな」

「ふたりのお嬢様を、どうなさるおつもりですか？　王妃になれるのはおひとり。では、もうおひとりは？　王家に婚約破棄をされて捨てられることが、令嬢にとってどのような不名誉となるのか、おわかりですよね。それでは、側室になさるのですか？　聖なる乙女を、側室に？　神はそのような振る舞いをお許しになるでしょうか？」

「……」

　国王は顔を引き攣らせて、黙り込んでしまった。

「とはいえ、ふたりの令嬢の身を保護する必要はありますよね」

　静寂を破って、ランドルフ王太子が言った。

「このような素晴らしいものを作り出せるシャンドラ嬢も、底なしの魔力と想像もつかないような才能を秘めているリリアン嬢も、悪しき者や他国の間者に狙われる可能性が高い。彼女たちを守る手立てが必要だと思います」

「殿下は、どうしたら良いとお考えですか？」

　尋ねた大神官に、ランドルフは言った。

「わたしの婚約者『候補』として選定するのはどうですか？　ふたりの令嬢の他にも数名、わたしの婚約者候補となっていただきます。それならば、候補から外れたとしても、選定されるほどの素晴らしい令嬢だという名誉が与えられるだけで、評判に傷がつくことはありません。タイタネル国としても、大切な婚約者候補の令嬢を大っぴらに守ることができます。他国への牽制にもなります。いかがでしょうか？」

　反対する者はなかった。

　そして、さっそく婚約者候補の選定が行われた。

　ランドルフ王太子……ランディは、シャンドラが約束通りに贈ってくれた聖水を手のひらに乗せて、柔らかく微笑んだ。

「シャンドラさん、鳥籠の扉の鍵は外しておいたよ。学院にいるうちに、自由に空を羽ばたくための翼を手に入れなさい」







婚約者候補、なのですか




　国の偉い人たちの授業見学の日から半月ほど過ぎた。

　わたしは相変わらず聖女の魔法に苦戦していたけれど、漠然と『聖水を出したい！』と願って力を込めるのではなくて、聖水を必要な人に届けたいというイメージを持つことで、わずかな量だけれど安定して作れるようになってきた。

　今はなんと、スプーンで十杯ほどまで聖水を出せるのだ。短期間で倍になったのである。

「流石はお姉様ですわね！　素晴らしい成長ぶりです」とリリアンが絶賛してくれたが、彼女はガラス瓶の上に壺を傾けて、ドバドバと際限なく聖水を出すのだからいやになる。

　リリアンこそ、流石は大聖女だ。

　ただ、調子に乗ると魔力が枯渇してひっくり返るので、気を付けてあげないといけない。

　今朝は授業が始まる前に、先生からの連絡事項があった。見学がどうとか言い始めたので、わたしはそんなのはどうでもいいとばかりに頬杖をついた。

　ミリアム先生は、最近はわたしを見放したのか、またかという目で見るだけで特に注意もしなくなった。廊下に立たされることがなくなったのは、立たされ令嬢のシャンドラちゃんとお喋りをするために足を止める人が多くて、廊下が騒がしくなるかららしい。けっこう楽しみにしていたのに、残念である。

「……そのようなわけで、我が学院からも王太子殿下の婚約者候補が選定されました」

　わたしはミリアム先生の言葉を適当に聞き流して、窓の外に視線をやった。

　青空に浮かぶ雲を見ながら『なるほどね、先日の授業見学はやっぱり花嫁探しだったんだわ。そういう目で授業中の聖女科の学生を見ていたなんて、大人って気持ち悪いわね』などと思っていた。

　特に、見学にやってきたという王太子殿下がダメだ。クラスメイトはとてもハンサムで素敵だったときゃあきゃあ言っていたけれど、公私混同して神聖なる学舎で結婚相手を探そうだなんて、ろくなやつじゃないわね。一番気持ちが悪いわ。

　先生の話によると、婚約者候補の令嬢を二十名近く選んでおいて、その中から一番うまく育った女性を正式な婚約者として、残りははいご苦労様さようなら、という予定だそうだ。

『王太子妃になれなくても、箔がつくからいいだろう』という、上から目線の偉い人たちの思惑に、貴族の令嬢なんて所詮は駒なんだなと、改めて苛立ちを感じる。

　他人から愛されて、求められて、初めて一人前の女性だと認められる。

　それを常識だと刷り込まれたわたしは、愛を得なければ自分は無価値なのだと思い、前世で暴走し、拒まれて、絶望した。

　今振り返ると、そんな安い愛を求めるなんて馬鹿みたいだったわね。

　わたしには、神様の愛だけで十分だわ。

　一度死んだから、人生というものを見直して、わたしは少し賢くなったと思うの。もう他人の思惑に操られたりはしない。

　この学院を卒業したらどうしようかと、わたしは以前から進路を考えていた。

　親切な騎士科のジェシカ先輩が、学生会役員の立場を使って、聖女科から騎士科への転科についてを学院側と交渉してくれたのだが、やはり光魔法使いという特殊な人間を、一般の職業に就かせるわけにはいかないと断られてしまったとのことだ。

「力が及ばなくてごめんなさいね、シャンドラさん。あなたのような才能のある方を騎士にしないなんて、そっちの方がよほどもったいないのに」

　わたしが聖女科で苦戦していることを知っているジェシカ先輩は、すまなそうにそう言った。

　わたしの前には、聖女になる道しかない。だが、聖女の魔法が苦手なわたしが聖女になっても、ろくな仕事ができないと思う。つまり、このまま一生落ちこぼれるというわけだ。

　そしてその先には、未来の聖女を産むための母体になるという仕事しかない。リーベルト伯爵家を継いで婿をもらい、せっせと子作りをしながら領地を治めるのだろうが、おそらくはわたしは名ばかりの領主となるはずだ。主な仕事は、あくまでも次代の聖女を生み出すことなのだから……お母様のように。

　そんな人生は、ごめんだわ。

　せっかく人生をやり直しできるのだから、出産からくり人形になるのではなく、もっと色んな経験をしたい……というのは、貴族に生まれた義務を果たさない、出来損ない令嬢の考えなのだろうか。

　わたしは、八百屋のスージーさんの顔をちらりと見た。彼女は学院に入る機会を与えられて、四苦八苦しながらも生き生きと勉強をしている。明るく社交的な性格で、親しみやすい聖女になりそうだ。聖女になったら実家にたくさん仕送りができるから嬉しいと言っていた。

　彼女に比べると、自分は本当にわがままで傲慢で甘っちょろいお嬢様なのだと感じる。

　神様にお説教されていた時に見せてもらった、悪い敵と戦う元気な女の子たちの映像を思い出した。どこか別の世界で生きているあの子たちは、とてもカッコよくて素敵だった。

　わたしもあの世界に生まれたかったわ。

　着ている服も、動きやすそうで可愛らしい、とても素敵なデザインのドレスだったのよね。あの服を再現できないかしら？　部屋の中でこっそりとでいいから、わたしも着てみたいなあ……そうしたら、自由な気持ちになれそうだし……。

「それでは、このクラスから選ばれた学生を発表します。アライア・チェスターさん」

「はい」

　アライアさんが誇らしげに立ち上がり、カーテシーを披露した。クラスメイトからの温かい拍手をもらった。

「アライアさんは、チェスター伯爵家の令嬢でいらっしゃるし、学習態度もよく魔法の才能に満ちているということで選ばれました」

　彼女は、授業見学の時には、あのわかりにくい『上から目線』な態度を出さなかったようだ。あれさえなければ、アライアさんはとてもいい人だし、チェスター伯爵家はリーベルト伯爵家には及ばないながらも名家だし、聖女魔法も問題なく扱えている。婚約者候補として妥当だろう。

　それに最近では、わたし以外のクラスメイトからも言葉と態度を注意されるから、アライアさんのコミュニケーション力は入学したての頃よりもずっとましになっている。

「次に、リリアン・ウィングさん」

「ええっ？　は、はい」

　リリアンがびっくりした顔で、両手を机につきながら立ち上がった。

「わたしですか？　お間違えではありませんか？　うちは男爵家なんですけれど」

「間違いではありません。リリアンさんの聖女の魔法は、どれも群を抜いていますので、将来性を見込まれて婚約者候補に選ばれたそうです」

　拍手が起こったので、リリアンはうろたえながらも「ありがとうございます」とお礼を言ってから、乱れた制服を直しながら椅子に座った。

「そして、シャンドラ・リーベルトさん」

「はい。なんですか？」

　わたしは頬杖をついたまま、ミリアム先生に「罰を受けるようなことはしていませんよ」と答えた。

「頬杖など、淑女がつくものではありません」

「はーい」

「『はい』は短く！」

　あまり怒らせても面倒なので、わたしは姿勢を正した。

「シャンドラ・リーベルトさん」

「まだ何か？」

「だから、最後のひとりはシャンドラ・リーベルトさんです」

　教室がしんと静まり返った。

「このクラスから選ばれた三人目の婚約者候補が、シャンドラさんだと申しているのですよ！」

「……先生、きっと何かの間違いです」

「わたしもそう思って、確認しました。でも確かにあなたが婚約者候補のひとりです」

「わたしは、授業見学の時にいらした方々とはお会いしておりませんし、座学は完璧ですが、聖女の魔法はからきしですわ。選ばれるはずがございません」

　八百屋のスージーさんが「顔よ、きっと顔で選ばれたのよ、世の中やっぱり顔なのよ」と、隣の席の学生に囁いた。

「それに、リーベルトの名前のために選ばれるはずもございません。わたしは一応、リーベルト伯爵家の跡取りですし、登録もしてあると父が申しておりましたわ。配慮がされているはずです」

「……それでも、あなたが選ばれているのですよ。シャンドラさん、あなたは王太子殿下と面識がありますね」

「王太子殿下？　夜会に出席したこともありませんし……どこかでお会いしたと殿下がおっしゃっているのですか？」

「そうです。言葉も交わしたこともあるとのことですよ」

「話したことのある王族というと……リナリオ第三王子殿下と……あ」

　わたしはミリアム先生に「もしかして王太子殿下って、金髪で金色の瞳をしていて、この学院の魔法研究科を卒業した魔法剣士だったりします？」と尋ねた。

「その通りのお方です。ランドルフ王太子殿下はこの学院の優秀なる卒業生です」

　うわあ、王太子殿下ってランディ先輩じゃない！

　何してくれちゃったのよ！

　親切な先輩だと思って信じていたのに、こんな仕打ちをするとは……いや、もしかすると、これは先輩なりに気を遣ってくれたのかもしれないわ。

　わたしが聖女コースから完全に落ちこぼれた場合に、王太子殿下の婚約者候補だったら、その後の就職にも有利に働くはずよ。結婚にも有利だけど、わたしはリーベルト伯爵家を継がずに逃げる予定だからね。

　つまりこれは、出来レースよ。

　落ちることが確定した婚約者候補として、後輩のわたしの名前を加えてくれたんだわ。

　でなければ、落ちこぼれ聖女のわたしを王太子妃候補にするわけがないもの。

「ほら、やっぱり顔じゃない。シャンドラさんのお顔がとても美しいから、超カッコいいランドルフ王太子殿下のお目に留まったに違いないわ！　くうう、美男美女でお似合いだもん……」

　スージーさんは、盛大に勘違いしているわ。

　確かにわたしはとびきり可愛くて美しくて綺麗で儚げな花の如き美女のシャンドラ・リーベルトですけどね。

　授業をサボって木登りをしている令嬢を王太子妃に迎えようなんて酔狂なことを、あの頭の回るランディ先輩が考えるはずがないわ。




　午前の授業は早く終わったので、わたしはリリアンと共に、リーベルト家が借りているサロンへと向かった。

　食堂の二階と三階には広々としたサロンが多数あって、裕福な貴族や王族、そして学生会が有料で借りている。確か、アライア・チェスターさんの家のサロンもあるはずだ。そのうちお邪魔させていただくのも楽しそうである。

　あらかじめ授業のスケジュールを伝えてあったので、エマとメイドのリンダがお茶とランチに響かない程度のつまめるものを用意していてくれた。

「お疲れ様でございます、シャンドラお嬢様、リリアンさん」

　エマは侍女という立場だが、以前は子爵令嬢、現在はクラーク伯爵家の令嬢なので、リリアンよりも身分が上になる。気のおけない幼馴染みの関係であっても、子ども時代とは違って、作法を無視するとトラブルの元になりかねないので、その辺りの線引きはきちんとしている。

「エマ、とんでもないことに巻き込まれたみたい。わたしとリリアンが、王太子殿下の婚約者候補に選出されてしまったの」

「……お嬢様、何をやらかしたのでございますか？」

「えっ、なんでわたしのせいになるの？　リリアンはどうなのよ」

「リリアンさんの魔法の評判はよく知られていますから、その才を王家の中に取り込もうという動きがあってもおかしくございませんわ。今は男爵令嬢ですが、正式な婚約者になるならば公爵家に養女として入ってしまえばいいわけですし」

「公爵家に？　わたしが？」

　彼女は自分が選ばれた意味がまだよくわかっていないらしく「でも、きっと何かの間違いだから、そんなことにはなりませんよ」とのんきなことを言っている。

「うちの母は、今は下級貴族の奥様なんてやってるけれど、平民なんですよ。そんなわたしが王家の血筋に混ざるなんて、誰も喜びませんって」

「リリアン、それは違うわ。あなたの聖女の魔法は規格外なの。その才能を引き継がせるためなら、王家はなんでもやるでしょうね。どうやら少し目立ちすぎたみたいね。でも、あなたなら将来の王妃としてやっていけそうだから、がんばってみたら？」

　リリアンは、今世でも大聖女になりそうだ。

　大聖女になってしまえば、存在だけでありがたがられるし、王妃になっても大神殿に通って聖女としての務めを果たすことが一番に求められるので、国政にはさほど関わらなくて良い。何しろ次期国王はランディ先輩ことランドルフ王太子なのだ。あんな文武両道の賢い人物が国王になるのだから、王妃が何もしなくてもまったく問題ないだろう。

　つまり、お飾りの王妃になるわけだが、国としては、力を持った大聖女が王妃になるのは外交的にもうまみが大きいし、国民からの支持も集められるし、跡継ぎに光魔法使いが生まれたらもう万々歳なのだ。

「リーベルト伯爵家の一族が王妃になれば、皆鼻高々よ。リリアン、がんばりなさい」

「それって、お姉様の身の安全のために、わたしが生贄になれって意味に聞こえるんですけれど」

「いやねえ、そんなわけないじゃないの」

「それなら、お姉様が王妃になられればいいじゃないですか。リーベルト伯爵令嬢なんだし、とてもお綺麗だから大人気の王妃様になれますよ」

「でもねえ、わたしは聖女の魔法がうまくないの。残念だわあ、残念だけど、魔法がお得意なリリアンにお任せするわあ」

「それ、絶対に嘘ですよね」

　三人がけのソファにゆったりと座ったわたしは上品におほほほと笑って、香りの良いお茶をいただいた。

「他の候補者の方々も、きっとそれぞれ秀でたものをお持ちのはずだから、やる気のないわたしたちは途中で落ちるだろうし、大丈夫よ」

「そうかなあ……ちゃんと落ちるかなあ……」

　リリアンは首を傾げながら、美しい仕草でお茶を飲んだ。エリザベス夫人にしっかりとマナーを叩き込まれたわたしたちは、王族とのお茶会に出席しても余裕があるほどのレベルなのだ。

「失礼します！」

　ノックと同時にドアが開いてルークが飛び込んできたので、わたしは驚いた。彼もエリザベス夫人にしごかれた仲間で、さらには執事のスミスソンにもぎっちぎちに仕込まれているので、こんな無作法な振る舞いをするはずがないのだ。

「ルーク、おなかでも痛いの？」

　てっきりそれで急いでいるのかと思ったのに、エマとリリアンから「お嬢様……」「お姉様……」と、とても残念なものを見るような顔で言われてしまった。

「シャンドラお嬢様が、ランドルフ王太子殿下の婚約者候補に選ばれたという話を耳にしたのですが、本当ですか？」

「ええ、そうなのよ」

「ルーク、わたしもだからね」

　リリアンが自分を指差しながらアピールをする。

「リリアン様は納得できます。規格外の魔法を使っていると噂になっていましたし。でも、どうしてシャンドラお嬢様が王家に目をつけられたのですか？　エレーナ様が高名な金の聖女だったからですか？」

「んー、一部の学生からは、わたしが美人だからだと言われているんだけれど……なるほどね。お母様にそっくりな外見をしているから、そのうち聖女の魔法も上達すると見込まれている可能性も出てきたわ。それならまず無理だから、途中で落ちるわね」

「……落ちなかったらどうするんですか？　シャンドラ様が正式な婚約者になったらどうするんですか？」

「落ち着きなさいよ、ルーク。その前にリリアンを王太子妃に推薦して、わたしはどこか離島の教会にでも逃げて、そこで穏やかなシスターとしての一生を送るから大丈夫よ」

「そっちの方が無理がありますよ！」

「ルークも一緒に来る？　自給自足しながら神様に毎日お祈りをして、一緒に暮らす？」

　ルークが素早く部屋の中に移動して、顔と顔がくっつきそうなくらいに至近距離に迫った。

「そんなの行くに決まっているでしょう！　わたしは世界の果てまであなたとご一緒しますよ、絶対にあなたのそばから離れないと何度も言っているでしょう！」

「え、ルーク、冗談よ」

「わたしは本気です」

　ルークったら、どうしちゃったのかしら？

　助けを求めてエマとリリアンに視線を移したが、エマはメイドのリンダに「少し席を外しますよ」と声をかけ、ふたりの女性は揃ってサロン部屋から出て行ってしまった。

「お姉様は、やっぱりわたしのことを生け贄にするつもりなんですね」

「リリアン、ちょっと待ちなさい」

　彼女は恨めしげにわたしを見てから、ルークの肩をぱしっと叩いて「ルーク、ファイト！」と言い、やっぱり部屋から出てしまった。

「あ、ええと、わたしも実は用事を思い出して……」

「お嬢様、少しお話をしましょうか」

　力持ちの騎士志望学生が両手で肩を押さえて、わたしを立ち上がらせてくれません。

「ルークも何か飲む？　お茶を淹れるわ」

「自分で淹れますから、おとなしくそこに座っていてください」

「……はい」

　わたしよりも優雅な手つきで上手にふたり分のお茶を淹れてくれたルークは、わたしの隣に座った。ソファがゆっくりと沈み、わたしの体が少しだけ彼の方に傾いた。

「孤児院の庭で棒を振っていたちっちゃな坊やが、大きく育ったわねえ」

「すべてお嬢様のおかげですよ」

「確かに、孤児院のごはんでは、ここまで大きくは育たなかったでしょうね」

「食事もそうですが、お嬢様はわたしにたくさんのものを与えてくださいましたから」

　前世では、まっすぐな性格だけど少し青臭い感じの、正義のために生きる勇者だったルークは、今は背も高く、体格も良い、たくましい騎士見習いだ。

　ふたりを並べたら、顔こそ似ているけれど別人に見えるだろう。それほど雰囲気が違うのだ。

「お嬢様は、王妃になりたいとお考えですか？」

「その考えはまったくないわ。わたしの望みはどこかでひっそりと暮らすことよ。リーベルト伯爵家も継ぎたくないしね」

「あなたはとても不思議な方です。すべてのものを手に入れることが可能なのに、何も欲しがらない。誰よりも目を引く輝くような女性なのに、常に後ろに隠れていたがる」

　わたしを見つめる青い瞳の力が強すぎて、落ち着かない。

「それは、ルークの買いかぶりよ」

「わかっていないのは、お嬢様ご自身だけです」

　ルークはわたしから目を逸らして、ため息をついた。

「お嬢様、わたしはあなたの従者となった日から、一生おそばにお仕えすることを誓っています。あなたが何を望んでも、何を求めても、それを受け入れて生きようと考えていました。けれど、それではいけないと気が付いたのです」

「素晴らしい忠義心だけど……そこまで重く考えなくていいのよ？　ルークにやりたいことがあるなら、わたしは応援するわ。もっと自由な人生を送っていいのよ、あなたを縛るつもりはないわ」

「それですよ」

　再びわたしを見た彼の青い瞳は、青空のような澄んだものではなかった。

　そこには、昏くらい何かがゆらめいていたのだ。

「お嬢様が燃える家畜小屋に飛び込んだあの日に、わたしは気づいたのです。お嬢様は油断をすると、笑いながらどこかに消えてしまうような危うさがありますね」

「そんなこと……」

「ないとは言わせません。ご自分を大事にしない……いや、生きることへの執着がなさすぎるのです。生き物として、致命的なほどに」

「そこまでひどくはないと思うけど」

「ひどいです。本当にひどいです。そして、わたしはあなたがいない世界などそのまま滅びてしまえばいいくらいにどうでもいいのです」

「話が飛躍しすぎよ！」

　勇者ルーク、どうしちゃったの？

「だから、わたしは魔法洗礼の日に神に祈りました」

「また唐突に話が飛んだわ」

「シャンドラお嬢様がいなくならないように、ずっとこの世界で健やかに生きていけるようにお支えする力が欲しいと、強く強く神に願いました」

「え？」

「神はわたしの願いを叶えてくださいました。実は、最初にいただいた才は、今のものとは違っていたのです。わたしの才は『勇者』でした。けれど、それはわたしが欲したものではありません。わたしはこの世界すべてではなく、あなたひとりを守りたいのですから」

「なんですって？」

　ルークは、やっぱり『勇者』だったのだ。

　この世界を守る、正義の勇者。

「神はわたしに『勇者』ではなく『愛と光の守護戦士』の才をくださったのです。シャンドラお嬢様、あなたを守るために。あなたのためだけに生きるために」

　一度賜った才が変わるなどとは、神父様にも初めてのことだったのだろう。だから、いつも落ち着いた神父様があれほど動揺していらしたのだ。

「ルー、ク、なぜ、そんな真似を……」

　わたしのせいだわ。わたしがこの世界から勇者をなくしてしまった。

　神様、なぜそのようなことをなさったのですか？

「まだ十二歳だったわたしは、意味がよくわかりませんでした。けれど、今ならこの才をいただいた意味がわかります。お嬢様、あなたがわたしの『愛と光』なのです」

「……」

　絶句するわたしに、彼は優しく微笑みながら言った。

「こうなったら、すべての気持ちをお話しします。わたしは両親が共に平民で、ふたりを事故で亡くしてから孤児院で育ちました。低い身分の人間です。伯爵令嬢であり、王太子殿下の婚約者候補にもなられたお嬢様は、遥か遠くのお方です。けれど……」

　彼は、わたしの手を取って言った。

「わたしは必ず、あなたの隣に立てる人間になります。必ずなると誓います」

「ルーク、それは、つまり」

「今のわたしには、それしか言えません」

　自信に満ちた美青年は、わたしの手の甲をそっと自分の額に押し当てた。

「あなたはわたしにとって、ただひとりのお方です。輝ける愛と光です」

　わたしが一度死んだあの日から、ルークが急に変わったわけがわかった。

　彼はわたしを守るために、子ども時代に終わりを告げていたのだ。
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『愛と光の守護戦士』ルークは、光を取り戻した青い瞳をわたしにまっすぐに向けて、笑顔で宣言した。

「あなたを幸せにするのは、このわたしです」




第一部　了







あとがき




　こんにちは。初めての方、初めまして。葉月クロルです。アダルティなラブロマンスから小学生のお子さまにも楽しめるお話まで、ファンタジー世界のお話（たまに現代もの）を幅広く書いています。

　このたびは『キラキラネームの『破滅の闇聖女』にはなりません！』をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。このお話は、がんばる子どもたちが成長していく物語です。

　闇に堕ちて一度は世界を消滅させてしまったシャンドラちゃんは、神様の手によって新たに作り直された世界に生まれ変わり、今度は『地味におとなしく世界を壊さないように』ひっそりと生きていこうと奮闘します。

　けれど、前世で宝石やらフリルやらドラゴンの鱗や骨やら（たぶん、磨くととても光って綺麗なのだと思います。ひとつ欲しいなあ……）でゴテゴテにドレスアップした闇聖女『ルミナスターキラシャンドラ』は、変な格好やメイクをしなければ、長い金髪にルビーのような輝く瞳が素敵な美人さんだったのです。

　というわけで、再び生まれたシャンドラちゃんは、まんまるおめめに薔薇色のほっぺたをした美幼女でした。

　この時点で、地味に生きるのはもう無理だとわかりますよね！

　生まれ変わっても、シャンドラちゃんの上から目線な性格は変わりませんでした。でも、一度あの世に行って神様のところでデコピン調教……洗脳……いえ、愛の鞭での指導を受けたため、今度の人生はなるべく悪いことはしないように、できれば愛と正義のために戦う変身キャラみたいになりたいとがんばります。

　そんな彼女の支えは、神様だけはシャンドラちゃんを愛してくれていること。前世のシャンドラちゃんは、誰からも愛されない孤独から性格が捻じ曲がっていってしまったのですが、今回はすくすくと育って新しい人生を送ります。そして、無自覚のうちに周りの子どもたちの人生を変えていくのです。




　詳しくは、本文を読んでいただくことにして。

　キラキラはいいですよね。わたしはキラキラしたものが大好きです。鉱物とか、宝石とか、花火の終わりに夜空を落ちてくる金色のキラキラとか、南の島の海とか、天気のいい日の滝とか。虹も好き。

　そんなわたしが最近始めた趣味は、アクセサリー作りです。プラ板（子どもの頃にやりましたよね？　オーブントースターで焼くと縮んで固くなる、あれです）と光で硬化するＵＶレジンを使って、うるつやピアスの大量生産をして喜んでいます。カラフルで透明感のあるアクセサリーは、見ても身につけても楽しくなりますよね！　初めてレジンでアクセサリーを作った時は、こんなに綺麗なものを自分で作れるなんてすごい、長生きはしてみるもんだねえ（←おばあちゃんか？）と感激しましたよ。

　それに、まさかプラ板に簡単に色をつけられるなんて知りませんでした。黒マジックで描くものだと思ってた！　まず最初に、透明なプラ板をひたすら紙やすりで擦るのですが、あれは心が無になっていいですね、写経をしているような感じです。夜更けにシャッシャッシャッシャッという音が聞こえたら、わたしがやすっている音かもしれません……いやいや、それじゃあ怪談ですから。妖怪やすりがけ。




　ちなみに、前世で過剰にキラキラしていたシャンドラちゃんは、光るものがトラウマになってしまった模様です。お気の毒に。

　本人によると『キラキラしたものを身につけなくても、わたしは光り輝く美幼女だからいいのよ！』なので、いいのかな？

　一番キラキラして美しいのは、がんばる女の子の輝く瞳だから。

　ということで、可愛い女の子がたくさん出てくるこのお話を楽しんでいただけますと嬉しいです。
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